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　その場に居並ぶ海かい賊ぞくたちを統すべるのは、美しいひとりの少女だった。

　ミルクティー色の髪を背中まで流し、海のような藍あい色いろのドレスに身を包つつんだ少女は、強い意志を宿したまなざしで騎き士したちを見下ろす。

　エメラルドと翡ひ翠すいのあわいにある色合いをした瞳は、配はい下かの海賊たちが手にしたランプによって星の如ごとく輝いていた。

　睫まつ毛げは硝子ガラス細ざい工くのように繊せん細さいで長く、指先も人形のように整っている。到とう底てい野や蛮ばんなことをするようには見えない容姿であるのに、その白い手には禍まが々まがしい舶はく刀とうが握にぎられていた。

　少女はまさしく海賊なのだ。

　彼女の指し揮きに導みちびかれ、先ほど行われた攻こう防ぼうは海賊たちの勝利で幕を下ろした。ひとつところに集められた騎士たちは、屈くつ強きような海賊を背はい後ごに従したがえる少女を睨にらみ付けている。

「クレア嬢。ここからは手て筈はずの通りだな？」

　海賊が言うと、クレアと呼ばれた少女は鮮あざやかな所しよ作さで舶はく刀とうを鞘さやに収めて応こたえた。

「ええ。すぐに船内の積つみ荷にを改めて」

「承しよう知ちした。おいおめえら！　お嬢の言う通りにするぞ！」

　おうと威い勢せいよい返事が上がり、海賊たちはすぐさま『仕事』に掛かる。船倉の荷に手を掛ける者、箱を開けて中を確かめる者と働きはさまざまだ。しかしその優ゆう秀しゆうな仕事ぶりも、船を護ご衛えいしていた騎士にとっては忌いま々いましいものでしかない。

「クレアだと？」

　縛しばられた騎士のひとりが、卑ひ屈くつな笑い声を上げた。

「なるほど、聞いたことがある。近頃この海域では女海賊が幅はばを利きかせている上、女はあのカーヴェル海賊団の一員だと」

　嘲あざけるような声音に、采さい配はいを振るっていた少女が騎士を顧かえりみる。

「貴き殿でんが噂うわさの海賊姫、クレア・カーヴェルか」

　ぎらついた視線がクレアの整った面おも差ざしへと向けられた。線の細い首に下がる銀貨の飾りには、竜りゆうの翼つばさと髑髏どくろを象かたどったレリーフが刻きざまれている。

　その髑髏こそ、クレアたちが属するカーヴェル海賊団の象しよう徴ちようだ。

「傑けつ作さくだな。各国の騎士が手を焼くカーヴェル海賊団が、女に誑たぶらかされたという噂は本当だったらしい！」

「……あんだと？」

　海賊のひとりが低い声を落とすが、騎士は怯ひるみもしない。

「どんな女め狐ぎつねかと思えば、まだほんの小娘ではないか。奪うばうか殺すかしか能のない女が、正義の騎士である我々に剣を向けるなど許されると思っているのか！」

「てめえ！　お嬢を侮ぶ辱じよくするのは許さねーぞ！」

「やめなさい」

　少女の澄すんだ声が、騎士の顎あごを摑つかむ海賊を鋭するどく咎とがめた。

「船が血で汚よごれるわ。そんなことをしたら、せっかく奪った船の価か値ちが下がるでしょう」

　その言葉だけで、屈強な海賊が「分かったよ、お嬢」と意外なほど大人おとなしく手を引く。少女は一歩前に歩み出ると、透すき通った瞳で騎士を見下ろした。

「それに、彼らは騎士の誇ほこりにかけて最後まで私たちと戦おうとしている。こちらとしても、最低限の敬けい意いは払はらうべきだわ」

　到底海賊らしからぬ敬意という言葉に、開き直った騎士が口の端はしを上げる。

「流石さすがは薄うす汚ぎたい海賊だ。侮辱も浴あび慣れているようだな、姫君」

「あら。さっきの言葉が侮辱だとは思わないもの」

「ほざけ、悪あく党とうが」

「悪党だなんて誰のこと？」

　その瞬間に浮かべられた笑みは、海賊という肩書きに不似合いなほど鮮やかで美しいものだった。

　少女は青いドレスが汚れるのも構わず床に膝ひざをつく。騎士の目を見み据すえると、珊さん瑚ご色いろのくちびるからすぐさま笑みを消した。

「──あなたの言う通り、私たちは海賊よ」

　落とされた声音は決して大きいものではない。

　だというのに、凜りんとした響ひびきが船倉の隅すみ々ずみまで渡る。仕事をしていた海賊たちが手を止め、まだ幼さを残す指導者の姿へ見入るほどに。

「何を言われようと、自分の信じる『正義』のためには譲ゆずれない。違う正義を貫つらぬこうとするあなたたちに恨うらまれようと構わない犯はん罪ざい者しやなの。どんな言葉を向けられようが、全部甘あまんじて受けてやるわ」

　少女はそこで立ち上がると、真まっ向こうから騎士に向き合って両手を広げた。目を逸そらしたくなりそうなほど強い視線が、男を捉とらえる。

「それが、世間に顔向け出来ない正義を持つ者としてのせめてもの誇りよ」

「……っ」

　堂どう々どうと言い切ったその姿に、騎士たちは図はからずも押し黙ってしまうこととなった。

　華きや奢しやな腕に恐おそろしい剣を持ち、自分たちの護まもる船を襲おそった海賊ではあるが、可か憐れんな外見で堂々と罪つみを背せ負おう姿は潔いさぎよくも誇り高かったのだ。少女クレアは彼らに背を向けると、自身への侮辱に憤いきどおった海賊に笑い掛ける。

「私のために怒ってくれてありがとう」

「ったく、なにがありがとうだ！　一人前なこと言いやがってこの！」

「ふふっ」

　くしゃくしゃと頭を撫なでられて肩を竦すくめるクレアの表情は、先ほどのものとは一変して年相応に無む垢くなものだ。海賊たちは、騎士に聞こえない程度の小声で明るく零こぼす。

「お嬢も十六歳、立りつ派ぱになったな。これなら今度のお頭かしらからの『試験』も安あん泰たいだろ」

「どうかしら。船長おとうさんのことだもの、次期船長になるための試験なんてきっとすごく捻ひねくれてるわよ」

　そんなことを言い合ううち、船倉の隅に散った海賊から声が上がった。

「クレア嬢、あったぜ！　魔ま物ものの卵だ！」

「本当？」

　瞬間、綺き麗れいな輪りん郭かくを描くクレアの頰ほおが薔ば薇ら色いろに染まる。

　瞳を輝かせた彼女は急いでドレスの裾すそを翻ひるがえした。示された木箱の前に屈かがみ込み、こくりと神しん妙みように息を吞のむ。上等な絹の掛け布を搔かき分けて取り出したのは、両手のひらでもくるみきれないほどの大きな卵だ。

　その卵は、一見すれば透とう明めいな宝石そのものだった。

　吸すい込まれそうな橙だいだい色いろの輝きが、とろけた太陽に染まる夕暮れの空を連れん想そうさせる。ところどころに金色の色しき彩さいを帯おびた表面には、光の加か減げんによって紫むらさきの艶つやが滲にじんで見えた。一種の儚はかなささえ感じる美しさに、覗のぞき込んだ海賊たちが感かん嘆たんの息を漏もらす。

「こりゃあ見事なもんだ。売れば船一いつ隻せきはゆうに買えるぜ」

「情報屋の話によりゃ、親の魔物から奪うのに傭よう兵へいが二十ほど死んだらしい」

「それで商船一隻にこの騎ご士えいの数か。お嬢の『力』がなきゃあ面めん倒どうだったろうな」

　仲間たちが口々に漏らすが、クレアの耳にはまったく入っていない。

　まだ幼さの残る瞳に、いまにも泣き出しそうな情感が揺らぐ。

　彼女が卵に注そそぐ熱心さときたら、仲間の誰かが気付いていれば間違いなく声を掛けていたであろうほど真しん摯しで危あやういものだった。けれどその前に顔を上げ、周囲を見回す。

「急ぎましょう。騎士たちを小船で流すなら、夜のうちに港町の傍そばまで行かないと」

「おうよ！　もう一仕事だ」

　動き始める男たちの傍かたわらで、クレアはもう一度だけ木箱を見下ろした。愛いとおしそうに目を伏ふせて、誰にも聞こえない小さな声で囁ささやく。




「どんなことをしてでも、私が護ってあげるからね」




　誓ちかいの言葉だ。

　それは、確かに内側に命を宿らせる存在に向けたものだった。海賊姫を乗せた船は、帆ほに風を受けて前へと進む。











[image: ]









　初めて短剣を握にぎった日のことを、クレアはいまでもはっきりと思い出せる。

　浜辺に照り付ける日差しと、すぐ傍そばに蹲うずくまる傷付いた〝その〟存在。

　次ついで、幼いクレアの腕を容よう赦しやなく捻ひねり上げた海かい賊ぞくのこと。

『聞き分けのない嬢ちゃんだな』

　男の低い声は、クレアの耳に重く響ひびいた。

　うつ伏ぶせの背中を海賊の膝ひざで押さえ付けられ、呼吸が苦しくて仕方ない。懸けん命めいにもがいてみるものの、目の前に転ころがる短剣にすら手は届かなかった。

『お前が護まもろうとしているものが何か分かってんのか？　分かってるよな、俺から短剣まで奪うばおうとしたんだからよ』

　海賊は言い、クレアが庇かばおうとしている〝ある存在〟を見下ろす。焼けた砂から身を起こすことも出来ず、苦しそうに項うな垂だれている存在はいままさに、この海賊に命を奪われようとしているのだ。

『〝そいつ〟はお前を殺す存も在のだ。そこまでして護る意味があると思ってんのか？　お嬢ちゃん』

『……意味なら、あるもん……！』

　クレアは必死で首を振り、背をねじるようにして海賊を睨にらみ付けた。

〝これ〟が何かは知っている。大人たちが恐おそれ、震ふるえ上がる存在だ。──だけど、それでも。

『この子、わたしのことを、助けてくれた』

　海賊が低い声で笑う。

『こいつがお前を拾ったのは、安全な場所で食うためだ』

『ちがう！　わたしが助けてって呼んだのを、ちゃんと分かってくれたもの……！』

『……呼んだだと？』

　海賊はそこで眉まゆ根ねを寄せた。クレアはぎゅっとくちびるを結び、怖くなんかないと自分に言い聞かせる。

　本当に怖いのは、クレアの腕を摑つかんで海に投げた大人たちの手だ。

　どこまでも落下する感覚や、溺おぼれる苦しみの方なのだ。そんな中、〝この子〟は冷たい海からクレアを救ってくれた。護ってくれたのだ。

　その結果、自分がこんな風に傷付いてまで。

　そんなものこれまで存在しなかった。だというのに、クレアに生まれて初めて温かなものをくれた〝この子〟はいま、目の前の海賊に殺されそうになっている。

『だから、こんどは絶対に、わたしが助けるの！』

　言い切った直後に冷たい目で見下ろされ、ひくりと喉のどが戦慄わなないた。

　海賊の肌は日に焼けて浅黒く、瞳ひとみにはどこか鋭い光が宿っている。本当は、こうしているだけで身が竦すくむほど恐おそろしい。

　けれど。

『──おねがい』

　大おお粒つぶの涙がぼたりと落ちた。

『……この子に、ひどいことしないで……』

　泣きたくないのに声が震え、雫しずくがいくつも砂に吸すい込まれる。海賊は静かに目を細め、殊こと更さらゆっくり言葉を紡つむいだ。

『お願い、じゃねえよ』

　地を這はうような低音と共に、クレアの腕が解放される。

　代わりに海賊から向けられたのは、底が見えないほどに深い怒いかりだった。生意気な子供に対する苛いら立だちといった軽けい微びなものではなく、本物の憤いきどおりと言ってよいほどの。

『お前がお願いしてることは、普通の正しいこととは違う。海お賊れから短剣まで盗ぬすんで護ろうとしたんだ、餓ガ鬼キとはいえ理解してんだろうが。本当に覚悟があるんなら、生なま半はん可かな言葉を使うんじゃねえ』

　その低音は怒ど鳴なり声よりも恐ろしく響き、身を起こしたクレアの心臓を縛しばり上げた。砂浜に膝をついた海賊が、なおも真しん剣けんなまなざしを注そそいで言う。




『望んでいることの結論を託たくすな。相手の選せん択たくを待つな。必要なら奪い取れ、命めいじろ』




　その言葉は、クレアの脳を揺らすようにして届いた。

『海賊だったら、迷わずそうするぜ』

『！』

　息を吞のむ。

　本当に望むのなら、相手に託すのではなく自分自身で奪い取る。それが、海賊という生き物なのだ。男は笑い、砂まみれのクレアに向き合った。

『さあどうする？　お嬢ちゃん』

　面おも白しろそうに尋たずねてくる表情の中、暗いまなざしに射い竦すくめられる。

『こいつを俺から救うため、お前はどうやって奪ってみせる』

　怖いのにどうしてか逸そらすことが出来ず、クレアはゆっくりと口を開いた。

『わたしは』

　護りたい。助けたい。

　──そこまで考えたところで、いいや違うと目を瞑つむる。

　望む言葉を使うなと、たったいま言われたばかりではないか。

『……この子を、助けるの』

　砂上には海賊から盗もうとした短剣が転がっていた。

　小さな手でそれを摑み取り、ぎゅうっと柄つかを握り締しめる。そうしてクレアは真っ直ぐに男を見上げて言った。

『そのために、わたしは』




　──その日以来、心に誓ちかっていることがある。
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「よいしょ、っと」

　ドレスを品良く摘つまみ上げ、すらりと伸びた脚あしで背中を踏ふみ付けたとき、足元の男は潰つぶれた蛙かえるのような悲鳴を上げた。

　新しく誂あつらえた靴くつに少し汚よごれがついたものの、昏こん倒とうした三人の男たちは身を起こす気配もない。クレアはふうっと息を吐はくと、怯おびえて縮こまる女性の方を振り返る。腰が抜けてしまったようだけれど、大きな怪け我がはないようだ。

「ごめんなさい、もうちょっと穏おん便びんに助けられれば良かったんですけど」

　ミルクティー色の髪を潮しお風かぜになびかせてクレアが微笑ほほえむと、女性は声に涙を滲にじませた。

「とんでもございません、なんとお礼を申し上げたらよいか……！」

　こちらの手を取った華きや奢しやな指はまだ震えている。クレアは女性が纏まとう美しいドレスの埃ほこりを払はらい、乱れた髪や帽子を整えてあげた。

　彼女の首元や指先を彩いろどる装そう飾しよく品ひんは上等なものだ。宝石が霞かすむほどの輝きを放つその正体は、間近に見るまでもなく魔ま物ものの卵らん殻かくである。

「ひどいことにならなくて、本当に良かったです。……うん、とっても綺き麗れい」

　クレアはにっこりと笑い、彼女の顔を覗のぞき込んだ。真心から賛さん辞じを零こぼせば、女性はぽうっと頰ほおを染める。

　さて、ここから仕込みを始めなければならない。

　クレアは女性から離れると、もう一度男たちの傍に屈かがみ込んだ。手首の内側についている烙らく印いんを見るに、脱だつ獄ごく者しやか刑けい期きを満まん了りようした犯はん罪ざい者しやだろう。ドレスの隠かくしポケットからある物を取り出したクレアは、それを彼らの懐ふところにねじ込んで立ち上がる。

「この島は随ずい分ぶん治安が良いって聞きますけど、お姉さんみたいな人がひとりで裏うら路ろ地じにいるのは危ないですよ。どうしてこんなところに？」

　彼女が引きずり込まれたこの場所は、あまり陽も差さず薄暗い。尋ねてみると、女性は言いにくそうに視線を逸らした。

「今日は、イヴァンジェリカ王女が船を出される日ですの。それを見に、港へ」

　おずおずと紡がれた言葉を聞き、クレアは路地の先に目を遣やる。そうして、「試験」の舞台になる島の地形を改めて確認した。

　家々の壁を形作る煉れん瓦がは真っ白く、丸みを帯おびた屋根は海のように青い。童どう話わめいた可か愛わいらしさの建物が並ぶこのノストリー島とうは、大国シェランド王国の領地である。

　そして、クレアの夢のために利用される島だ。

　ちょうどこの時刻、港には大きな船が浮かんでいた。あれが目の前の女性の目指していた船らしいが、わざわざ見学するほどのものだろうか。そういえば、確かに大おお勢ぜいの人間が集まっているようだ。

「船が出るのなんて、港町ではそう珍しくもないですよね？」

「ただの船出ではありません。実は今日、あの船に英えい雄ゆう騎き士しさまがお乗りになるのですわ」

　女性はいっそう頰を染め、憧あこがれを体たい現げんしたように潤うるんだ瞳をそうっと伏せた。

「騎士さまは本当に素敵な方ですの。でも、道行く方々が今日のキング・リゼルグ号には生きた魔物の卵が乗っていると仰おつしやっていたのを聞いて恐ろしくなってしまって。気分が優すぐれなくて休もうとしたところに、この男たちが……」

　女性がそこまで話したところで、ふたりの海賊なかまが路地に入ってきた。彼らはクレアが取り逃がした暴ぼう漢かんの首根を摑んでおり、荷物のように引きずりながら歩いてくる。

「クレアお嬢さん、大丈夫でしたか」

「ええ。この人も大きな怪我はないみたい」

「さすがはお嬢さん。騎士は呼んどいたんでもうじき来るはずですが、そろそろお時間が」

　地面に転がった男たちを見下ろしてクレアが頷うなずくと、女性は慌あわてて言い募つのった。

「お待ち下さい。是ぜ非ひお礼がしたいですわ、よろしければ我が家まで」

「ごめんなさい。彼らが父に叱しかられてもいけないので、これで」

　女性は名残なごり惜おしげなまなざしを作ったが、やがて渋しぶ々しぶ頷いた。クレアはもう一度彼女に微笑み掛けたのち、船員たちを従したがえて歩き出す。

　数十分ぶりに裏路地から出ると、眩まばゆいばかりの陽光に思わず目を細めた。

　海風が通りを歩く小さな女の子たちのドレスを揺らし、かもめの親子が真っ青な空に遊ぶ。幸せそうな島の様子にわくわくしてじっとしていられなくて、クレアは胸いっぱいに息を吸い込んだ。この島が持つ豊かさ特有の開放感は、彼女の職業病を疼うずかせる。

　──なんと襲おそい甲が斐いのありそうな島なのだろう！

「いままで無事だったのが不思議なくらいだわ。平和ボケしてるこの街全体を狩かり場ばにしたらどれくらいの稼かせぎになるのかしら！　りゃくだつ、ごうだつ、お酒の宴会……！」

　物ぶつ騒そうな目算にうっとりと胸を押さえながらも、一番の目的は忘れない。傍の船員に対し、小さな声で首しゆ尾びを話す。

「あの男たちのポケットに、カーヴェル海賊団の銀貨を入れておいたわ」

　言うと、ひとりがほうと感かん嘆たんを漏もらした。

「なるほど、流石さすがはお嬢。これで騎士共、あいつらをうちの船員だと思うでしょう」

「使えるものはなんでも使うのが信しん条じようだもの。カーヴェルの海賊が倒れてるなんて騒さわぎになれば、港を警備する騎士も減るはずよ」

　これから始める試験のため、少しでも港を護る騎士の数を減らしたいのだ。暴漢に襲われそうな女性に出くわすなど、この上ない幸運だった。

「あのお姉さんも、証しよう言げん出来そうなくらい元気で良かったわ。大きな怪我なんかしてたら大変！」

「幸さい先さき良いじゃねェですか、次期船長候こう補ほ殿どの」

「もちろんよ」

　振り返って船員たちを見上げれば、大好きな潮風にドレスの裾すそが膨ふくらむ。

「『シェランド王国ノストリー島で、王女の船キング・リゼルグ号を襲え』なんて試験内容、最初は意図が読めなくてどうしようかと思ったけど。船長おとうさんに認められるだけの働きをすれば、正式な船長候補として小船が一いつ隻せき貰もらえるんだもの！」

　クレアが所属するカーヴェル海賊団は、四つの大型船に七つの中型船、十五の小型船からなる船団だ。

　それらを統すべるのが幼いころにクレアを拾った養よう父ふだが、父ひとりでは掌しよう握あくしきれないこともある。だからこそ次期船長候補たちは、小型船の船長として父に従うのだ。

　クレアには、かつて心に誓った夢がある。

　夢に近付くための一歩として、今回の試験は重要だ。その試験場所として選ばれたのが、シェランド王国の一部であるこの島だった。

「お嬢の試験に協力する三十四人のうち、俺たちふたり以外は全員船に乗りました。後はお嬢の思うまま、なんなりと」

　心強い言葉にクレアは「ありがとう」と大きく頷く。クレアは辺りを窺うかがうと、仲間たちと計画していた場所へと向かった。

　その場所とは、三日月形に湾わん曲きよくした岬みさきの内側に作られた港だ。向こう側に見える大きな船着き場と違い、小船がまばらにしか停とまっていない寂さびれた桟さん橋ばしには、三人の老人が釣つり糸を垂たらしている。

「退どかしますか、お嬢」

「大丈夫。下へ手たに動くより、自分から逃げてくれるのを待ちましょう」

　不ふ穏おん当とうなやり取りを知らない老人たちは、沖合の船を眺ながめてのんびりとした会話を始める。

「しかし、キング・リゼルグ号が浮かぶ光景は壮そう観かんだなあ」

「アドルフ・フォード侯こうが乗るようだぞ。朝方あの騎士殿のお姿を目にしたとかで、孫娘たちが大たい層そう喜んどった」

　先ほどの女性も口にしていた「英雄騎士」の異い名みようだが、その名についてはクレアも聞いたことがある。海で暮らす者の耳にすら届き、知らぬ者はいないほどの輝かしい名前だ。

　英雄騎士アドルフ・フォード。

　齢よわい二十一にして王女イヴァンジェリカの近この衛え騎士隊たい長ちようを務つとめるその男は、シェランド王国の騎士が抱かかえる「正義」そのものの象しよう徴ちようと言ってもいい。

　途と方ほうもなく強い剣の腕を持つアドルフが戦争に加わったことで、シェランド王国は瞬またたく間に戦場を支配して領土を広げた。本来ならば、こんな島にいることは考えにくいほどの功こう績せきを残した騎士だと聞いている。

「英雄騎士が出るってことは、何ど処こか危ないところに船を出されるのかね、王女殿でん下かは」

「いいやあ。どうもな、このところ魔物の卵を積んだ船を狙ねらう海賊が出るらしい。それも、卵殻じゃなく卵のままを狙うとかでな」

「魔物ォ？」

　素すっ頓とん狂きような声が上がった。

「馬ば鹿かを言うな。王おう都とでは魔物を従したがわせる方法を研究する学院が出来たと言うが、魔物は人間を食らうんだぞ。銃じゆうや剣でもそう死なない化け物を相手に、わざわざ近付く者がいるのかね」

　老人は釣り糸をたぐりながら、見知らぬ海賊の愚おろかさを嘆なげく。

「卵が持つ価か値ちに目が眩くらんでいるんだろうよ。魔物の種類によっては、たとえ卵殻の破は片へんでも一生遊んで暮らせる値あたいがつくものもあるからな」

「なあに、フォード侯がお乗りになるのだ。海賊共はもちろん、万が一魔物が卵から孵かえったときも容易たやすく仕し留とめるだろう」

　海賊という言葉に対し、仲間が小さく舌した打うちをした。

　クレアは何も言わず、ただ少しだけ目を伏せる。深呼吸をし、こつりと靴音を鳴らして桟橋に踏み出した。

　ふわりとドレスが風をはらむ。

　傍を通った少女の姿に気が付いて、釣りをしていた老人たちも顔を上げた。

「お嬢さん、どうかしたかね？」

　クレアはなびく髪を右手で押さえ、老人の方を振り返る。

「船を待っているのなら、今日は王女殿下の船が出るまでほかの船は入って来ないぞ」

「ありがとう。でも、ここで待っていたいの」

　ゆっくりと言い、三日月形をした岬の中央に浮かぶ王女の船を見み遣やった。

「ここが一番ちょうどよくて」

　もうじき時間だ。

　合図の砲ほうが鳴り、大きく帆ほを張った王女の船キング・リゼルグがゆっくりと港から離れ始める。

　追い風を受けて堂どう々どうと前進する出しゆつ航こうのさまは、まさしく王国の船だ。白い国こつ旗きが翻ひるがえり、金糸で刻きざまれた王国の紋もん章しようである竜りゆうの翼つばさを羽ばたかせている。

　それを遮さえぎったのは、岬の先せん端たんから突とつ如じよ現れた一隻の船だった。

「……なんだ？　あの船は」

　船体は瞬く間に波を搔かき分け、港と王女の船のあいだに割り入る。そこから王女の船に向けて、錨いかりが打ち込まれた。

　直後、王女の船が蜘く蛛もの糸に捕とらわれたかのように動きを鈍にぶらせる。

　前進を阻はばまれ、苦しむような素そ振ぶりだった。その様子をぽかんと眺めていた老人たちは、声に不安の色を滲ませる。

「おい……あれはまさか、キング・リゼルグが海賊に襲われているんじゃあないのか？」

「馬鹿な！　沖合ならともかく騎士のいる港だぞ、ここは！」

　クレアはもう一歩前に進む。

　王女の船キング・リゼルグ号に錨を絡からませたのは、仲間たちが乗っているカーヴェル海賊団の小型船だ。

「私は海賊だから」

　なにをしに来たと問われたら、答えるべきはひとつしかない。

「奪いに来たの。ごめんなさい」

　呟つぶやいた声は誰にも聞こえなかっただろう。何な故ぜならばこのときの老人たちもまた、悲鳴にも似た叫さけびを上げていたからだ。

「おい、まずいぞ、このままではキング・リゼルグ号は反はん撃げき出来ない！」

　焦あせる声は驚きよう愕がくの言葉を紡ぐ。

「港が盾たてにされている……！」

　それこそが、クレアの策のうちだった。

　海賊船の背はい後ごには平和な営みを築き上げてきた港町がある。万が一大たい砲ほうを撃ったとしても、的まとを外はずせば町が惨さん事じになることは容易に予よ測そくが出来た。

「海賊は、海賊としての手しゆ段だんを使うわ」

　出航の間ま際ぎわを狙い、港と船の間に割り込むことで港の人々を盾にする。怪我人が出るかもしれない、誰かが心を傷付けるかもしれない、それさえもみんな承しよう知ちの上での作戦だ。

　海賊らしい、実に卑ひ劣れつな行こう為いだろう。

　だが、普段ならばこれで片付くはずの仕事に困こん難なんが生まれた。

　王女の船キング・リゼルグ号が、砲ほう台だいを掲かかげたのだ。

（まさか、撃うつつもりなの？）

　騎士たちの選択は、クレアにとって少々意外なものだった。

　途と端たんに轟ごう音おんが響き渡り、港にほど近い海面で飛沫しぶきが上がる。大きな波が揺らぎ、桟橋にまで跳はね上がった。

「お嬢さん、そっちのあんたらも！　早く逃げなさい、ここにいちゃあ危ない！」

　老人たちは釣り竿ざおを放り出し、慌てて階段を駆かけ上がってゆく。それに反し、部下の海賊たちふたりはクレアの傍に控ひかえた。

「お嬢。騎士共、港の人間に構わず反撃してくる気ですよ」

「あーあ、正義の味方の名が泣くぜ。そんなに騎士の誇ほこりとやらが大事かね」

　そうせざるを得えない状況に追い込んだのはこちらだが、彼らの声は悪びれない。

「──不ふ都つ合ごうはないわ」

　クレアは横髪を耳に掛け、ゆっくりと目を瞑る。そうして次に、珊さん瑚ご色いろのくちびるで小さく『言葉』を呟いた。

「海賊船に砲が当たった！　いいぞ、そのまま……」

　港でちょうどそんな明るい声が上がった瞬間、大きな影が地面を過よぎる。

　街に降る陽光が遮られ、色いろ濃こい翳かげりを落としたのだ。逃げ惑まどっていた人々も、このときばかりは高い空を見上げた。

「あれは……魔物……？」

　上空に舞うのは、一匹の竜だ。

　船のひとつは飲み込むだろう巨大な異い形ぎようが、影を落としながらぐうるりと上空を旋せん回かいする。魔物特有の生なま臭ぐささが周囲に満ち、羽ばたきの轟ごう音おんが鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

　銀の鱗うろこに覆おおわれた大きな頭が、ゆっくりと街を見下ろす。

「ひ──」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが生まれたあと、港には数々の悲鳴が爆はぜた。

「竜だ！　竜が、魔物が出たぞ！」

「魔物だ！　殺される、みんな逃げろ！」

　叫びを筆ひつ頭とうに、港はいっそうの混乱に陥おちいる。気性が荒くなったときの竜は両りよう翼よくがぶつかるのも構わず飛び回り、家々を壊こわした挙あげ句くに人を殺してしまうこともある生き物だ。

　王女の船が標的を変え、すぐさま砲口を竜に向ける。その混乱の中、クレアたちだけは冷れい静せいに海を見詰めていた。

「『翡ひ翠すい』に合図を送って。『風に背そむいて走れ』！」

「よしきた」

　仲間が舶はく刀とうを抜き、その刀とう身しんを僅わずかに傾けた。輝く刃やいばに反はん射しやした陽光が、三日月形にくり抜かれた岬の東へ指令を送る。

「『群ぐん青じよう』はそのまま待たい機き。陽よう動どうに掛からなければ指示を出すわ」

「承知しました」

　仲間の頷く傍かたわらで、岬の陰かげからもう一隻の船が現れた。

　一見小型の商船にも見える船は帆を畳たたみ、櫂かいによって静かに王女の船へと迫せまりゆく。その密ひそやかさときたら、最初に襲い掛かった船や頭上の竜に気を取られていればまず気が付けないものだ。

　クレアが見上げると、銀色の竜は一ひと際きわ低く滑かつ空くうした。

　風がドレスの裾をはためかせる。あともう少しでカーヴェルの海賊船が王女の船に接せつ触しよくする、それを目前にした瞬間。

「……っ？」

　背せ筋すじの凍こおるような気配を感じた。

　それが紛まぎれもない殺さつ気きであることに気付くと同時、クレアは殆ほとんど反射的に身をかわす。

　すると。




「──面めん倒どうな事じ態たいを引き起こしてくれやがったな」




　振り返った桟橋には、ぞくりとするほどに綺麗な黒髪の青年が立っていた。

　クレアに真っ直ぐ剣を向けていることから、殺気の主ぬしは彼だろう。頭の冷静な部分がそう判はん断だんするのだが、理解していてもなおクレアは動けなかった。

　それほどまでに、向けられた青年の双そう眸ぼうが美しかったからだ。

　彼の青く透すき通った瞳はまるで、北の果はてに見たことがある流りゆう氷ひようの海のようだった。冷たくも確かな意志が灯ともっているのに、その輝きは吸い込まれそうなほどに暗い。

　青を見て闇やみを連想するなんて、生まれて初めてのことだ。

　ここからでも長さが見て取れる睫まつ毛げは目元に影を落とし、通った鼻はな筋すじや薄いくちびるも人形のように整っている。そのため、きつく眉根を寄せた不ふ機き嫌げんそうな表か情おさえさまになっていた。剣さえ向けられていなければ、もうしばらく見み惚とれていただろう。

　けれども彼は紛れもなく、クレアに向けて武器を翳かざしている。
















「な、なんですかあなた？　その剣、どうして私に」

　怯えるふりをして尋ねると、「ちっ」と品のない音が落とされた。

　それが外見に似つかわしくない舌打ちであると認にん識しきする前に、形よいくちびるから粗そ暴ぼうな言葉が漏もれる。

「うっせーな、クソが」

「はっ……？」

　その見た目の上品さには、まったくそぐわない言葉だった。

　海賊船では耳慣れた言葉遣いだが、この貴き族ぞくめいて綺麗な青年が使うと妙みように物騒な言葉に聞こえる。そこへすかさず船員たちが、クレアを庇って歩み出た。

「青年よ、お嬢さんになんのご用で？　お嬢さんは竜の出現で怯えていらっしゃる。丁てい寧ねいな言葉で話しかけてもらえねーかなあ？」

「黙れ。俺はこの女に用がある」

「ああ？　テメエ、黙って聞いてりゃうちのお嬢に向かって……」

　青年に摑み掛かろうとする船員を、クレアが宥なだめようとしたその瞬間。

　屈くつ強きような船員ふたりの体が、崩れるようにして桟橋に伏せた。

　何が起きたのか理解が出来ず、クレアはふたつ瞬まばたきをして足元を見下ろす。するとどうだろう、声のひとつも上げなかった彼らは白しろ目めを剝むいて気を失うしなっているではないか。

　呆ぼう然ぜんとするクレアの耳に、男の溜ため息いきが聞こえた。

「──っ！」

　無意識のうちに体が動く。

　自身の手が舶刀の柄を握り、きいんと鉄の爆ぜる音が響く。クレアは舶刀を振り下ろした形のまま、それを剣で受け止めた青年を見み据すえた。

「何をしたの？」

　二本の剣が嚙かみ合って、火花が散る。

「私の家族に、何をしたの……！」

　再び舶刀を翳し、青年の剣を叩たたき折る勢いきおいで振りかぶった。

　──だが。

　クレアの渾こん身しんの一いち撃げきを、男は難なんなく受け止める。それも力で拮きつ抗こうさせるのではなく、受け流すような最低限の動きだけで。

　次の一撃は、男によって真横に払われた大きな一いつ閃せんだった。

　先ほどの繊せん細さいな剣さばきとは一転し、あまりにも大だい胆たんな太た刀ち筋すじだ。懸命に刃で受け止めるも、握り締める指に痺しびれが走る。

（このままじゃ、押し負ける……！）

　血が上のぼった頭でどうにかそれだけ飲み込むと、クレアは急いで身を翻した。桟橋に繫つながれている小舟のひとつに飛び移った瞬間、再び迫り来る殺気に体を捩よじる。

　しかし、訪れたのは予想していた剣けん戟げきではなかった。

　なんと男はその手を伸ばし、やすやすとクレアの手首を摑み上げてしまう。骨の軋きしむような音がして舶刀を取り落とした次の瞬間、首くび筋すじに痛みが走った。

　青年の手が、クレアの首に下がった細い鎖くさりを摑んで引き絞しぼったのだ。

「うあ……っ」

「ちょろちょろ逃げてんじゃねーよ」

　青年の腕に爪つめを立てたが、まったく気に留とめる様子もない。

　ドレスの胸元に隠していた銀貨が引きずり出され、輝かしい陽を浴あびる。

　彼の碧へき眼がんが、銀貨に刻まれたカーヴェルの髑髏どくろを見てゆっくりと細められた。

「お前で間違いねーようだな」

　首飾りを摑んで無理に顔を上げさせられたまま、クレアは青年を睨み付ける。すると、そこで初めて彼の襟えり元もとに輝く徽き章しように気が付いた。

　竜の翼を象かたどった、シェランド王国の紋章だ。剣や襟に宿らせるのは、王に忠ちゆう誠せいを誓った者の証あかしである。

「……あなた、シェランドの騎士ね……？」

　乱れる呼吸の中で問い掛ければ、青い瞳にぞっとするほど冷たい影が滲む。

「お前は俺の質問にだけ答えればいい。余計な言葉を喋しやべるな」

「質問、ですって？」

　眉根を寄せれば、青年の低い声は淡たん々たんとした調子で言葉を紡いだ。

「そこに浮かんでいる船は、お前の海賊船だろう」

　見み透すかすような言葉にも、動どう揺ようしてはいけない。

　クレアは敵てき意いを注ぎながらも両足の幅はばを開け、簡素な小舟の上で体たい勢せいを整えた。青年が再び何か言おうとしたが、構わず波音に集中する。

　次に舟底が揺らいだとき、波に逆らわず重心を引いて膝を折った。

　首裏に鎖の強い力が加わるも、すぐにぷつんと音がして解とき放たれる。船の揺れを利用して手元から逃のがれたクレアに、男が少し目を瞠みはった。

　首に絡まっても危なくないよう、鎖は一定の力で切れる仕組みになっているのだ。

　拘こう束そくさえ外はずれれば、船上に慣れていない騎士など怖くない。船倉に手をついて身を低くし、振ふり子この反動を利用して下から舶刀で斬きり上げた。しかし。

　青年の喉のど仏ぼとけの傍には、短い傷きずが付いたのみだった。




「──へえ」




　それを認識すると同時、冷めたまなざしを向けられてぞっとする。動揺が生んだ僅かなあいだに青年は剣を返し、その柄がクレアのみぞおちに叩き込まれた。動きを理解していても、まったく避よけきれないほどの鮮あざやかさで。

　衝しよう撃げきに思わず息が詰まり、くわんと視界や足元が歪ゆがむ。

　立っていられないほどの眩暈めまいが襲い、クレアは船底に手をついて咳せき込んだ。必死で顔を上げるも、靄もやが掛かったように視界が霞む。

　桟橋にはまだ、倒れたままの仲間がいた。すぐ傍の海面では竜の影が翻る。

　魔物が、島から遠くに去ってゆく。

（護らなきゃ……）

　青年の靴音が間近に響いた。

　波の音が近くに聞こえる。脈みやく絡らくのない感覚に思考が塗ぬり潰つぶされ、クレアは静かに意識を手放した。
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　どうしても護りたいものが、世界にとって排はい除じよすべきものだったとき、ほかの人はどんな道を選ぶのだろうか。




　最初にクレアの視界に映ったのは、重苦しい石の天てん井じようだった。

　湿しめった空気とざらついた感触。すぐさま黴かび臭くささが鼻につき、横たわっていた石床の埃っぽさに身を起こす。ぐらつく視界の中には、頑かたくなな鉄の格こう子しが見えた。

　どうやらここは牢ろう獄ごくらしい。それを認識するやいなや、囲いの外側にくだんの黒騎士が立っているのに気付いて身み構がまえた。

　宝石のような青い瞳は暗い光を帯び、彼の整った顔立ちにいっそう冷たい印象を与える。先ほどと変わらない黒の出いで立たちでクレアを見下ろしてくる彼はやはり美しい容姿だが、今度は黙って見惚れるつもりもない。クレアは眉根を寄せたあと、その騎士を強く睨み付ける。

「──ふたりをどうしたの？」

　すると、騎士は面めん倒どう臭くさがっているのを隠しもしない素振りで声を落とした。

「桟橋にあのまま捨ててきた」

「え？」

「用があるのはお前だけだ。ほかの連中がどこに逃げようとどうでもいい」

「どうでもいい、って……」

　あんまりな言いように呆然とする。

　この男は騎士として海賊を捕らえに来たのではないのだろうか。思考が追いつかずにただただ見上げていると、彼はひとつ舌打ちを散らした。それでクレアも気を取り直し、現在の状況を探るべく口を開く。

「ひとりはさびしいわ。処しよ刑けい台だいにはあなたがエスコートしてくれるのかしら」

　堂々と言い切ってみせながらも、さり気なくドレスの腰元を探った。

　クレアのドレスには縫ぬい目めに切れ込みが作ってあり、ポケットの要よう領りようで武器を隠している。しかしそこにあるはずの銃や舶刀の感触はなく、どうやら奪われてしまったらしい。

「素直に受け入れるつもりもねーくせに、物分かりの良いふりしてんな」

　青年は言い、「連れ出せ」と傍らにいたふたりの騎士に命じた。

　彼らに両手首を縛り上げられたあと、クレアは無理やり外へと引き出される。青年はそのままこちらに背を向けて、牢の出口へと歩き始めた。

　付いて来いということらしく、騎士たちにも促うながされて渋々その後ろへ従う。どうにか逃げる算さん段だんがつけられないかと見渡すが、長い廊下には残念ながら窓のひとつもない。

　仲間たちは無事だろうか。桟橋に倒れたふたりだけでなく、王女の船を襲った面々の安あん否ぴも気に掛かる。

　そもそも、この男が最初からクレアの正体を知っていたのは何故だろう。

　振り向きもしない青年の後ろ姿を見遣れば、彼の立ち振る舞いは位くらいが高い人間のそれを思わせた。剣の腕だけ立つ傭よう兵へいではない、正しよう真しん正しよう銘めいの騎士なのだ。紛れもない敵が、どうしてクレアの仲間を置いてきたのだろうか。

「隙すきを窺おうとしても無む駄だだからな」

　振り返りもせず言われた言葉に、こちらも素直にむっとする。

「じろじろ見てしまってごめんなさい。騎士の方なら貴族さまでしょうに、何処から私たちのように口さがないお言葉が出てくるのかしらと興味があってつい」

「生あい憎にく半分は庶しよ民みんの血だ。言っとくが間違っても馴れ馴れしくするなよ」

「ご、あ、ん、し、ん、を」

　好んで近寄るつもりもなく、敵意を込めて言い放った。

　やがて大きな扉の前に立たされる。

　純白に竜の翼を象った金きん縁ぶちの装飾が施ほどこされている、両開きの扉だ。後ろを歩いていた騎士が扉の両脇に立ったことから、この先が処刑台でもおかしくはない。身構えていると、青年は躊ちゆう躇ちよなくその扉を蹴けり飛ばした。

　足で扉を蹴り開けたのだ。

　本当に、見た目にそぐわない真ま似ねを突然するのはやめてもらいたい。思わずぎょっとしてしまうのだが、扉の向こうからも窘たしなめる言葉が聞こえてきた。

「こらあ、めっ。お行ぎよう儀ぎが悪いですよ、アドルフ」

　落とされたのは鈴のような声である。

「アドルフって……」

　どうにも聞き覚えのある名前だ。剣の腕前からまさかとは思っていたが、予感はこのとき確信に変わった。

「あなたがあの、アドルフ・フォード？」

　それは英雄騎士の名だ。

　齢二十一の英雄。五年間続いた戦争に終しゆう止し符ふを打った騎士。途方もなく秀ひいでた剣の腕を持ち、王女の腹ふく心しんであり、シェランド王国の騎士が掲げる「正義」の象徴。

　戦場で味方を死なせることなく護りきった、救いそのものを体現する存在だ。

　しかし、アドルフは興味がなさそうにこちらを一いち瞥べつした。

　ぞくりとするほど深い青色の瞳だ。彼はすぐに視線を戻すと、扉の向こうへ歩き始めた。

「駄だ目めでしょう？　そのような扉の開け方をしては。エルヴィス兄さまに怒られますわ」

「お前があいつに報告しなければそれで済むだろ」

　ここまで来ればもうひとりの声の主も明白で、クレアは正面の人物を見据える。

　足を踏み入れた大だい理り石せきの広間で、少女は堂々と椅い子すに腰を下ろしていた。

　十歳ほどであろうあどけない面おも差ざしに、金色の髪。真っ白なドレスにひけをとらない白い肌。笑みを浮かべる少女の隣となりに、同じく人形めいた作りの黒い騎士が並んだ。

　下調べをしておいた情報が脳のう裏りを過ぎる。この島を治めるのは王位継けい承しよう権けん四位のエルヴィス王子と、幼い妹王女であると。その名も──。

「イヴァンジェリカ王女……」

「ようこそ私と兄さまの城へ。不在の兄さまの分も歓かん迎げいいたしますわ、海賊姫さん」

　口こう上じようを述のべた幼い少女は、にっこりと笑んだ。

「イヴァンジェリカは長いでしょう？　みなさま呼びにくそうにされるものですから、私は傷付いているのです。どうかイヴと呼んでいただきたいわ。ね、アドルフ？」

「知るか。どうでもいい」

　主しゆ君くんである王女に随分な受け答えだ。けれどもイヴは不ふ遜そんを咎とがめる様子もなく、ただ愛らしい頰を膨らませる程度だった。

「もう、アドルフ。主あるじをもっと慮おもんぱからないと、近衛隊長より上に出世出来ませんよ」

「興味ねーの知ってんだろうが。それよりさっさと終わらせろ」

　青の瞳に再び射い抜ぬかれ、立ち尽くしていたクレアは居住まいを直した。王族を前にしてこちらも大たい概がいの無ぶ礼れいだが、戒いましめられた両手首を胸の前に掲げて問い掛ける。

「用件をお聞かせ下さい。無駄話をするだけのおつもりなら、縄を解いて」

　イヴはやんわり微笑むと、日向ひなたのような表情とはまったく異なる静かな言葉を紡いだ。

「あなたの小さな海賊船は、カーヴェル海賊団の本船ではありませんわね？」

　やはり、狙いは海賊の情報らしい。

「本当の規き模ぼはどれくらい？　一番脅きよう威いであろう船の火力は？　次はどの海を襲い、これからどちらで合流する予定ですの？　情報と引ひき換かえに、あなたを逃がしましょう」

「お断りします」

　即そく座ざに提案を返上すると、王女はちょこんと小首をかしげた。

「あらまあ、なあぜ？　お喋りするだけであなたを助けると申していますのに」

「喋るだけ？　違うわ。それは仲間の命を差し出せということよ」

「困りましたわね。お話ししていただきませんと、わたくしはあなたにひどいことをせねばなりません。見せしめに、なるべく苦しい方法で」

　ランプの火が揺らぎ、イヴはいっそう鮮やかな微笑みを作る。細い指を折りながら、優ゆう雅がな声で言い放った。

「爪剝はぎ、ギロチン、処刑台」

「お好きにどうぞ。王女殿下」

　王女の声音とは相あい反はんし、クレアの内側には明めい確かくな憤いきどおりが燃えていた。「馬鹿にしないで」と声を荒あららげたくなるのを堪こらえ、極きよく力りよく冷静に告つげる。

　幼いころ、海賊の父に拾われて以来、仲間たちはずっとクレアの傍にいてくれた。

　嬉うれしいことがあれば報告する。かなしいことがあれば泣きついて話す。クレアの話すさまざまなことに心から笑ったり泣いたりしてくれる、そんな家族なのだ。

「あなたたちはどうせ、海賊ならすぐに仲間を売ると思っているんでしょう」

　気付かれないように深呼吸をした。

「けれど海賊には掟おきてがあるの。信頼する仲間を裏切って掟を破やぶるくらいなら、違う道を選ぶわ」

　言いながらおもむろに跪ひざまずくと、アドルフが心底不ふ快かいそうに眉根を寄せた。本来であれば騎士が主君に示すその礼は、「いつでも首を落としてくれ」という覚悟の証あかしだ。

　恐きよう怖ふ心しんが脈みやくを打っていることなど認めない。

　たとえ無惨に殺されようとも、仲間を差し出したりするものか。クレアはゆっくりと顔を上げ、イヴを睨んだ。

「このままで、あなたたちの欲しい秘密と一緒に死んであげる」

　言い切った瞬間、イヴの瞳がまるで明るい星のように輝いた。

　思わぬ反応を怪け訝げんに感じる。だが、王女よりも先に静寂を断ち切ったのは騎士の方だ。

「……もういいだろイヴ」

　自分の主君を堂々と呼び捨てたアドルフは、軍ぐん靴かを鳴らして近付いてきた。

「信じるだのなんだの、いい加か減げん反へ吐どが出る」

　クレアの前で立ち止まり、騎士の証が刻まれた剣を鞘さやから抜く。振り下ろされた剣先は、クレアの額ひたいから一センチほどの場所にびたりと突き付けられた。

「望むなら、俺が殺してやるよ」

「……っ！」

　凄すさまじいまでの怒ど気きに、肌がぴりぴりと痺れるようだ。

　本能的に身が竦みそうになるが、クレアは両手を爪が食い込むほど握り締めることでそれに抗あらがう。

「信じることを否定するなんて、騎士の正義はたかが知れてるのね」

　挑ちよう発はつの声を上げると、アドルフは海のように青い双眸を細めた。

「生あい憎にくだな。俺は正義なんて薄うす汚ぎたい言葉を掲げて自分を正当化した覚えはない」

「あら、それじゃあ騎士の名は形だけなの？　あなたと同じ場所で剣を持つ仲間も可か哀わい想そう」

「仲間なんか生まれてこの方作ったこともねーな」

　静寂に包つつまれた広間へ膝をついたまま、クレアはぐっと眉をひそめた。

「あなたのことが気に入らない」

「そんなに褒ほめんな。いますぐこの剣を振り下ろしてやりたくなる」

　涼すずしげな顔立ちとは相反する棘とげのある声が、ゆっくりと提案を繰くり返した。

「とっとと吐けよ」

「──絶対に御ご免めんだわ」

　家族を護るためなら、なにを投げ打っても構わない。意志を込め、強く睨む。

「もういいでしょう、アドルフ」

　諦あきらめたようなその声は、しいんとした大理石の広間に響き渡った。

　冷めた言葉選びに反し、イヴの表情は何処か活いき活いきとしている。端たん的てきに言えば楽しそうなのだ。それどころか、彼女は一いつ拍ぱくの呼吸を置いたあとにこう告げた。

「第一試験は合格です」

「……え？」

　ぽかんとする。

　クレアが文字通り開口するのを前に、イヴは両手の指を組んで極ごく上じようの笑みを浮かべた。

「単純にお仕事の手しゆ腕わんを見せていただくつもりでしたが、口の堅かたさまで証明されては敵かないませんね。カーヴェルのあなたに対する信頼まで垣かい間ま見えたようで、嬉しくなりました」

「手腕、って」

「私共へのお披ひ露ろ目めはこれで結けつ構こうです。あなたが船長候補のひとりだというのなら、我が王家は喜んで試験の準備をさせていただきますわ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　どうしてここで「試験」という言葉が出てくるのだ。慌てたが、イヴはクレアの動揺に構う様子もない。

「養父の買かい被かぶりなどではないようで安心いたしましたわ。……ね、カーヴェル」

　王女のくちびるが呼んだ名前に、一瞬思考が止まった。

　次いで弾はじかれたように振り返ると、王女が声を掛けた柱の陰からひとりの人物が現れる。

　しっかりとした筋肉のついた長身と、伊だ達てに生やした顎あごの髭ひげ。

　だぶついた服から覗く日焼けをした肌にはところどころにもう治らない傷きず痕あとがあって、そのうちのひとつは幼いころのクレアを護るためについたものである。

「お父さん!?」

　そこに現われたのは、カーヴェル海賊団船長、レオン・カーヴェルの姿だった。

「よーお、元気だったか我が娘よ！　会いたかったぞ、一日ぶりだな？」

　場に不ふ釣つり合あいなほど明るいその声は、決して聞き間違えようもない。遠き日の浜辺でクレアを拾い、海賊としての教えや戦いの術すべをくれ、大事に育ててくれた父のものだ。

　呆然とするクレアを前に、父はにやりと笑ってアドルフを見遣る。

「どうだアドルフ。前から言ってた通り、俺の娘は別べつ嬪ぴんさんだろお？」

「くだらねー。どんな顔をしてようと首を落としたら一緒だろ」

「はっはっはっは！　っておいこらぶっ殺すぞ」

　どうにもこれは、父まで捕らえられているというわけではなさそうだ。何故ならどこも戒められていない。

「お父さん、どうしてここに！　みんなは？」

「おいおいお父さん言っただろ？　今回はお前の『試験』を行うってよ」

　顎の髭を指で弄いじりながら、父は楽しそうに目を細めた。

「仲間の情報を売るやつは掟破り、掟破りは海賊のクズだ。昔から教えてきたことだな」

　その通り、海賊の掟はほかならぬ目前の父によって叩き込まれたことだ。それを破れば育ての親だろうと容赦がないことは、クレアが一番知っている。

　けれど、だからといって。

「それでは、改めてご説明いたしましょうか」

　王女イヴは優雅に微笑むと、右手でアドルフの剣の柄を示した。

　金の柄に刻まれているのは、竜の翼をモチーフにしたシェランド王国の紋章だ。

　続いて左手が父の舶刀の鞘を示す。そこには竜の翼と髑髏どくろを組み合わせたカーヴェル海賊団ジョリー・ロジャーの刻印が彫ほられていた。考えてみれば、どちらも同じ竜の翼だ。

「カーヴェル海賊団は、我が王家の密やかな盟めい友ゆうなのです」

　すぐには信じ難い説明に、クレアは再びぽかんと開口した。

　海賊は国に悪あく事じを働き、騎士は正義の名の下もとにそれを討うつ。双そう方ほうはこのように敵対するもののはずなのだが、クレアの目の前では騎士隊長と海賊団の船長が、王女を護るようにして左右へ控えている。
















「聞いての通りだクレア。カーヴェル海賊団は初代船長の時代から王族の影の騎士として動いてきた、そりゃもうすごーい海賊さまなのさ。な、同じ右腕のアドルフくん」

「うるせー黙れ。同類扱あつかいはやめろっていつも言ってんだろうが」

　父がアドルフの肩を叩こうとするが、彼は迷わずその手を払はらい除のけた。まるで不機嫌な猫ねこのようだと、混乱する頭の中であまり関係のないことを考えてしまう。

「海賊の手法は、時として私たちには想像も及およびません」

　頭上で行われている小こ競ぜり合いのことなど気にも留めない笑みで、王女は続けた。

「ですから私たちシェランド王家は、カーヴェル海賊団に目め溢こぼしをする代わり、極ごく秘ひの騎士として召めし抱えているのです。あなたの試験に関しても是非協力させていただきますわ」

　クレアはこくりと喉を鳴らした。

　つまるところ、本当の「試験」はノストリー島で王家の船を襲って利り益えきを上げることではなく、これから命じられることだったのだ。

「試験はまだ続くのね？」

「そうだ。シェランド王家との仕事によってその器うつわを測り、本当に船長にふさわしいかどうかを見極める。それがカーヴェル海賊団における、船長になるための条件だ」

　ならばクレアが取るべき行動はひとつだ。王女に対し、挑いどむような勢いで言い募る。

「前置きはもういりません。本題をお聞かせください、王女殿下」

　すると、王女はゆっくりといたいけなくちびるを開いた。

「あなたには、とある虐ぎやく殺さつ事件について探っていただきます」

「虐殺事件？」

「先日、我が国の船クイン・ローゼ号が海上で襲われました。積つみ荷にはすべて略りやく奪だつされ、乗っていた船員三百名が命を奪われた、とても痛いたましい事件です」

　三百という数字に、クレアは思わず顔をしかめる。他人の犯罪を非ひ難なんできる立場ではないが、不必要な殺しの話は聞いていて気持ちが良いものではない。

「狙いは恐らく、船に七つほど積んでいた魔物の卵でしょう」

　魔物の卵及びその卵殻というものは、莫ばく大だいな価値を持つ代しろ物ものである。

　フェニックスの卵殻は燃え尽きることのない火ひ種だねに。ニクスの卵殻は飲み水に落とせば腐ふ食しよくを極きよく端たんに遅らせ、キマイラの卵殻で作った刃は百年こぼれない剣に。硬こう貨かほどの大きさしかない欠片かけらであろうと、大人ひとりが一年働いた値段に匹ひつ敵てきする。だから一部の人間は、孵ふ化かした魔物に襲われるリスクを負おってでも、大きな塊かたまりである生きた卵を狙うのだ。

「ちょうどいま、この島の統とう治ち者しやであるエルヴィス兄さまが不在なんですの。兄さまが戻ってこられる一ヵ月後の今日までに、犯人についての有ゆう益えきな情報をもたらすこと。これを試験とさせていただきますわ」

「……そんな大きな事件、一海賊に任まかせていいんですか」

「もちろん私も全力で調べています。だって、お忙しい兄さまのお手を煩わずらわせるなんて死にたくなりますもの。ですからこの試験を利用させていただきますの」

　つまるところ、使えるものはなんでも使うということなのだろう。

「試験に当たっての約束ごとがいくつかあります」

　言いながら、イヴは一本の指を立てた。

「まずひとつめ。あなたにはこの城に滞たい在ざいしていただきますが、海賊という正体はここにいる面々以外に悟さとられてはなりません」

　次に、二本目の指が立てられる。

「ふたつ、カーヴェル海賊団の力は借りないこと。放り出された環境にあるものを使って生きられない海賊は、死ぬしかありませんものね」

「ま、俺たちは俺たちで動くけどな。競争だぞクレア」

「ふふっ。頼りにしてますわね、カーヴェル」

　そういえば父は昔から、船員たちに詳細を説明しないで「仕事」のためにいなくなることがあった。それらはもしかすると、シェランド王国からの命令に起き因いんするものだったのだろうか。俯うつむいて考え込むクレアに対し、三つ目の条件が挙あげられた。

「最後に、あなた自身とお仲間の命を懸かけていただくこと」

「なんですって？」

　仲間という言葉に驚き、弾かれたように顔を上げる。

「試験に失敗した場合、港にいらしたお仲間三十四人とご一緒に死んで下さいませ」

「みんなをどうしたの！」

　反射的に詰め寄ろうとしたものの、縛られた手首の所せ為いで重心が崩れて床に倒れた。

「おいおい、王女の御ご前ぜんでそう騒ぐな娘よ」

「お父さん！　仲間を売るのは掟に反するって、お父さんがそう言ったはずじゃない！」

「売ってねーよ。さっき『試験』の内容を話したら、あいつら喜んで人ひと質じちになったぜ」

　クレアの目の前にしゃがみ込んだ父が、諭さとすように笑う。

「お前を信じてるとよ」

「……！」

　彼らがそう言ってくれる姿が目に浮かぶようで、思わず胸が詰まった。

「根性見せろよクレア。この試験を受けるのは、お前自身が決めたことだ」

　低い声で言い切った父の目に、暗い光が宿る。まるで知らない人のようにも見えるこの表情は、父が戦いの際に浮かべるものだ。

「あなたの見み張はりには、私の腹心であるこの第七近衛隊隊長アドルフ・フォードをつけますわ。第七隊は少数精せい鋭えいの優ゆう秀しゆうな隊ですから、隊長がしばらくいなくとも問題ないですし」

　くちびるを綻ほころばせる主君とは反対に、アドルフはいまだ冷たいまなざしを向けてくる。

「──どうする海賊女。お前は本当に、仲間や信頼だとかいうくだらないことのために命を懸けるつもりか？」

「……っ！」

　クレアはアドルフを睨み付けた。

　この騎士とは本当に相あい容いれないことをしみじみと痛つう感かんしながら、縄で縛られた両手首を王女に向けて掲げる。それを受け、イヴが満足そうに言った。

「条件を吞んで下さるのですね、海賊姫さん」

「試験のあいだ、ひとりも病人や死人を出さないと約束して」

「もちろん。もしも信用出来なければ、こちらが約束を破ったときの保ほ障しようも何か決めておきましょうか」

「いらないわ。保障を与えられる必要なんかない、私たちは奪うのが仕事だもの」

　真っ直ぐに見据え、言い放つ。

「あなたが約束を違たがえたときは、そのままこの島を焼き尽くすだけよ」

　王女がうっとりと目を細めた。忌いま々いましそうに舌打ちをしたアドルフの靴音が響き、突き付けられた剣先がクレアの手首に触れる。

　実に鮮やかな剣さばきだ。

　縄は簡単に切り裂さかれ、圧あつ迫ぱくされていた指先に血が巡めぐる。クレアはすぐに立ち上がり、背の高い青年を睨むようにして見上げた。

「しばらくのあいだよろしくね、英雄騎士さん」

「必要ねーだろ。どうせすぐにしくじって俺が殺すことになる」

「そう？　あなたへの抵てい抗こうがカーヴェルの不ふ利りにならないよう、十分気を付けることにするわ」

　整ったアドルフのかんばせは不機嫌そうで、クレアに対する明確な敵意がありありと見える。

　これから一ヶ月という期限の中で、彼と共に命を懸けた試験に臨のぞむのだ。幼いころにいだいた誓いを胸きよう中ちゆうで嚙み締め、クレアは前を向いた。
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　カーヴェル本船に用意されたクレアの部屋は、船長である父の船室と隣となり合わせの場所に作られている。

　窓が大きく作られた船室には、いつも陽光が柔やわらかく降り注そそいだ。この日も暖かさに包つつまれるようにして目を覚ましたクレアは、ゆっくりと身を起こして瞼まぶたを擦こする。

　船はいまどの辺りだろう。うとうととした夢見心地ごこちのまま、右側にある壁の方へと手を伸ばす。何度か空から振ぶりをしながらも、掛けておいたドレスにようやく指先が触ふれた。

　昨晩は変わったことがなかったか、交代で見み張はっている船員に確かめなければならない。そういえば、今日の当番は誰だっただろうか。寝ね惚ぼけ眼まなこでドレスに着替え終え、寝しん台だいから降りようとしたところで、扉からノックの音が響ひびいた。

「おはようございます、クレア様」

「っ、きゃあ!?」

　突然扉が開いたことに肩が跳はね、飛び付くようにして枕の下に手を入れる。けれどいつもあるはずの銃じゆうがない、どうして。

　そこまで巡めぐらせたあとで、やっと自分の現状を思い出した。

「クレア様!?　どうかなさいましたか!?」

　慌あわただしい音を立て、三人の娘たちが入ってくる。武器を持った海かい賊ぞくでもなければ騎き士しでもない、この城の侍じ女じよだ。「敵てき襲しゆうかと思って」などと言えるはずもないクレアは、ここにはない銃を探そうとした手をきちんと膝ひざの上に重ねて引ひき攣つり笑いをする。

「ご、ごめんなさい、お城の朝に慣れなくてつい」

「クレア様は日頃お父君の商船で、いつ海賊に襲おそわれるとも知れない恐きよう怖ふと戦っていらっしゃるのですから。お久し振りに陸に戻られたとあっては、仕方のないことです」

「ありがとうございます。本当、海では海賊が怖くて、あはは……」

　まさか本当は商船長の娘などではなく、むしろ襲い掛かる側なのだと知られればどうなることか。曖あい昧まいに礼を述のべたクレアの耳へ、不ふ機き嫌げんそうな低音が聞こえた。

「騒そう音おん生み出すしか能がねーのか、お前は」

　すぐさまむっとしてしまうのは、もはや条件反はん射しやの領りよう域いきだろう。

　女性の部屋に対してとは思えない不ぶ躾しつけさの靴くつ音おとが入ってくる。露ろ骨こつに嫌いやな顔をしてしまうクレアに反し、侍女たちの頰ほおには鮮あざやかな朱しゆが咲いた。クレアは正座のまま、現れた人物に向けて渋じゆう面めんを作る。

「……おはようゴザイマス、お父さまの大得意先でいらっしゃるアドルフ・フォード侯こう」

　皮ひ肉にくのように設定を口にすると、扉の前に立ったアドルフは冷たい色の目を細めた。

　その青い瞳ひとみときたら、相変わらず悔くやしいほどに美しい色しき彩さいだ。整った顔立ちとはっきりとした黒髪も相あい俟まって、本当に見た目だけは抜ばつ群ぐんに良い男である。しかしこちらを見み遣やったアドルフは、本日も外見にそぐわない毒どくを吐はいた。

「いつまで寝てんだクソ女」

「悪かったわね」

　それは、ここ最近飽あき飽あきしてきたやり取りだ。

　クレアが城で暮らし始めて一週間となるが、今日まではクイン・ローゼ号襲しゆう撃げきの情報探しというよりも、ここで生活をするための準備と噓うその支し度たくに時間を取られている。

　試験に挑いどむ一ヶ月間は、城の一室に住まう契約だ。その表向きの理由として、クレアは商人の娘を演じることとなった。

　思いもよらないことだったが、クレアの父レオン・カーヴェルはなんと、シェランド王から授さずかったレオン・カーターという偽ぎ名めいと共に男だん爵しやくの地位を持っているらしい。おかげでクレアは正しよう真しん正しよう銘めい、男爵家の娘としてこの城に留とどまれるのだ。

　とはいえ仲間の命が懸かかっているのだから、気ままな城暮らしというわけにはいかない。

「居い心地ごこちが悪いと眠りが浅くて。それに、心配ごとがあると駄だ目めなの」

　アドルフは豪ごう奢しやな椅い子すに腰を下ろすと、脚あしを組みつつどうでもよさそうに吐き捨てた。

「どう見ても柄がらじゃねーくせに。心配しなくともちゃんと飯めしは出てんだろうが」

「そういう心配はしてないわよ！」

　思わず吠ほえると、侍女たちは全員驚いた目でクレアを見る。アドルフが侯こう爵しやく家けの人間であり、男爵令れい嬢じようのクレアがこうした口を利きいていい身分差ではないためだろう。

　もちろんそれは、クレアにとって気に留とめるべきことではない。「陸おかの上の正しい住人」が重んじる身分や規き律りつなど、「海の愚おろか者もの」にとっては意味を成なさないものである。

　第一に、当のアドルフでさえ関心はなさそうだ。

　小さな円えん卓たくに頰ほお杖づえをついたアドルフは朝に弱いのだろうか、少し眠そうに目を伏ふせている。その気だるい様子が妙みような色いろ気けを醸かもし出しており、つくづく口と性格の悪さが惜おしまれる外見なのだった。黒の睫まつ毛げと青い瞳に朝日の輝きが燻くすぶり、彼がふたつほど緩かん慢まんな瞬まばたきをするだけで侍女たちの視線が釘くぎ付づけになる。

　城に滞たい在ざいし始めた初日には分かっていたことだが、アドルフはかなり女性人気があるらしい。こうして部屋に訪れる侍女も、城内の案内をしてもらっているときに擦すれ違った執しつ務む官かんの女性たちも、一いち様ようにうっとりとアドルフの姿を見詰めていた。

　けれど、それも納なつ得とく出来なくはない。剣を向けられたり仲間の命を盾たてにされたりしていなければ、クレアだって素直に彼の造りを賞しよう賛さんしていただろう。

「さっさと動けよ。ぼけっとしてんなグズ」

　クレアへの暴ぼう言げんに侍女の肩が跳ねたが、不機嫌そうな声音などちっとも怖くない。顔を上げ、アドルフの目を真まっ向こうから見返す。

「準備は終わってるわ。でも、朝ご飯を食べてから」

　侍女のひとりがおずおずと歩み出て、湯気の上がる皿を並べてくれた。

「ありがとうございます。今日もとっても美お味いしそう」

　食べ物を粗そ末まつにするなという海賊の教えに従したがって頭を下げると、侍女たちは戸と惑まどったような顔をする。貴き族ぞくはこうして頭を下げたりしないものだと教わってはいたが、焼いた卵とこんがりとしたベーコンに胡桃くるみの混ざったスコーンがふたつ、実に良い匂においをさせているのだから仕方がない。クレアは背せ筋すじを正してアドルフの向かいに座り、食卓と真しん剣けんに向き合った。

「起きたばかりでよく入るな」

「お腹なかが空すいてても空いていなくても、ご飯は三食きちんと食べるの」

「くだらねー美容とやらのためにか。ご苦労なこった」

　アドルフが白けた目でこちらを見る。クレアは「違うわ」と否定してフォークを手の中で回し、繊せん細さいな細さい工くの施ほどこされた先せん端たんをぴしりとアドルフに突き付けた。

「食べられるときに食べる。次の食事の保証なんて、絶対はないのよ」

　きっぱりと言い切ってベーコンを刺した。

　数年前、父の船とはぐれて飲まず食わずで海を漂ただよう羽は目めになったとき、眠たいからと直前の朝食を抜いてしまった自分の選せん択たくを本当に悔くやんだのである。そこから運良く見付けた商船を襲い、お気に入りのダガーナイフをなくした代わりにありついた水とパンの味は生しよう涯がい忘れられない。

　大真面目に言い切って顎あごを動かすクレアに対し、アドルフはしばらくのあいだなにか言いたげなまなざしを注いでいたが、やがて溜ため息いきをついて「好きにしろ」と吐き捨てた。侍女から注がれる視線を一いち瞥べつし、煩わずらわしそうに告つげる。

「ここはもういい。お前たちは次の仕事に移れ」

　雑ざつな言いようにクレアの方がむっとするが、侍女たちはなんだか色めき立った様子でひとつところに集まると、アドルフに深々と頭を下げた。クレアにも簡単な一礼をし、揃そろって出て行く。何な故ぜか歓かん声せいと共に足音が遠ざかってゆくのを聞きつつ、温かいスコーンをかじりながら不満を零こぼした。

「彼女たちはここで仕事をしていたのよ。あんな言い方ないんじゃないかしら」

「なにが仕事だ、手を止めたままじろじろ人の顔を見てきやがって。割のいい労働だな」

「そりゃあ役目を果はたさないのは良くないけど、言い方ってものがあるでしょう。海賊船の船長だって、一味に不ふ信しん感かんをいだかれたら銃を持たされて孤こ島とうに置き去りだわ」

「銃？」

「自じ害がい用」

　アドルフはどうでもよさそうにふんと鼻を鳴らす。

「他人の自害を心配する前に自分の首のことを考えろよ、海賊女」

　なんだか棘とげのある呼び方をされ、クレアはくちびるを曲まげた。

「海賊であることを秘ひ密みつにしろって言ったのは、あなたの王女さまなのだけど」

「この部屋の周囲十メートル以内にほかの人間はいねーだろ」

「そんなことは気配で明白だけど、私にはクレアっていう名前があるの」

「覚える価か値ちはねーし、呼ぶ必要もねえな」

　アドルフは冷めたまなざしで言い、脚を組み替える。

「そんなことよりお前、ひとりでも船を動かせるんだろうな」

「当然でしょう。海賊だもの、少ない人数で小舟を操あやつるなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだわ」

　アドルフが指している船とは、カーヴェル海賊団とシェランド王家が共同で行う「船長試験」によって与えられたものだ。

「試験」を受ける船長候こう補ほはひとつだけ所しよ望もうしたものを借り受けられる。それが、シェランド王家からの助じよ力りよくのひとつらしい。

　一ヶ月以内にクイン・ローゼ襲撃の有力情報を探し出す手しゆ段だんとして、クレアは一いつ隻せきの船を望んだ。小振りで一日ほどの船旅にしか使えないが、ひとりでも操ることの出来る船だ。

「今日みたいな満月の昇のぼる晩、ある島で海賊たちの闇やみ市いちが開かれるの。ちょうどここから半日ほどの場所にあって、そこではみんなが盗とう品ひんを売り買いしてるのよ」

　アドルフが、クレアの真しん意いを探るように目を細める。

「お前、俺に海賊たちの巣そう窟くつへついて来いって言っているのか？」

「安心して。あなたを殺したらみんなが殺されることくらい理解しているから」

「どうだかな。お前がひとりで逃げ出すつもりなら、俺を殺してもおかしくない」

「あなた、やっぱり私が仲間を裏切ると思っているの？」

　いい加か減げんに辟へき易えきするやり取りだが、アドルフも考えを曲げるつもりはないようだ。

「──他人の命を懸けられるのは、それを捨ててもいいと思ってるやつだけだ」

　ぞくりと背筋を這はうほどに低い声が、鋭するどいまなざしと共に注がれる。

「仲間とやらを大事に思う人間が、そいつらを利用して船長になるのか？　お前みたいな考えなしの綺き麗れいごとを口にする人間には、虫むし唾ずが走るんだよ」

　アドルフの言葉は率そつ直ちよくで、仲間を危険に晒さらしている自分の現状をまざまざと再さい認にん識しきさせられる。それでもクレアには譲ゆずれないものがあり、引き返すわけにはいかなかった。

「言い訳は、しないわ。みんなを犠ぎ牲せいにしているのは事実だもの」

　クレアが次期船長になる試験を受けたのは、かつていだいた志こころざしのためだ。

　だからといって仲間を見殺しにするつもりは絶対にない。信じてと口にする代わりに、アドルフを真まっ直すぐに見詰めた。

　どのくらい視線を重ねただろうか。

　やがてアドルフは、静かな声で呟つぶやく。

「……もういい、さっさとその飯を片付けろ」

「信じてくれるの？」

「んなわけねーだろ」

　不機嫌そうな双そう眸ぼうは、相変わらず透すき通った色をしている。

「不本意だがイヴの命令には従う。たとえそれが、信頼なんて汚きたないものを平気で掲かかげる海賊の見張りだろうとな」

　変わりようもない意見を返され、クレアははあっと嘆たん息そくする。

　彼とは今後絶対に、相あい容いれないのだろう。ひとりで頷うなずき、目玉焼きの黄き身みを頰ほお張ばった。
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　食事を終えてからは、返してもらった銃と舶はく刀とうをドレスの中に隠かくし込んだあと、急せかしたくせに腰の重いアドルフと共に港へと出た。

　城から港までは石いし畳だたみの坂道を馬車で下る。三十分ほどで辿たどり着いた港に用意されていたのは、小振りなキャラベル船だ。

　甲かん板ぱんに簡易的な日よけがあるほかは、階かい建だてなどもない。一本のマストに張られた白い帆ほは古めかしいものの、櫂かいと共に非常に頼もしい存在だ。海図によれば目的の島はここから半日ほどの距きよ離りにあるが、多めに二日分の水と食料を船に積む。

　風は追い風で雲のある晴天、この上なく船出に向いた条件である。それでも残る懸け念ねんに、荷運びを終えたクレアは息を吸すい込んで言った。

「……あなたね！　働かないのはともかく、その徽き章しようはなんとかしてよ！」

　そう叫さけび、見張りの名にふさわしい仕事ぶりで樽たるに腰を下ろしたアドルフを振り返った。

　制服の上着を脱ぎ、紺こん色いろのシャツに黒いベスト姿のアドルフだが、彼が騎士であることを証明するものがまだそのシャツの襟えりに光っているのだ。竜りゆうの卵らん殻かくから作られたその徽章は、戦争の功こう績せきを示す英えい雄ゆうの証あかしである。

　これから向かう海賊の巣窟には、騎士に恨うらみを持つ者も大おお勢ぜいいる。だというのに、アドルフの答えは淡たん白ぱくだった。

「知るか、面めん倒どう臭くせェ」

「面倒臭いって馬ば鹿かじゃないの！　もっと面倒なことになるのは分かってるくせに！」

「うっせーな。そんなに言うならお前が外はずせ」

　唐とう突とつな提案にぽかんとするも、どうやら彼は本気のようだ。

「その徽章は騎士の誇ほこりでしょ。大だい体たい首なんて急きゆう所しよ、他人に触さわられても平気なの？」

「騎士であることを誇りになんか思わねーよ」

　落とされたのは、冷たい声音だった。

「どうして」と問い掛ける余地もないほどの拒きよ絶ぜつがありありと滲にじみ出ている。騎士を名乗り、英雄と呼ばれながら、彼は何故それほどまでに冷たく紡つむぐのだろう。

「第一、例え首に手を掛けられた状態だろうと、お前にどうこうされる気はしねーな」

　平へい然ぜんと言われむっとした。

　一度勝ったくらいで随ずい分ぶんと余よ裕ゆうを見せてくれるものだ。ドレスの仕込みナイフを密ひそかに握にぎり、クレアは一歩踏ふみ出した。

「……いいわ」

　言葉を掛けて屈かがみ込む。

「外してあげるからじっとしていて」

　そう言って首元へ手を伸ばし、襟を摑つかんで強く引き寄せた。

　ナイフを手の中で滑すべらせ、刃は先さきをアドルフの首くび筋すじに向ける。ぐっと徽章の裏に差し込みつつ、形よい喉のど仏ぼとけに突き付けた。

　このままナイフを滑らせれば。

　そんな血ち飛沫しぶきの光景を想像すると同時、手を止める。鞘さやから半分ほど抜かれたアドルフの剣が、クレアの太ふと腿ももに沿うようにして当てられていたからだ。至し近きん距離で凶きよう器きを向け合ったものだから、行き来する水すい夫ふの誰ひとりとして異い様ような光景に気付いていない。

　顔色ひとつ変えないままで、お互いを見み据すえる。

　本当に悔しいほど腕の立つ騎士だ。抜かれた剣は的てき確かくに急所をついており、そこが斬きられれば二度と脚を動かせなくなるような場所に触れていた。

「よりによってあなたみたいな人が敵だなんて、本当に厄やつ介かいだわ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようナイフを引き、クレアは今度こそ素す手でで彼の首筋へと手を伸ばす。するとアドルフはどうでもよさそうに剣を収め、何ど処こか無む防ぼう備びですらある簡単さで目を伏せた。

「よりによってお前みたいなやつのお守もりなんざ、本当に面倒臭くせェよ」

「光栄なお言葉をどうも、とっても嬉うれしい」

　長い睫毛が頰に影を落としているのを見下ろしつつ、望み通りクレアの手で徽章を外してやる。襟の裏側にある留とめ金がねを外したとき、アドルフがふと顔を上げた。

「──仲なか睦むつまじいのは結けつ構こうだが、白昼から周囲への刺し激げきが強すぎるのではないかね？」

　聞いたことのない声が響き、クレアも振り返る。

「老人が邪じや魔まをするよ、アドルフ君。そして初めまして、美しいお嬢さん」

　そこには、髭ひげを綺麗に整えて紳しん士し然ぜんとした物もの腰ごしの騎士が立っていた。
















　年のころは五十の半なかばを過ぎた辺り、クレアの父より十ほど上の年ねん齢れいだろうか。アドルフの着る黒とは違い、紺を基調にした騎士の制服を纏まとっている。

　上着の左ひだり袖そでが風に揺らぐ隻せき腕わんの体だが、何人もそういった仲間のいるクレアにとっては珍しくない。それより気に掛かるのは、彼の襟に輝く金色の徽章である。

　アドルフと同じ隊たい長ちよう格かくだ。とはいえアドルフのものより一回り小さく、装そう飾しよくの豪奢さも控ひかえめな造りとなっていた。

「貴女あなたはちょうど先日、カーヴェル海賊団の襲撃があった際に入港されたとか。お怪け我がはありませんでしたかな」

　この言い方から察さつするに、彼は「試験」には関わっておらず、クレアの正体も知らないようだ。水を向けられて姿勢を正し、ドレスの裾すそを摘つまんで表の人間式の礼をした。

「クレア・カーターといいます。危ないところをアドルフさまに、た、す、け、て、いただき、こうしてのんびりと景色を眺ながめることが出来ております」

　実際は捕とらわれの身に近しいのだが、だからこそ「助けて」のところはわざとゆっくり口にした。もっとも、当のアドルフはまったく気にもしていないのだが。

「私はトーマス・ウェルズです」

　年長の騎士は言い、優ゆう雅がな一礼をクレアに捧ささげた。クレアにとっては英雄騎士アドルフ・フォードよりもよほど耳みみ馴な染じみのある名を聞き、思わず心しん中ちゆうに炎ほのおが灯ともる。

「昔は王おう都とが管かん轄かつでしたが、戦争で腕を失うしなってからは海が専門でね。慣れない軍ぐん艦かんを操って、どうにか海賊たちと対たい峙じしている次し第だいです」

「…………大型帆はん船せん二隻分の恨み…………」

「うん？」

「あ、ああいえ！　父の船にもウェルズ卿のお噂うわさは届いておりました。なんでも海軍騎士隊長で、海賊を捕らえた武ぶ功こうで右に出る方はいらっしゃらないとか……」

　その金額大型帆船二隻分だ。

　以前ウェルズが取引相手の海賊船を捕らえてくれたことにより、カーヴェル海賊団には大型帆船二隻分の損そん害がいが出たのである。言うなればこの男は営えい業ぎよう妨ぼう害がいの商売仇がたきなのだが、表には出さずに微笑ほほえんだ。

「買かい被かぶり過ぎですよ。憎にくき海賊の手によってお嬢さんのような危ない目に遭あう方がいらっしゃる以上、海賊狩りの武功などまだまだ褒ほめられたものではないと思っています」

　まさかその海賊狩りの武ぶ勲くんで恨まれているとは思ってもいないであろうウェルズは、依い然ぜんとして紳士的な労いたわりをクレアに向けてくる。

「力が及およばず申し訳ない。早急にお詫わびに来たかったのだが、近頃かのジギゼート海賊団を追っていましてね。今朝方ようやく根こそぎ捕らえ、陸へと戻ったばかりでして」

「いえいえいえいえ、いえいえ、そんな」

「これから船出ですかな？　よろしければ、港でご覧になったカーヴェル海賊団の様子をお聞かせ願いたいものだ。王都に向けて発つはずだった王女の船キング・リゼルグは王子殿でん下か直ちよく属ぞくの隊が見張りについたようでして、港に留まったまま近寄れないのです」

　詳細は聞かされていないが、イヴたちがあの船に見張りを付けたのであればクレアの試験が影響しているのだろう。キング・リゼルグを襲うことが最初の条件だったのだから、試験が終わるまでは保持されているものなのかもしれない。

　考えごとをしている間に、ウェルズの紳士的な仕草に手を取られそうになる。そのときアドルフがそれを遮さえぎった。

「茶飲み相手を探すならよそを当たれ。いまからイヴの命令で、この辺りの海域を案内することになっている」

　棘があるとまでは言わないが、同じ隊長格の立場である年長者に対して遠えん慮りよのない物言いだ。対するウェルズは物腰柔らかに、そっと困ったような笑みを浮かべる。

「……前々から見かねていたのだがね、アドルフ君。君がいかに優ゆう秀しゆうな騎士でも、王女殿下を愛あい称しようで呼び捨てにする無ぶ礼れいは控えたまえ。殿下と妹君を重ねてしまう心情も理解は出来るが、君自身の栄えい誉よにとっても疵きずになるだろう」

（妹？）

　この男が兄をやっているところなど到とう底てい想像がつかないが、妹がいるのだろうか。

　首をかしげたところで、ぞくりと背中に寒さむ気けを感じた。誰によってもたらされた寒気なのか、わざわざ顔を上げなくとも分かる。

「……うるせーな……」

　凄すさまじい険けんの正体は、アドルフの滲ませた怒いかりだった。

「何に、どれほどの疵がつこうと、俺にとってはどうでもいいことだ」

　空気にひびでも入れそうなほどの低い声音が紡ぐ。冷たい海色をした視線が、強い力をもってウェルズを捉とらえた。

「誰も彼もがそうやって、栄誉のために動くと思うな」

　その感情を直接向けられたわけではないクレアでさえ、隠した武器を反射的に構えたくなるような声だ。吐き捨てるような言葉に対し、ウェルズが笑う。

「失礼した。『英雄騎士』という最高の栄誉を手にした君に、余計なお世話だったかな」

　戦争から人々を護まもり、自国の騎士たちを死なせなかった栄誉の名前。

　アドルフは、その輝かしい名前からは想像もつかないほど暗い光を宿らせてウェルズを見据える。睨にらむというよりも、受け入れるつもりすらないまなざしだ。最初に剣を交まじえた日、仲間を信じると言い切ったクレアに対して向けられたものと同じたぐいの視線である。

　どうして英雄と呼ばれたことで、そんな目をするのだろう。

「……さっさと行くぞ。グズグズすんな」

　クレアに向けてそう言ったアドルフは、ウェルズを振り返りもせずに船へと乗り込んだ。置いて行かれそうになったクレアが慌あわててお辞じ儀ぎをすると、ウェルズはひょいと肩を竦すくめ、柔らかな礼をしたあとでその場を立ち去った。
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　奇き妙みような船出を迎えたものの、港を出た船は目的の島に向けてぐんぐんと進んだ。

　先ほどアドルフに感じた畏い怖ふはしばらくクレアの胸きよう中ちゆうに残ったが、大好きな海に出ればやがて薄れる。一時間も経たつとアドルフの方からも怒りの気配は消え、甲板で猫ねこのようにうとうととする姿が舵かじ取とりの際に見えた。

　目的の島に辿り着いたのは、予定していた夕刻だ。

　しかめっ面つらをした下級役人を前に、クレアはポケットから三枚の銅どう貨かを取り出す。立て札に書かれた通りの二枚を役人に渡し、残りの一枚は彼のポケットにねじ込んだ。途と端たんに笑顔で差し出された書類に偽にせの署しよ名めいをすれば、入港手続きは完了だ。

　気を付けてと見送られ、船着場から街へと上がる。夕暮れの市場に踏み出すと、そこに広がっているのはいつも、世界中の喧けん噪そうをひとつところに集めたかのような光景だった。

　泣いている人も笑っている人も等しく存在する市場には、葡ぶ萄どう酒しゆやラム酒の匂いが満ちている。裸はだか同然の少年が犬と身を寄せ合い震ふるえる後ろで美しい女たちが男を手招きし、絶え間ない歓声が湧わく一方では悲鳴が聞こえてくる。辺りを見回しながら歩いているうち躓つまずいた物の正体は、路ろ上じようで大の字になって寝ている男だった。

「ゴミ溜ためみてえに汚きたねェ街だな」

　アドルフが心底嫌そうに呟く。彼の見た目はこの島に不ふ釣つり合あいな上品さだが、言葉遣いだけはふさわしい。

「ここは騎士の目が届かない離り島とうだし、役人もすっかりお仲間ね。あなたと同じくらいの仕事熱心さだわ」

「うっせーな。それで？　何を探るつもりなんだ」

　足元のぬかるみから酒の匂いがすると思ったら、酒さか樽だるを抱かかえた妙みよう齢れいの女が笑いながら葡萄酒を撒まいている。ドレスの裾を摘んで飛び越えると、同じくやすやすとそこを避よけたアドルフが尋たずねてきた。

　クレアは辺りを見回しながら、極きよく力りよく丁てい寧ねいに教えてやる。

「クイン・ローゼ号を襲った海賊は、七つの卵をすべて奪うばっていったのよね。もちろん魔ま物ものの卵なんてお宝だもの、海賊が残していくはずもないけど」

　魔物の卵らん殻かくは貴重な物だ。銅貨ほどの大きさで大人が一年食べていけるのだから、卵ひとつ分の卵殻につけられる金額は計はかり知れない。

「でも、国がクイン・ローゼ号から卵を奪った犯はん人にんを捜しているいま、まさか表の装飾屋や宝石商には売れないでしょう？」

　このタイミングで大きな卵殻を売りに来た者がいれば、誰もが疑いを掛けるだろう。表の世界の人間が相手なら、すぐさま騎士に通つう報ほうされてしまう。

「だけど、裏の人間は違う」

　この闇市では何があろうと、他人の犯はん罪ざいを気にする者などいないのだから。

「だからこそ今夜ここで、魔物の卵殻や卵が売られていないかを探すのよ」

「何も今晩とは限らねーだろ。ほとぼりが冷めたころに正せい規きの店という手もある」

「海賊はほとぼりや次回なんて当てにしない。明日には死んでしまうかもしれないもの」

　クレアの説といた死し生せい観かんは、海賊にとってごくごく普通の感覚である。

　だから自分たちはたびたび宴うたげを開く。金品を貯ためたり、将来のために蓄たくわえたりという真ま似ねはしない。働けなくなる年まで生きていられる可か能のう性せいよりも、十年以内に砲ほう弾だんによって死ぬ確かく率りつの方がずっと高いのだから。

　クレアに呆あきれたような目を向けてきたアドルフは、やがて渋しぶ々しぶと溜め息をついた。

「要するに、海賊の生き方とやらだけが妙な自信の根こん拠きよってことか」

「絶対の価値観よ。ほかに何か必要？」

　クレアだっていつ死んでもおかしくない。海賊になってから今日までに、命の危険は何度もあった。平然と言い切れば、アドルフは面倒臭そうに返す。

「好きにしろ。だがまさか、一晩中歩き回って探すつもりじゃねーだろうな」

「安心して。最初の目的はすぐに見付かるわ、きっとね」

　どうせそれほど関心がないのであろうアドルフは、ふうんと目を細めた。彼が職業精神を働かせることなく歩を進めてくれるのは助かるが、「それにしても」と興味深く思う。

　通行人が溢あふれる混こん沌とんの中で、道行く人々はやたらとアドルフを注ちゆう視ししていた。よもや騎士であることに気付かれたのではないだろうかと危き惧ぐしたが、そうではない。

　彼は単純に目立つのだ。ランタンに羽は虫むしがたかり、スラム街よろしく賑にぎわうこの夕方の闇市において、明らかに毛並みが違う。

　歩きにくい雑ざつ踏とうへ不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せているが、上等な顔立ちのお陰かげでさまになるのがすごい。こんな場所で嫌いや気けを撒まき散ちらしていれば、血の気に当てられた連中が余計な喧けん嘩かを目的として集まってくるのが常なのに。

「あなたって本当に目立つのね。その顔立ちじゃなかったらとっくに刺されてたわよ」

「こっちはお前を刺したいけどな。第一に目立つのは俺の所せ為いだけじゃねえ」

　言われてみれば、擦れ違う人はクレアに視線を向けることも少なくない。クレアと目が合ったとき、酔よった彼らの顔色はいっそう赤味を増すのだ。その理由に気が付いて、ああと納得する。

「ここには何度か来てるから。お父さんとふたりで歩いたこともあるし、顔が知られちゃってるの」

　アドルフが眉根を寄せる。

「お父さんもあれで有名な海賊だもの、私を拾った当時はあちこちで騒さわがれたみたい。大丈夫、変に絡からまれることはないはずだから」

「何の話だ」

「え？　私も目立つって言うから、その理由の話よ」

「……馬鹿なのか？」

　心底冷たい声で言われる。首をかしげたが、アドルフは結局クレアがじろじろと見られている理由については教えてくれなかった。不ふ服ふくをいだきつつ、辺りを見回す。

「まあ、どんな理由でも目立てば手間は省はぶけるんだけど」

「どういう意味だよ」

「探してる人がいるの。とにかく目め敏ざといから、あなたみたいな人を連れていれば、簡単に見付かるかもって……」

　言い掛けたまさしくそのときだ。雑踏の向こう、夕陽が沈むのとは正反対の方向へ燃えるような赤色の髪を見付けてクレアは目を瞠みはる。

「いた！」

　思わず叫び声を上げてしまった。『呼びたいとき、会いたいとき、不思議とその男は酒の近くにいる』というのが探している男の通つう称しようだ。そしてその噂は大たい概がい外はずれない。

「ギル！」

　クレアが一言名を呼ぶと、赤髪の男もこちらに気が付いて手を振った。

「おおー、クレア嬢！」

　ぱあっと人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた彼は、仔こ犬いぬが主人を迎えに行くような足取りの軽さで駆かけてくる。人波を器用に潜くぐり、アドルフとクレアを順々に見比べて笑った。

「相変わらずちょー別べつ嬪ぴんッスね！　今日も可か愛わい過ぎて、道行く面々の注目浴あびてるッスよ」

「相変わらず褒め言葉が軽いのね、あなた」

「えー本気なのになあ。で、こっちの男前さん誰ッスか？　なあーに遊んでんス？」

　覗のぞき込んでくる彼の仕草は目まぐるしく、返事をする暇いとまもない。彼はクレアとアドルフのあいだに割り込んだかと思いきや、じろじろと全身を眺め、アドルフの後ろに回り込んで背中まで見上げる。

「あんたクレア嬢の恋人？　名前は仕事は趣味は故こ郷きようは？　俺今年で二は十た歳ちなんスけどあんたは何歳？　クレア嬢の何処に惚ほれたんス？　やっぱ顔？　もしかして……うーわー色男のくせにむっつりスケベー！」

　ひとしきり喋しやべりきったギルはにやにやと笑い、「内ない緒しよにするッス」とウィンクをした。その瞬間アドルフが一歩後ろに退ひき、本気の間合いを取った上で剣の柄つかに手を掛ける。
















「……とりあえず殺していいんだな」

「ちょっと止まって！　ギルも余計なこと喋らないで！」

「うっせー触んな。誰だこいつは」

「ギル！　探してた人で、とっても物知りな事情通よ！　だから！　ちょっと！　人が渾こん身しんの力で押さえてるのに無理やり剣を抜こうとしないで！」

　アドルフの腕を必死で押さえ込みつつ、もう一方の手でドレスのポケットを探る。銀貨を一枚取り出すと、ギルに向けて爪つめで弾はじいた。

「世間話しましょ、ギル！　今夜一番景気が良さそうなのは何処の海賊団なの？」

　きれいな軌き跡せきを描いた銀貨が大きな手に収まる。それをくちびるに押し当てつつ、ギルは悪戯いたずらっぽく笑った。

「んー、何処もなかなかぱっとしないッスねえ。クレア嬢のところはどうしたんス？　船が停とまってないじゃないスか」

「私が情報を買いたいのに、逆に情報を得えようとしないでよ！」

　ひひっと肩を竦めたギルに、普段より二段階ほど険を深めたアドルフが呟く。

「情報屋ハイエナか」

　アドルフの目もく測そく通り、この青年は裏の世界ではそれなりに名の通った情報屋だ。

　読めない態度と極きよく端たんなまでの人懐っこさが商売相手を選ぶものの、父はもう何年も彼と取引を行っている。クレアは諦あきらめずに彼へ言い募つのった。

「そんなはずないわ、何処かが魔物の卵を売りに出すはずなのよ」

「不景気ってやつッスかねー。というか魔物の卵に関する噂なんて、この近海じゃ最近はクイン・ローゼ号が襲われてーっての以外は聞かなくないッスか？」

「話が早いわね。そのクイン・ローゼ号事件の主しゆ犯はんを探しているの」

「ありゃ、なんで？　別に王国の船なんてクレア嬢に関係ないじゃん。もしかしてそのおにーさんの用事？」

　無む邪じや気きなふりをして問われるが、よもや関係があるとは口にしたくない。とはいえ彼は勘かんの良い情報屋だ。ある程度の確かく証しようを持っていて探りを入れられている可能性も十分にある。

　どれほど隙すきを見せずに話を進めようか考えている傍そばで、路ろ傍ぼうの人だかりから声が上がった。

「さあさあ見ろ！　次なる目玉はこの餓ガ鬼キだあ！」

　思わず素直に振り返ってしまう。

　歓声を生む人だかりの中央には、鎖くさりで繫つながれた少年がいた。柔らかい茶の髪色を持った十歳ほどの少年は、瘦やせこけた手足を縮こまらせて震えている。

「この細っこさじゃ体力仕事には向かねえが、なんといっても格安だ！　道中魔物が出たときなんか、餌えさにして囮おとりにするのにも使えるぜ」

「よお、本当に男の餓鬼か？　なかなか可愛い顔してるじゃねえか」

　囃はやし立てるような口くち笛ぶえに、項うな垂だれている少年が膝を抱えた。けれども強く鎖を引かれ、彼は地面に倒れ込む。

「……っ」

　古い記き憶おくが蘇よみがえり、クレアの心こころ根ねがざわめいた。

　大人たちの罵ば声せい。

　どれほど不要な人間か言い並べて安く買い叩たたこうとする者や、何に使えるか値ね踏ぶみする目。孤こ児じならば良心も痛まないと平気で笑い、乱らん暴ぼうに摑んでくる腕の強さ。

　心臓がとうとうと早はや鐘がねを刻きざみ、握り込んだ拳こぶしに嫌な汗を搔かく。

　こんなもの、とうに忘れたつもりでいたのに。

「ぼけっとしてんな、海賊女」

　アドルフに冷たく言われ、脳のう裏りの映像が搔き消えた。

「お前たちにとって、あんなものは当たり前の光景だろうが」

　突き放すような言い方に、反射的な怒りが湧く。

「……騎士のくせに、あの光景を見てなんとも思わないのね」

「この島で騎士の振る舞いは必要ねーだろ。違うか？」

　悔しいが彼の言う通りだ。けれど、それでも。

「たとえ当然の光景でも、許せなくって嫌なものはあるわ。海賊の常じよう識しきと矛む盾じゆんしても、あなたたち騎士の正義と違っていても」

「言っただろ。俺は自分のやり方に、正義なんざ薄うす汚ぎたない言葉を掲げた覚えはない」

　その口振りにむっとした。国の証を戴いただいておいて、何を今いま更さらという憤いきどおりだ。

「なら、あなたは一体何のために剣を持っているの？」

　どうして騎士でいるというのだ。

　正義をそれほど嫌きらうなら、誇りを不要とするならば、その名の下もとに戦わなければいい。

　奴ど隷れいを競せる男たちの声が上がる中、お互いに真っ向から視線を重ねた。そこへ、こちらの険をものともせずギルが言う。

「なあなあクレア嬢。俺もこれ返すのヤだから、ちょっとした情報をご提てい供きようなんスけど」

　ギルはひょいとクレアとアドルフのあいだに割り込むなり、遊ぶように銀貨を弾いた。

「おふたりさん注目の的まとになってるあちらのおチビちゃん。沈んだ海賊船の板切れにしがみついて、漂ひよう流りゆうしてるところを拾われたらしいッスよ」

「……ということは、ここに来る前も海賊の捕ほ虜りよだったのかしら」

　不運なことだ。ギルはしみじみと頷き、見聞きしたのであろう少年の遍へん歴れきを語る。

「更に元々は、シェランド王国のなんとかって船に使用人として乗ってたらしいッス。でも一ヶ月前、そいつが海賊に襲われて戦利品の一いつ環かんとして連れてかれたって」

　思わずアドルフと顔を見合わせた。

　一ヶ月前に襲われたシェランド王国の船。その条件に当て嵌はまる船は、ただの一隻だ。

「あの男の子、襲撃があった日のクイン・ローゼ号に乗っていたの!?」

「これ以上は別料金ー」

　はぐらかされたが構ってはいられない。急いで少年を値踏みする輪の中に飛び込もうとしたところで、アドルフの強い力に腕を摑まれる。

「待て」

「……なによ」

　眉根を寄せて見上げるが、アドルフはクレアを見向きもせずに周囲へ視線を巡らせた。

「妙な気配がする」

「え？」

　訝いぶかしく思うのと同時、異い質しつな臭においに気が付いて顔をしかめる。

　言い知れない気配の影を感じ、クレアも辺りを見回した。獣けもののものとも魚のものとも言い難がたい独どく特とくの臭しゆう気きが南から吹く風に混ざっており、嫌な予感が這い上がる。

　最初の顕けん著ちよな兆ちよう候こうは、はためく帆のような羽の音だった。

　次の瞬間、クレアとアドルフは殆ほとんど同時に夜の始まる空を見上げる。月を遮る影に気付き、ほかにも数人が顔を上げた。

「──うそ」

　そこにあったのは、月を覆おおい隠すほどの大きな姿だ。

　獅し子しのような体に鳥の頭を持ち、白い翼つばさで力強く羽ばたく肢し体たい。本来なら動物の肉を好このみ、滅めつ多たに人里には近寄らないはずのその怪かい鳥ちようは、鷲わしよりもずっと鋭くて大きな爪を開いて低てい空くうを滑る。

「おい、冗じよう談だんだろ……？」

　誰かが零したそのあとに、大きな悲鳴が響き渡った。

「グリフォンだ！　魔物グリフオンが出たぞ！」

　逃げろ！

　叫び声と共に、客たちはみんな弾かれたように逃げ出した。

「走れ！　どこでもいい、建物の中に逃げ込め！」

「待って……待ってよう！　助けて、置いていかないで！」

　響いたのは少年の声である。それもそのはずで、奴隷として囚とらわれている体には強きよう固こな鎖が絡まっていたのだ。クレアは急いで奴隷商人の腕を摑み、訴うつたえた。

「ねえ待って、あの子の鎖を解とかなきゃ！　鍵かぎは何処!?」

「鍵は船に置いてるよ！　どうせ拾った餓鬼だ、放って……」

　瞬間、強大な翼がクレアの眼がん前ぜんを掠かする。

　咄とつ嗟さに商人を突き飛ばしていなければ、その鉤かぎ爪づめがクレアか商人どちらかの腕を裂さいていただろう。グリフォンは再び空に舞い上がったが、少年の上げた悲鳴に反応して翼を大きく羽ばたかせた。

　クレアが慌てて少年の元へ向かおうとしたところで、アドルフに腕を摑まれる。

「なにやってんだ海賊女。さっさと退け、死にてーのか」

「駄目！　助けなきゃ、あの子がグリフォンに襲われちゃう！」

「諦めろ」

「駄目よ！」

　恐怖に満ちたまなざしは、かつての自分とおんなじだ。

　目の前のすべてに見捨てられ、放り出される絶ぜつ望ぼう。いらない人間なのだと突き付けられ、誰にも救ってもらえない恐怖。あの暗くら闇やみをいまこの瞬間に味わっている子供がいる。

「私は海賊よ、狙ねらった獲え物ものは諦めない！　あなただって騎士でしょう!?　助けなきゃ！」

「言われなくともイヴにどやされない程度の仕事はする。だが、見ろ」

「……っ」

　声を低くしたアドルフはクレアの顎を摑み、無理やり空の方へと上うわ向むかせる。

「一体あの距離でどうやって攻こう撃げきする？　いくら能なしでも分かんだろうが」

　言い聞かされ、ぎゅうっとくちびるを結んだ。アドルフをどうやっても振り払はらえず、たたらを踏みながら月の影を見上げる。

　そこで初めて、雄ゆう大だいなほど荒々しい飛行の姿に違い和わ感かんを覚えた。

　歪いびつなくちばしをしているが、既すでに何かを銜くわえているのだろうか。不自然な影の形を見れば、戒いましめをされているようにも見える。

「くちばしに、縄？」

　呟いた声に、アドルフも目を細めて影を確かめた。

「ほら見て！　あの子、あれが絡んでいる所為で食事が摂とれないんだわ！　ものすごくお腹を空かせて、だからこんな人里まで」

「いい加減にしろ！」

　アドルフは腹に据すえかねたような舌した打うちのあと、忌いま々いましそうにクレアを睨む。

「あいつらは空で肉を食うんだぞ。ここにいる人間がひとりでも捕つかまってみろ、宙ちゆう吊づりになって生きながら食われる。どれほど苦しもうが、体が残っているうちに助け出すことは出来ない」

「……分かってる」

「くちばしが使えなくとも爪がある。空に攫さらわれたら終わりなことに変わりはない」

「分かってる！」

　けれども、「助けて」と泣きじゃくる少年の声がする。

　少年のことだけではない。クレアは空を見上げ、両手を握り締しめる。

（きっと〝あの子〟も苦しんでる）

　ならばどうにか救ってやりたい。

　そのまま空に返したいし、誰も死なせずにあの枷かせを解いてやりたい。だが、クレアに唯一出来る「方法」ではどうにもならない状況だ。

　この場で信じられるものはなんだろう。

　信頼する仲間もおらず、自分の手で出来ることも限られている。そんな中で、信じられるものは一体なんだ。

「──アドルフ」

　クレアはそこで、初めてこの騎士の名前を呼んだ。

　顔を上げ、透き通った青色の目を見据える。宵よいに浸ひたった闇市の中で、地面に転ころがったランタンが彼の瞳に光を揺らした。

「あなたなら、目の前に降りてきた魔物に傷きずを付けず、くちばしに絡んだ縄だけを切ることが出来る？」

「……あ？」

　突とつ拍ぴよう子しもない問いだったのか、アドルフは一いつ瞬しゆん眉根を寄せる。

　次いで発せられた答えは、明めい確かくな拒絶だ。

「お前は本当に馬鹿なのか。縄を切ったところでなんになる、この場にいる人間が食われて終わりだろ」

「そんなことはない。魔物は好んで人を食べないわ、縄が絡まって混乱しているだけよ。解ほどければすぐに、もっと好きな食べ物があるって気付く」

　クレアの背にした向こうには、放り出されて無人になった肉屋の屋台がある。軒のき先さきには「豚ぶた」と書かれた肉の塊かたまりが置いてけぼりにされているが、豚肉はグリフォンの好物だったはずだ。だが、アドルフは苛いら立だった声を上げる。

「どうしてもあの魔物が空にいるのが見えねーらしいな。降りてこさせるためにはどうする、狙われたあの餓鬼を囮にしろと？」

　翼が巻き起こす風に髪を乱しながら、縋るような心地でクレアは口にした。

「──あの子じゃなく、私が囮になる」

「ふざけんな」

　一段低くなった声は、今度こそ本物の怒りを湛たたえていた。

「あの魔物がそこの餓鬼じゃなく、死にたがってるお前を狙う保ほ障しようが何処にある。魔物がお前の都合で動くのか、馬鹿馬鹿しい」

「あら。そうだって言ったら協力してくれるの？」

　自や棄けのような気持ちになって小さく笑うと、アドルフの眉根が寄った。

「言っとくが愚ぐ考こうに付き合う暇ひまはねえ。どれほどグズな人間でも、魔物が飛び掛かってくれば咄嗟に動く。目の前で剣が振るわれれば無意識に自分を庇かばおうとするはずだ。万が一お前の腕でも斬り落としてみろ、海賊カーヴエル共が騒いで面めん倒どうなことになんだろうが」

「確かにいくら私だって、危ない目に遭いそうなときには身を護るわ。でも、絶対に大丈夫だって分かっていれば立っていられる」

「だからいい加減にしろって……」

「本当に、あなたのことを厄介に感じるの」

　脈みやく絡らくのない言葉に対し、アドルフがしばし口をつぐんだ。

　このアドルフ・フォードという男は、初めて会ったときからとても気に入らない男だ。意見が一いつ致ちすることもないし、誰のことも信じていない。他人が誰かを信じるということすら愚おろかだと否定する。

　その上に彼と対峙して、クレアはちっとも敵かなわなかった。正確な腕前と、鮮やかなのに大だい胆たんな剣の太た刀ち筋すじ。王女の前で剣を突き付けられたときだって、剣先はクレアの皮ひ膚ふに触れるほんの寸前で止められた。

　まったく厄介で最悪の敵だ。だからこそ、いまのクレアにとってはなにより信じられるものである。

「あなたがなにを思おうと、私はあなたの剣を信じる」

　クレアは声を張り、顔を上げて彼に誓ちかいを立てた。

　一方的な信頼を向けられたアドルフの沈ちん黙もくに、明白な怒りの色が見える。信頼という行こう為いが嫌いな彼に向け、身勝手なのは承しよう知ちの上だ。

　グリフォンの旋せん回かいする空の輪が、一段ぐうっと広がった。

　それを機にして少しずつ、少年に的を絞しぼり始めたのが分かる。狙いを定め、苦しげにかぶりを振りながらも飢うえを満たそうとしているのだ。

「クイン・ローゼ号襲撃の情報は、あなたの王女さまも望んでいるんでしょう？」

　王女という言葉を出した瞬間、アドルフの表情が僅わずかに動いた。

　何かを言おうとしたようにも見えたが、すぐに打ち消して舌打ちをする。

「お前、本気で馬鹿なんだな」

　深い溜め息をついたあとで、アドルフはゆっくりと鞘から剣を抜いた。クレアに突き付けられた切っ先は相変わらず真っ直ぐで、少しも揺れる気配はない。

「周りの馬鹿にも合わせられるのが本当に賢かしこい人間でしょう。あなたはどっち？」

「うるせー馬鹿。お前に自じ殺さつ願望があるってことは、今日一日でよく分かった」

「死ぬときは海の上でって決めてるの。ちゃんと直前で引き返すから、地じ獄ごくの門見学に付き合ってくれないかしら」

　さすがに緊きん張ちようして爆はぜる鼓こ動どうを押さえつつ、彼にしか聞こえない小声で言う。

「──あの子だけでなく、グリフォンのことも、傷付けないで」

「なんだって？」

　低い声が落ちるが、訝いぶかられたって構いはしない。

「あなたになら出来るはずだわ」

　そう言うと、アドルフの目に暗い憤りの色が宿る。

　捧ささげた信頼が所以ゆえんなのは十分に理解していた。魔物を睨んだ彼の殺さつ気きが透き通り、次の一太刀に集中していくのが分かる。

　深呼吸をしたクレアは、羽ばたくグリフォンに向かって呼び掛けた。

　怖い思いをさせはしないからと、心の中で強く魔物を手招く。

　するとグリフォンは、これまでずっと狙いを付けていた少年ではなくクレアの方に目を向けた。飛ぶ場所をいっそう低くした両りよう翼よくによって白く砂すな埃ぼこりが巻き上がり、弾かれた砂の粒つぶが頰を引っ搔く。

「危ないッスよ、クレア嬢！」

　ギルの慌てた声がする。けれど、震えたりなどするものか。

「……おいで……！」

　護ってあげるから。

　心で叫んだ次の瞬間、目を開けていられないほどの突とつ風ぷうがその場に舞った。

　グリフォンが急きゆう降こう下かする。同時にアドルフが踏み込んできて、その太刀筋に僅かな殺気が滲んだ。反射的に喉のどが鳴るが、きつく目を瞑つむって迫せまる気配を待つ。

「……っ！」

　衝しよう撃げきのように訪れた風は、翼と剣のどちらによるものだろうか。

　無意識に止めていた息を吞のみ、その感覚に耐たえる。くわんと歪ゆがんだように錯さつ覚かくしたけれど、すぐに頭かぶりを振って顔を上げた。

　響き渡ったのは咆ほう哮こうだ。

　戒めの解けた口を開け、グリフォンが大きく叫んだのだ。クレアはすぐさま身を返し、屋台に下げられた肉の骨を摑んだ。渾身の力で振りかぶり、再び下降してくる魔物に叫ぶ。

「ほら、人間なんかよりよっぽど好きな豚のお肉！」

　犬にやるようにして放り投げれば、お利り口こうに伸ばされた鉤爪がそれを摑んだ。グリフォンは翼を上下に羽ばたかせると一度だけその場所を旋回したのち、月の浮かぶ空の向こうへと消えてゆく。

　──消えてゆくのだ。

　周りを囲む面々は、痛いほどの沈黙の中でこちらを見詰めていた。見下ろせば地面には血の一いつ滴てきも落ちていない。

　それを見止めた瞬間、かつての出来事を思い出す。

　響き渡る大人たちの悲鳴。強い力で摑まれた腕の痛みや、放り投げられた海の冷たさ。凍こおるほどに冷たい水とあぶくの中で、もがき続けても助けてくれない甲板の人々。

　そんな苦しみの中、幼いクレアを救ってくれた一匹の水すい竜りゆうがいた。

　その後打ち上げられた砂浜で父と出会い、海賊の信念を説かれてからずっと、クレアの夢は変わらない。

（ちゃんと、魔物あのこを護ることが出来た……）

　それがクレアの唯ゆい一いつの誓いだ。

　幼いころに海賊の道を選んだ理由であり、船長候補という「大きな力」を手にするため、仲間を人ひと質じちにしても目指そうとしている場所なのだ。

　顔を上げれば、アドルフは不服を隠しもしない表情で見返してきた。

「信じるなんて責せき任にん転てん嫁か、よくも堂どう々どうと口にしてくれたな」

　変わらない毒どく舌ぜつに、ようやく緊張が解けた気がした。クレアはもう一度深呼吸をし、捕らわれた少年の方に歩いてゆく。「大丈夫？」と少年の顔を覗き込み、周囲で呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた人々に向けて高らかに言った。

「──ねえ、私たちこの男の子を買いたいの！　もちろん売ってくれるわよね！」

「……っ」

　尋たずねれば、その場には形けい容ようし難がたい高こう揚よう感かんが一いつ拍ぱく置いて膨ふくれ上がった。

「最安値で持っていけ！」という言葉と共に、なんだか奇妙な歓声が満ちたのだった。
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　それから一時間が経ったころ、泣きじゃくる少年の枷をすべて解いたクレアは、縋ってくる背中を撫なでながら白い月光に鍵を翳かざした。

　周囲の人だかりはすっかり消え、元の喧噪的な日常へと戻っている。魔物によって散らされた瓦が礫れきはそのままで馬鹿騒ぎを再開している辺り、実に裏稼業らしい切り替えの早さだ。情報屋ギルもいつのまにか姿を消しているが、あれはそういう男である。

「もうそろそろ落ち着いた？」

　やさしく尋ねると、ドレスにしがみついていた少年は顔を上げた。死の恐怖から解放された彼の顔は、安あん堵どと涙でぐちゃぐちゃになっている。

「ありがとうございます……ありがとうございます、ありがとうございます！　僕……」

　また泣き始める少年を宥なだめつつ、アドルフの様子も窺うかがっておく。

　よほど先ほどのことが気に入らなかったのか、アドルフは転ころがされた木箱に腰を下ろしていまだに一言も喋らない有あり様さまだった。これはまた、帰りの航こう路ろが思いやられることだ。

　クレアは少年の頭を撫でながら、傍かたわらの地面に落ちている首輪に目を遣やる。先ほどまで少年を戒めていた首輪には、「Ｃ」という乱らん雑ざつな書き付けがされていた。

「あなた、親おや御ごさんと一緒に奴隷として捕まったのね？」

　それが再びの核かく心しんをついたのか、少年は途端に顔をくしゃくしゃに歪めた。怪け訝げんそうなアドルフに向け、クレアは海賊のやり方を説く。

「奴隷を親子で売るときは、こんな風に父親、母親、子供に分けて印を付けるの」

「ああ？　わざわざなんのために」

「合わせて売るための目印ね。家族で買われた奴隷は家族を護ろうとして、ひとりぼっちでいるよりもずっとよく働くから」

「情を利用した付加価値か。合理的な方法だな」

　騎士の名が声を上げて泣き始めそうなほど辛しん辣らつな言葉に、少年が再びしゃくりあげた。

「リトだっけ。ごめんね、また泣き出しちゃう前に聞きたいことがあるの」

　酷こくなことだとは承知しつつ、覚悟を決めて目的を尋ねる。

「あなたの船を襲った海賊の名前を教えて。私はクイン・ローゼを襲った海賊のことを知りたい、そのためにあなたを買ったのよ」

「……かいぞくの、名前？」

　少年の双眸に、紫むらさきがかった不思議な色が滲む。これまで涙で霞かすんでいた瞳が、ここで初めて明確な光を宿した。

「あのときの、かいぞくの……」

　拙つたない言いように、アドルフが焦じれて舌打ちをする。

「さっさと言え。何も知らないならお前に用はない」

　少年が怯おびえるので、クレアは「アドルフ」と名前を呼んで窘たしなめる。少年は俯うつむくと、シャツの裾を指で摘んでこう言った。

「……ジギゼート、海賊団……」

　落とされたのは、消え入りそうなほどか細い声音だ。

「ジギゼート？　確かなのか、餓鬼」

「そ、そうだとおもいます。僕、クイン・ローゼの厨ちゆう房ぼうで、ちゃんと聞いたんです」

　リトは次に、一生懸けん命めいに記憶を探るような顔付きで話し始めた。

「クイン・ローゼ号は遠くに行くから、まだお日様が昇る前の、暗い時間に出発でした。僕はとても眠くて、お仕事の前に朝ご飯を食べられなかったんです。途中でお腹が空いて、お母さんがこっそり厨房の裏に呼んでくれて。海賊が出たのは、そのときで」

　声が震えた。

「副船長って呼ばれてた人が母さんを引っ張って、僕を抱え上げました。そのとき、『命令は皆殺しだが、あいつは信用出来ない。このままじゃジギゼートは利用される』って」

「利用ですって？」

　気に掛かる言葉だった。

　副船長に命令できるなど、海賊団においては船長ただひとりである。だが、船長の命令であれば、ジギゼート海賊団が利用されるという言い方にはならないはずだ。

「ジギゼート海賊団のほかに、誰かが関かん与よしているのかしら？　それに、ジギゼートって何処かで聞いた名前だわ」

　取引相手や父の知り合いにいたのだろうかと記憶を探る間もなく、隣となりでアドルフが舌打ちをする。見上げれば、呆れたような視線とかち合った。

「鳥とり頭あたま。今朝方ウェルズのジジイが手に入れた海賊だろーが」

「そういえば」

　出発前、島の港で確かにそう言っていた。それらを追うため不在にしており、今朝無事に捕らえたのだと。

「クイン・ローゼ号襲撃の犯人は、もう捕まっているかもしれないってこと!?」

　それならば、今日の市場で魔物の卵が出ていない理由も明白だ。既に捕らえられているならば、当然のことながら稼業は出来ない。

　血の気がさあっと引いてゆく。

　探している海賊が先に捕まっていたかもしれないのだ。その場合、捕らえるための有力な情報を差し出さなければならないという試験についてはどうなる。

「帰る！　ねえアドルフ早く、早くお城に帰りましょ！」

「ふざけんな。あの船じゃ夜のうちに出しゆつ航こうするのは無理だろ」

「だって今すぐ戻って確かめないと、このままじゃ私の仲間が処しよ刑けいされちゃう！」

「知るか。大人しく朝でも待ってろこの馬鹿」

「クレア・カーヴェルよ！」

「馬鹿で十分だバ─────カ」

　年上のくせに、全力で子供のような暴言を向けてくるアドルフの不機嫌はとめどない。

　一いつ刻こくも早く確かめなければ。

　焦れるクレアのことを、少年が不安そうに見詰めてくる。その頼りなさに思わずぎくりとした。

　心細いに決まっている。一緒に捕らわれたはずの母親が傍にいないのは、別れ別れになる理由があったからだろう。幼い日のクレアとおんなじで、彼はもうひとりぼっちなのだ。

　胸が痛む現実を前に、クレアはやさしく彼の頭を撫でた。

「あなたは私の奴も隷のよ」

　買われた奴隷の運命は、すべて主しゆ人じんが握ることになる。

　どんな風に働かせても構わない所有物になるのだ。少年リトの目に再び怯えが浮かぶが、クレアは構わずに言葉を続ける。

「だけどこの闇市じゃ売うり値ねは知れているし、なるべくなら海賊の息が掛かっていない場所で売りたいわね。よし、決めた」

　戸惑ったように表情を曇くもらせる少年の鼻先に向け、クレアは人差し指を突き付けた。

「このままノストリー島とうに連れて行って、住み込みのお店にでも売っちゃいましょ」

　微笑めば、少年がふたつ瞬きをする。

「僕を、ノストリー島に、連れて帰ってくれるんですか……？」

「連れて帰るんじゃないわ、売るのよ。奴隷の売買は海賊の通常業務だもの」

　リトは首を横に振り、そのまま何かを言おうとしたあと、結局は言葉に出来ずに泣き始める。大きな声を上げ、やはり何度も「ありがとうございます」と繰くり返して。

　そこに響いたのは、不機嫌そうなアドルフの声だ。




「──どうして、知っていた」




　それは、確信めいた響きを持つ言葉だった。

「なんの話？」

「あの魔物が人を食わずに逃げると、お前はどうして知っていた」

　冷たい目は射い抜ぬくような強さでこちらを見据えてくる。クレアは騎士に気付かれないよう深呼吸をし、口を開いた。

「そんなの分かるわけないわ。魔物が何をしたいかなんて、誰にも分かるはずないでしょう？」

　少なくともクレアには不可能だ。魔物の心を読む力など、持ち合わせていない。

　クレアが出来るのはただひとつ。

　けれど、自身の秘密を口にはしない。

「私はただあなたの剣を信じて、グリフォンが好きなものを差し出しただけ」

「信用なんて薄っぺらいものを根拠にして、この餓鬼のために命を張ったのか？　船長候補が聞いて呆れる甘あまさだな」

　少年の頭を撫でながら、半ば独どく白はくのような気持ちで口にした。

「私もおんなじだったから」

　アドルフが目を細める。

「身寄りのない孤児だった私を買った人は、船が魔物に襲われたとき、私を囮として海に投げたの」

　口にしたのは、あの日の砂浜で父に拾われる前の経験だ。

「船の人は、私を魔物の餌として扱あつかったわ。さっきのこの子みたいに助けてって叫び続けて、怖くて悲しくて、そのとき助けてくれる存在が現れなかったら死んでいたと思う」

　深い暗闇に沈むだけの身を、一匹の魔物が助けてくれた。

　御お伽とぎ噺ばなしでさえないような出来事だから、父以外に打ち明けたことはない。いまだって決して口にはしないが、それでもこれは真実だ。

「そこからカーヴェルのお父さんに出会って、仲間が出来て、家族になった。あのとき助けてくれた存在や父さんたちを信じてよかったって心から思ってるし、いまも」

　どうか少しでも伝われと、クレアはアドルフの青い目を見据える。

「あなたの剣を、信じてよかった」

　本当に忌々しいけれど。

　けれどもこれが彼でなければ、実際に剣を交えてその圧あつ倒とう的てきな腕前を知っているアドルフが相手でなければ、先ほどのように無む謀ぼうな手段には出られなかった。例え彼自身がどれほどそれを否定しようとも、踏みにじろうとも。

　アドルフは眉根を寄せる。

　その渋面は、普段と少しだけ違うようにも見える表情だった。

　どうしてなのかは知る由よしもないが、例えるならば痛みの片へん鱗りんのようなものが生まれた気がしたのだ。

　だが、落とされた返事は結局いつもの通りである。

「……信じるなんざ、責任転嫁の汚きたねェ言葉だ」

　相変わらずの言いようだが、彼は信じるという行為のなにをそんなに憎にくんでいるのだろう。どうして疎うとみ、嫌っているのだろうか。

　あるいは違う感情が、そこにはあるのかもしれない。

「もしかして、こわいの？」

　思い付いたことをそのまま尋ねた。

　皮肉ではないことが伝わったのか、青い目に一瞥される。アドルフはすぐに視線を遠く、景色の果はてに見える海の方へ向けた。

「馬鹿か」

　暴言は淡たん々たんと、それでいて何処か否定の形にもなりきれないような音として響く。海面には星が映り込み、溶けるような淡あわさで瞬またたいていた。

　まったくもって妙な騎士だ。

　剣を取れば戦場をひとつ掌しよう握あく出来るほどの力を持っているというのに、信じられることが恐おそろしいなんて。
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「それではつまりクレアさんは、ジギゼートの船がクイン・ローゼを襲おそった犯はん人にんだとお考えなのですね？」

　闇やみ市いちから戻った翌日のこと。大だい理り石せきの間に跪ひざまずいたクレアは、華はなやかな椅い子すに座した王女の言葉に「はい」と大きく頷うなずいた。

「まだ確かな証しよう拠こはありませんが、信しん憑ぴよう性せいは高いと思っています」

　少年リトからの証しよう言げんであることは伏ふせ、敢あえて思わせぶりな言葉選びをする。主しゆ君くんを前にして頭を下げもしないアドルフは、クレアが話すのを黙って聞いていた。

　リトは現在、城下の宿屋で療りよう養よう中ちゆうである。体調に問題がなければ、ちょうど募ぼ集しゆうが掛かっていた城の洗せん濯たく係がかりに推すい薦せんするつもりだ。

「それを踏ふまえ、ジギゼート海かい賊ぞく団だんについてお教えいただきたい情報があります」

「卵をお探しですか？　それでしたら大変申し上げにくいのですが」

　イヴはふうっと嘆たん息そくしつつ、小さな右手を頰ほおに当てた。幾いく分ぶん幼さの残る仕草だが、あどけない瞳ひとみは憂ゆう鬱うつに曇くもっている。

「残念ながら、七つの卵やそれに相当する財宝が見付かったという報告は……」

「いいえ、王女殿でん下か」

　真まっ直すぐな否定に、イヴが二度瞬まばたきを重ねた。

　捕とらわれたジギゼートの船に魔ま物ものの卵が積まれているとは思っていない。海賊は島や港に宝物庫を作ることも多く、その隠かくし場所を探し当てるのは至し難なんの業わざだろう。それよりもリトが聞いていた、「あいつは信用出来ない」という副船長の言葉が気に掛かる。

「船員をすべて捕らえたのであれば、副船長がいたはずです。彼と話をさせてください」

「あら。それについては既すでにウェルズの領りよう分ぶんですわ」

　イヴは微笑ほほえみ、柔やわらかな口調でこう続けた。

「いまのクレアさんはカーター男だん爵しやくの令れい嬢じよう。そんなあなたを海賊に近付けるなんて、いくら王女命令でも不自然でしょう？　正体を悟さとられる危険を冒おかすわけには参りません」

「お言葉ですがイヴ王女。『クイン・ローゼ号の犯人について有ゆう益えきな情報を探れ』とは、あなたのご命令だったはずです」

「情報を暴あばくのがどなたでも、我が王家にとっては同じこと」

　柔らかな声は、十歳という年ねん齢れいを思わせないほどしっかりとクレアを拒きよ絶ぜつした。

　彼女の言う通り、わざわざ囚しゆう人じんと接せつ触しよくすればウェルズに怪あやしまれる可か能のう性せいがある。その言い分も分かるのだが、ウェルズに先を越されれば「クレアが犯人の有益な情報を手に入れる」という試験をこなすことは出来なくなるのだ。

　一体どうすればいいのだろう。このままでは自分の所せ為いで、大事な家族に等しい存在を死なせてしまうかもしれない。試験の概がい要ようを聞いたとき、失敗すれば命を奪うばうと言ったイヴのまなざしは本物だった。

　無力感に浸ひたっている場合ではないのに焦しよう燥そうが煮え滾たぎり、クレアは無意識にドレスの裾すそを握にぎり締しめる。すると、隣となりでアドルフの靴くつ音おとが鳴った。

　瞬間、ばちんと衝しよう撃げきが走る。

「いたっ！　──って、え？」

　思わず額ひたいを押さえ、アドルフを見上げて瞬きをした。脈みやく絡らくのない行動に驚いて、咄とつ嗟さに言葉が出てこない。

　形良い指で額を弾はじかれたのだ。

　挙あげ句くの果はてに舌した打うちをしたあと、彼は辟へき易えきしたような双そう眸ぼうでこちらを見み遣やる。

「辛しん気き臭くさい」

「なんですって!?」

　大声を上げると、アドルフは嫌いや味みったらしく指で耳を塞ふさいだ。

「でかい目で暗い表情作んなうっとうしい。見み張はりの迷めい惑わくも考えろよ馬ば鹿か」

「あなたに目付きについて言われたくないわよ！　というか、いつも馬鹿馬鹿って人を子供みたいに貶けなすのやめてよね。私には名前があるんだってば」

「うっせーな、呼ぶ理由がねえ上に馬鹿なもんは馬鹿だろ。甘あまったれ海賊が」

「苦い顔したやさぐれ騎き士しのくせに」

「黙れ、その騎士に負けておいて」

　屈くつ辱じよく的てきな出来事を挙あげられて黙り込んだ。互いに睨にらみ合い、数秒後に舌打ちをして視線を逸そらす。そこまでぴったりアドルフと動作を揃そろえたところではっとした。

　イヴの幼い双眸が、じいっとこちらを見詰めているのだ。いくら無む法ほう者ものの海賊といえど、王女の前でこれはまずかったかもしれない。慌あわてて口をつぐんだが、あどけない瞬きの理由は想像したものとまったく違った。

「とっても、とても、驚きました」

　彼女はクレアとアドルフを見比べたあと、実に興味深そうな声音で紡つむぐ。

「アドルフがこんな風に喧けん嘩かをしているところなんて、わたくし初めて見ましたわ」

「まさか!?　どう見ても常に喧嘩の安売りをしてるような男じゃないですか！」

「おいこらテメーどういう意味だ」

　クレアの驚きをものともせず、イヴは顎あごに指先を当てて首をかしげる。

「そりゃあ気に入らないことにはあけすけですけど、アドルフは大たい抵てい何に対してもどうでもよさそうにしているんですの。先ほどのように楽しそうにしていることなんてそうはありませんのよ」

「誰が楽しそうだっての……」

　それについてはクレアも同感である。けれどもイヴは至いたって上じよう機き嫌げんだ。

「ふふ。アドルフにお友達が出来たこと、お兄さまにも報告しないと」

「やめろ。作り話を広めんな」

　イヴの兄とはつまり、魔物を研究する学院の視し察さつとやらで不在にしているエルヴィス王子のことである。イヴはにこにこと両手を組み、陽だまりのような笑みを浮かべながら言った。

「もしクレアさんがカーヴェルの跡あと継つぎになるのでしたら、兄さまとも取引なさるのね。兄さまは誤ご解かいを招きやすいお方ではありますが、仲良くしてくださると嬉うれしいわ」

「誤解って、どんな方なんですか？」

　尋たずねれば、イヴは何ど処こか悪戯いたずらっぽく笑って「そうですわね」と自みずからの騎士を見遣る。

「アドルフととても似ていますわ。このように、怒るととっても怖いんですの」

「ふざけんな。あいつに似てるなんざ冗じよう談だんじゃねー」

「まあ仲良しさん。昔はよくふたりでウェルズに叱しかられていたんですってね」

　主君の微笑みへ堂どう々どうと舌打ちをするアドルフに似ているというのなら、常に不ふ機き嫌げんで口の悪い男なのだろうか。想像してみようとするものの、常に微笑んでいるイヴからそんな兄を思い浮かべるのは少々難むずかしかった。

「そうだわ。ウェルズといえば、素敵なことを思い付きました」

　イヴはぱちんと両手を合わせる。

「クレアさん。お知りになりたいことがあるのならウェルズに聞いてみてはどう？　わたくしへの正式な報告よりも先に、何か聞けるかもしれませんわ」

「いいんですか!?」

「ええ。わたくしは確実な情報にしか興味がありませんけど、曖あい昧まいな情報でも把は握あくしておくことはひとつの手しゆ段だんですものね。アドルフ」

　イヴはにっこりと極ごく上じようの笑みを浮かべたまま、傍かたわらの騎士に目を向けた。

「今日の船上パーティーに、クレアさんも連れておゆきなさい」

「──は？」

　思わずアドルフと声を揃えてしまう。瞠どう目もくするが、王女は素そ知しらぬ顔だ。

「今夜島の沖で開かれますの。クレアさんはカーヴェルの、カーター男爵のご令嬢なのですから、なんの問題もないですわ」

「いやいやいやいや、そんな、え？」

　問題ないわけがないだろう。

　宴うたげの場を襲ったことはあっても、パーティーなど生まれてこの方出たこともない。海賊であるクレアが作法など知らないだろうと想像がつきそうなものなのに、イヴは一体何を考えているのだ。アドルフだって、心底嫌いやそうな顔をしているではないか。

「冗談じゃねえ、なんで俺が。第一その船上パーティーにはお前が出る予定だろうが」

「わたくしも、出たいのは山々でしたけど……」

　濁にごされた言葉尻じりに咳せきが混じる。

　ほんの少し咽むせただけとも取れる、些さ細さいな咳だ。それを聞いたアドルフは眉まゆ根ねを寄せ、しかめっ面つらのままでこちらを見下ろした。

　きっぱりと断ってもらうよう、クレアも目を合わせてこくこくと頷く。

　しかしアドルフは本日何度目かの舌打ちのあと、心底面めん倒どう臭くさそうな声でこう言った。

「………………この女の、服は、どうする気だ」

「えええええええええええっ!?」

　実に手て酷ひどい裏切りではないか。

　一体どういう心変わりの賜たま物ものだろう。けれどもイヴの方は可か憐れんに両手を組み、楽しむような声音で紡ぐ。

「ドレスでしたら大丈夫！　お父さまったら気が早くて、私が大きくなったときのためのドレスをいくつも作ってお贈りくださるの。きっとクレアさんに似合いますわ」

「ちょ、ちょちょちょっと王女殿下!?　アドルフも待って！」

　助けを求めて制服の袖そでを摑つかんで引くが、アドルフは不機嫌そうにそっぽを向くばかりである。もはや反論する気さえないようだ。

　この騎士はどうやらこう見えて、決して主君に逆らえない。

　学んだときにはもう遅く、クレアは早々に着替えの準備へと放り込まれることになった。
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　船上の宴は、海面を星のように照らし始めた夜の入りに始まった。

　甲かん板ぱんには上品なテーブルが並べられ、所ところ狭せましと食事が並んでいる。談だん笑しようする男女は誰もが高こう貴きな装よそおいをし、表情や振る舞いのすべてにそつがない。歩き回る黒服たちさえテーブルを優ゆう雅がに巡めぐり、一定以上の教養を身につけていることが窺うかがい知れた。五百人はゆうに乗せられるであろう大きな船だが、招いた客は百人ばかりというから贅ぜい沢たくな使い方だ。とはいえその大半が甲板に出て会話を楽しんでいるのだから、なかなかに圧あつ巻かんな光景である。

　同じ船上の酒しゆ宴えんでも、海賊の開く宴とは大違いだ。

　ごく薄くとはいえ生まれて初めて化け粧しようをしてもらったクレアは、普段より潤うるんだくちびるをつぐんで自らの胸元を押さえる。鼓こ動どうが早はや鐘がねを叩たたく理由はときめきではなく、華やかな場所に放り込まれた緊きん張ちようのためだ。

　いまの装いはおかしくないだろうか。

　イヴから借り受けた水色のドレスは可か愛わいらしく、裾や袖に細こまやかなレースがふんだんに盛り込まれている。下ろしたままの髪は耳の横だけ簡単に編み込まれ、淡あわい色合いの薔ば薇らを飾ってもらった。しかしどれほど着飾ろうと、自分では場違いな気がしてしまうのだ。

「ああもうどうしてこんなことに……」

「ぐだぐだうるせーな。とっとと腹を括くくれ」

　言いながら隣に並ぶアドルフは、騎士の正せい装そうである普段の制服に加えて白い手袋を身に着けていた。たったそれだけの変化でもこんなに目を引いてやまないのだから、外見だけならつくづく極上の男である。

「括ってみせるわよ。私はここにウェルズ卿きようの話を聞きにきたの、それだけに集中するわ」

　力強く言い切ったところへ、黒服の老人がにこやかに声を掛けてくれた。

「お皿をお持ちいたしましょうか、お嬢さま」

　積み上げられた樽たるの蛇じや口ぐちからデキャンターに水を注そそいでいた彼は、人の良さそうな笑みをこちらにくれる。柔らかな声で、歓かん迎げいしてくれているのがありありと伝わるものだ。

「ありがとうございます。どのご飯もすごく美お味いしそう」

「勿もつ体たいないお言葉。張り切っていた料理人たちが喜びますよ」

　黒服の老人は誇ほこらしげに片目を瞑つむった。クレアの賛さん辞じを本当に喜んでくれていることが分かり、緊張が薄うすれて笑みが零こぼれる。

　胸を張って仕事をする人は大好きだ。彼らのもてなしを受けられることを嬉しく思い、気落ちを振り払はらって顔を上げる。

「ねえアドルフ、あなたなんでも食べられる？　お薦すすめはどれ？」

　尋ねるとすぐさまアドルフの眉根が寄った。一体何が気に障さわったのかと首をかしげたが、どうやらクレアに向けられた渋じゆう面めんではなかったらしい。

「フォード隊たい長ちよう！　いらしてたのですね」

　船せん尾びの方から歩いてきた騎士が、慕したわしそうに声を掛けた。アドルフは義ぎ務む的てきな様子を隠しもせず無ぶ愛あい想そうに「どうも」と挨あい拶さつを返したのだが、それを皮切りに続々と貴き族ぞくたちが近付いてくる。

「アドルフ君、久し振りじゃないか。君の近この衛え隊たいは素晴らしい働きをしているようだね」

「フォード侯こう、お会いしたかったですわ！　近頃のご活かつ躍やくについて、お噂うわさはかねがね」

　人ひと垣がきの面々は全員アドルフの知人なのだろうか。彼が誰に対してもそっけない態度を取るもので、いかんせん区別が付け難がたい。最初はクレアも簡単な会え釈しやくをしていたが、あまりにも数が多いのでだんだん気まずくなってきた。

　なにしろ集つどってきた人たちときたら、クレアを見てあれこれとアドルフに質問を寄よ越こしてくるのだ。「紹介しろ」だの「どこの娘さんですかな」だのと尋ねられるにつれ、アドルフの機嫌が悪くなっていくのが分かる。貴族たちに悪あく意いがないのは明白だが、正体を隠している以上、無む邪じや気きな質問さえ凶きよう器きになるのだ。

　ここは一いつ旦たん離れるべきだろう。口に出すまでもなく目配せで合図をされ、クレアは小さく頷いた。苦労してアドルフを囲む人の輪から抜けると、その直後に声を掛けられる。

「あなたがカーター男爵のご令嬢？」

　振り返ってみれば、そこに立っていたのは三人の少女たちだった。

　全員がクレアと同じくらいの年頃で、華やかなドレスを纏まとっている。クレアが返事をするまでもなく、ひとりが高こう慢まんに鼻を鳴らした。

「お話は聞きましてよ。エルヴィス王子殿下が男爵に目を掛けてらっしゃることを利用して、アドルフさまに取り入っているのですってね」

「いやだわ図ずう々ずうしい。新しん参ざん者ものの貴女あなたがアドルフさまのエスコートを受けるなんて、無ぶ遠えん慮りよで恥知らずなご自覚はありますの？」

　取り入るとはなんのことだろうか。なにかの間違いではないかと首をかしげたが、向けられた言葉には疑いようもなく明めい確かくな敵てき意いがある。

「滅めつ多たに商船から降りないご令嬢のお相手なんて退たい屈くつでしょうに、王子殿下のために我が慢まんなさっているのですわ。ああ、アドルフさまは本当に素晴らしいお方よねえ」

「素晴らしいって、あれが？」

　本気で言っているのだろうか。眉根を寄せたところ、彼女たちはくちびるを尖とがらせる。

「当然よ、なにしろアドルフさまは英えい雄ゆう騎士と名高きお方。隣国との五年前の戦争でさえ、あの方がいる戦場ではひとりの死者も出なかったんですから」

　当たり前のように紡がれた言葉を聞き、胸きよう中ちゆうに言い知れない感情が湧わいた。

「英雄騎士」というアドルフの呼び名は、確かに誰もが知るものだ。他国にさえ響ひびき渡る誉ほまれ高い異い名みようは、シェランド国民にとっての誇りでもあるのだろう。

　けれどクレアは知っている。

　アドルフにとって、その名は忌いむべきものなのだ。

　どういういきさつか知らないが、アドルフは「英雄」であることにも「騎士」であることにも真まっ当とうな感情をいだいていない。それどころか嫌けん悪おすら見せる。なのに、誰もが彼をこう呼ぶのだろうか。

　アドルフに近付く人間のうち、一体どれほどが「英雄」と呼ばれるのを嫌きらう彼の心情を慮おもんぱかっているのだろう。

「この方、もしかしてアドルフさまの戦せん績せきもご存ぞん知じないのかしら」

　クレアが黙り込んだのを見て、少女たちはいっそう楽しげに英雄譚たんを語り始める。

「知らないなんて信じられませんわ。隣国との終戦直前、国こつ境きようから撤てつ退たいする船の乗客八百人が襲われたときも、あの方の英えい断だんによって犠ぎ牲せい者しやは十名にも満たなかったのよ」

「あら、初めて聞いたというお顔ですわね？　海の上で暮らしている方はなんにもご存知ないものかしら」

　扇せん子すで口元を隠しながら笑う少女は、次ついでじろじろと露ろ骨こつにクレアを眺ながめ始めた。

「……ねえ、カーター男爵は元々労働階級の出と聞いてますけど、そのような暮らしの方ってどんなことなさるの？」

　この問い掛けを鑑かんがみるに、彼女たちは次にクレア自身の出しゆつ自じを蔑さげすむことにしたらしい。別の娘も楽しそうに友人の言葉を継つぐ。

「わざわざご自分で動き回って、お掃そう除じなんかもすると聞いているわよ。船の床に跪いてごしごしと、召めし使つかいみたいなものね」

「そんな汚きたならしいことをお仕事になさるなんて、よほど這はい蹲つくばるのがお好きなのねえ」

　あまりに露骨な言いようにむっとした。

　本当は商人の娘でなくとも、海賊船の一員として掃除はする。とはいえここまでは、我慢出来ないほどの屈辱ではなかった。

　少女のひとりが葡ぶ萄どう酒しゆの入ったグラスを取るまでは、きちんと黙っていられたのに。

「──だから、ねえ、お仕事を作ってあげましょうか？」

　彼女は嫌な笑みを浮かべ、透とう明めいなグラスを上に掲かかげる。

「身の程知らずなエスコートを受けるより、ずっとこの船にいやすくなりましてよ」

　なにをするつもりなのか訝いぶかると同時、彼女の指が少しだけ動いた。

　微笑んでから次の行いまで、動作には少しの淀よどみもない。それなのに反応が遅れてしまったのは、クレアにとってまったく想像出来ない行こう為いだったからだ。例えばこれが剣を抜くなどの日常的な動作なら、すぐさま予よ測そくして止めることが出来ただろうに。

「ちょっと、なにす……」

　びちゃりと嫌な音が散る。

　透明なグラスが逆さになり、赤い葡萄酒がテーブルに並んだ料理へ無む惨ざんに掛かる。クレアは思わず言葉を失うしない、惨さん状じようを見下ろしてぽかんとした。

　表面がさくさくと焼けていたであろうチキンも魚も、ふかふかしていたパンもびしょ濡ぬれだ。美しい盛り付けは崩れ、その横でくすくすと笑い声が上がる。

「私ったらはしたない、葡萄酒を零してしまったわ！　ねえ貴女、私たちのドレスや靴が汚よごれないうちに片付けてくださらない？　お仕事が出来て嬉しいでしょう？」

「……っ」

　胸の内側が抉えぐられたような気持ちになった。

　黒服たちが戸と惑まどった顔をする。その中には先ほどの老人もいて、やさしげな皺しわだらけの顔は汚れた敷布クロスや料理を前にして泣き出しそうに崩れた。

　当たり前だ。

　だってこの皿やテーブルは、彼らが綺き麗れいに並べたものである。丹たん精せい込めて手間を掛け、クレアやこの少女たちをもてなすべく作られた料理なのだ。彼女らはそれを意に介かいさず、嫌がらせなどというくだらないことのため犠牲にした。

　色いろ濃こい憤いきどおりが湧き上がり、あまりの怒いかりに目が眩くらむ。

　海賊船においては、船に乗る誰もが役目を割り振られている。船長も航こう海かい士しも一いつ介かいの船員も己おのれの責せき任にんを果はたす義務があり、招かれた客の義務とは船に敬けい意いを払うことだ。

　ここで海賊の理り屈くつが通らないのは分かっている。それでも、我慢が出来るかどうかとは別問題だった。

　本当は海賊である自分が、分ぶん不ふ相そう応おうと蔑まれるのはどうでもいい。けれど、船の上で誇りを持って為なされた仕事に対する侮ぶ辱じよくは許せない。

　クレアが傷付いたと思ったのだろう、少女は勝ち誇ったかのようにグラスを置いた。

「床に零すとドレスに散りますから、テーブル上で済んで良かったわ。アドルフさまに褒ほめていただかないと！」

　きゃらきゃら笑う取り巻きたちの声を聞き、とうとう言葉が込み上げる。

「……じゃ、ないの……」

「は？」

「馬鹿じゃないのって言ったのよ」

　低く漏もらしたその言葉に、少女たちが眉根を寄せた。

「あなたたちが商人や、料理人や掃除係を下に見ているのはお育ちなのでしょうけど。それにしたってあまりにも浅はかだわ、その人たちがいるからこそ自分の生活が保たもてているのが分からないの？」

　睨み付けると、咎とがめられることに慣れていないのであろう少女たちが肩を竦すくませた。

「どんな船だって、船長や航海士だけいてもまともな航海なんか出来ない。船員や砲ほう手しゆや楽がく師しにキャビンボーイ、いろんな役割が揃ってようやく機き能のうするの。掃除ひとつ取ったって、衛えい生せい状態はときに人の命を左右するのよ」

　彼女らは掃除係のことを「汚い」と罵ののしるが、クレアはそうは思わない。

　海賊だけでなく、すべての船乗りにとって船は宝だ。自分の命を預け、苦く楽らくを共にする家なのだ。その船が傷いたまないよう磨みがき上げる仕事に対し、汚いなどと感じたことはない。

「なのにあなたたちはいままでそうやって、自分のために用意される色んなものを踏ふみ躙にじってきたの？　黒服さんたちのかなしそうな顔が見えないの!?　そうよね、アドルフのことだって好き勝手に褒めて、彼がすごく嫌そうにするのも見えてないんだもの！」

　そんなことをまくしたてながら、自分でも何を言っているのだろうという考えが頭の隅すみに過よぎる。けれども止めることはできず、気き迫はくにたじろいだ少女たちへ指を突き付けた。

「第一、船での掃除はもっとえげつないわよ！　貧ひん困こんな想像力で他ひ人とを語らないで！」

　しいんと甲板が静まり返る。

　なにも言わない少女たちはおろか、ほかの貴族たちまでもがクレアをぽかんと見詰めている。それに気付いて周囲を見回すと同時、後ろから首根っこを摑んで引き寄せられた。

　べらぼうに整った顔立ちが、心底から呆あきれたと言わんばかりの表情で見下ろしてくる。

「おいこら、なにやってんだ」

「アドルフ！」

　名前を呼べば、アドルフはじっとりとしたまなざしでクレアを責せめる。クレアの啖たん呵かに引き攣つっていた少女たちはたちまち溢あふれんばかりの憧どう憬けいを浮かべ、すかさず傍そばに駆かけ寄ってきた。

「お、お久し振りですアドルフさま！　近頃の武ぶ勇ゆうは聞き及およんでおりますわ。わたくし先月の模も擬ぎ試合のお話を伺って胸が熱くなってしまい、あなたの詩を作りましたの」

「私もアドルフさまのお話をいつも父より聞いております！　覚えていらっしゃいますか？　半年前のパーティーで赤いドレスを着ていたのが私で……」

「あーどうも」

　アドルフは興味なさそうに言い捨てたあと、クレアの後ろ襟えりを摑んだまま眉根を寄せる。

「お前な、きゃんきゃんうるせえんだよ。犬っころじゃねーんだから吠ほえて回んな」

　言いながらいっそう引き寄せられ、お互いの睫まつ毛げ同士が触れ合いそうな間近で睨まれた。アドルフの言い分ももっともだと思うので、「ううう」と唸うなり声を漏らすほかない。

「うーじゃねー、大だい体たい俺だってこの面倒臭ェ状況を我慢してんだぞ。お前だけ抜ぬけ駆がけとか許さねーからな」

「なによそれ！　あなたも好きに怒ればいいじゃないの！」

「もっと面めん倒どうなことになるから断る」

　正論だ。それでも言い募つのろうとすれば手のひらで口を塞がれ、「んー！」と声を上げた。後ろから抱き寄せるようにしてきた彼の腕を何度か叩いてみるも、離してくれない。

　少女たちはそんなやり取りをぽかんと眺めていたが、やがて悔くやしそうに吐はき捨てる。

「なんなのあの子！　商人上がりの男爵令嬢のくせ、アドルフさまとあんな親しそうに！」

　男爵令嬢どころか海賊だ。第一にこれの何処が親しそうなのだ。反論したい気持ちで塞がれた口をもごもごさせれば、アドルフも心外そうに少女たちを睨み付ける。

「生あい憎にくだが、こいつのお守もりは俺の役目だ。仕事を増やされちゃ迷惑なんだよ」

「め、迷惑？　わたくしたちが……？」

　真しん摯しな声が、クレアの耳の傍で紡がれる。

「こいつに余計な手出しをするな」

「……っ」

　少女たちの瞳に、心底悔しそうな火が灯ともった。

　それでも口をつぐんだのを見て取ったアドルフは、小さく溜ため息いきをついてクレアから離れる。当然ながら、辟易した目でクレアに釘を刺すのも忘れない。

「行くぞ。これ以上俺の仕事を増やしたらただじゃおかねーからな」

「あ、アドルフさま！　わたくしもご一緒に」

　葡萄酒を零した少女がなおもアドルフに追い縋すがろうとした。しかし、それを遮さえぎったのは、少女によく似た面おも差ざしの男である。

「待ちなさい！　お前、こんなみっともない真ま似ねをしてどういうつもりだ！」

「お父さま!?」

「申し訳ありませんフォード侯、カーター男爵のお嬢さん」

　男は頭を下げたあと、すぐさま娘へと向き直って眉を吊つり上げた。

「不ぶ作さ法ほうに葡萄酒を零した挙げ句、お嬢さんに掃除をしろだと？　お前に社しや交こう界かいはまだ早かったようだな、来なさい！」

　少女が連れて行かれ、友人たちが慌てて彼女を追う。同時にアドルフがクレアの手首を摑み、反対の方向へ歩き始めた。

　クレアはその場から引き剝はがされるような形になりつつも、無惨な料理に目を落とす。支し度たくをしてくれた黒服を探し出して謝りたかったが、ほとぼりが冷めないことには迷惑を掛けてしまうだろう。せめてと思い、大きく声を上げる。

「あの、お酒が掛かった料理は捨てないで下さい！　私が残さず全部食べますから！」

「どれだけ食い意地が張ってんだお前は」

「食い意地でもなんでも披ひ露ろうするわよ！　あんなに美味しそうだったもの、絶対無む駄だになんかさせないんだから！」

　呆れたように言うアドルフは、ほかの乗客たちが好こう奇きの目で眺めてくるため一段と不機嫌そうだ。それでも、クレアの手首を離そうとはしない。

「何処に行くの？」

「とりあえず、この面倒ごとをやり過すごす」

　そのまま連れて行かれたのは船尾の方向、甲板に手て摺すりの据すえられた最さい後こう端たんだった。

　船尾の辺りは吊つるされたランプの数も少なく、ぼんやりとした薄うす闇やみがある。よくよく目を凝こらせば、いま乗っている大型船に寄より添そうよう二に隻せきの船が控ひかえているではないか。こちらの船からはロープで固定された簡易的な木板の橋が架かかっており、危なげないながらも渡って降りられるようになっていた。

「あの船なあに？　降りてもいいのかしら」

「こっちの船に何かあったとき、客を避ひ難なんさせる船だ」

　やっとクレアの手を離してくれたアドルフは、夜の海へ渡された橋に足を掛けた。

　手摺りもごくごく簡易的な橋だ。いまはこうして船と船のあいだへ括り付けられてはいるものの、錨いかりを上げたら縄を解といて外はずすのだろう。見るからに不安定な造りだったが、クレアは迷わずアドルフの後を追う。

　橋と言い切るには急な坂を下った船には、当然ながら誰もいなかった。後ろを振り返って見上げれば、パーティー会場の甲板は淡く光っている。

「船の上なのに、あんなにランプを使って大丈夫かしら」

　船にとって、火は大たい敵てきだ。

　万が一にも波に揺られたランプが落ちようものなら、木で出来た船はひとたまりもなく燃え上がる。乗員は逃げ場もなく焼かれるか、海に飛び込んで魔物や鮫さめに食われてしまうかだろう。

　そのため、どの船も火の扱あつかいには慎しん重ちようになった。カーヴェル海賊団の船においても、「覆おおいなしに煙草たばこを吸すってはいけない」「火ひ種だねを厨ちゆう房ぼう以外に持ち込んではいけない」「ひとりの料理番の横にふたりの火の番を付ける」といった厳しい決まりがあるのだ。

「問題ねーよ。ランプの覆いには、火の広がりを防ふせぐ魔物の卵らん殻かくを使っている」

「ランプの覆いにって、まさか全部？」

「王族の用意した客船だからな」

　魔物の種類によっては、火に対する耐たい性せいが強い卵殻も存在する。価か値ちを考えればなんとも豪ごう勢せいな話であるが、油ごと火種が落ちない限りは火事の心配もないだろう。

　安あん堵どしたクレアは手摺りに手を置き、大きく息を吸い込むと、アドルフに向き直った。

　そうして深く頭を下げる。

「ごめんなさい」

　謝しや罪ざいを告つげれば、意味が分からないと言いたげに低い声が落とされた。

「何が」

「騒さわがないって約束したのに、あんな喧嘩になっちゃったから」

　信用が大事な海賊社会において、約束を破やぶることは大きな罪つみだ。その上に労ろう苦くを掛けさせてしまったのだから、きちんと償つぐないをしなければならない。

　暴ぼう言げんを覚悟したのだが、アドルフはさほど興味がなさそうな声で「別に」と言う。

「別にって」

「食い物を無駄にするのは、俺だって見ていて気分は良くない」

　そう言い捨てる声音が当たり前のようなものだったので、なんだか無む性しように安堵した。

「貴族の人がみんなああやって食べ物にひどいことをするわけじゃなくて、良かった」

「一般論なんか知るか。第一俺は庶しよ子しの出だ、食い物に苦労したこともある」

　そう言えば、会ったばかりのときにも言われた気がする。アドルフが貴族的な立ち振る舞いと海賊にも似た横おう暴ぼうさを兼かね備えているのは、その出自ゆえだろうか。

「お前は何年海賊をやっている」

　突然問い掛けられ、クレアはふたつ瞬きをした。

「四つのときからだから、もう十二年くらいかしら。でもどうして？」

「船の上で戦うのに異い様ように慣れてただろ」

　何のことかと考えたが、すぐさま思い出した。そういえば最初に剣を交まじえたとき、クレアは小船に逃げ込んでアドルフの剣を受けたのである。

「例え嵐の海上だろうと砲ほう弾だんの下だろうと、船で自由に動けないと務つとまらないもの。落ちたら死ぬ高さのマストに登って、命いのち綱づなを着けずにヤードの上を走り回るのよ」

　海賊にとっては当たり前のことを告げると、アドルフはふうんと小さく零した。けれどもその様子になんだか違い和わ感かんを覚え、じろじろと整った容よう貌ぼうを見詰めてみる。

　アドルフがクレアに興味を示すなんて、よほどのことではないだろうか。

「もしかして、船上での戦い方を知りたいの？」

　すると、「ああ？」という柄がらの悪い声と共に眉根が寄った。

「冗談じゃねー。大体がその船上でも俺の勝ちだっただろうが」

「冗談じゃないですって？」

　クレアは口の端はしを上げ、イヴから借りている水色のドレスを翻ひるがえす。このドレスには動きやすくするための切り込みなど入っていないが、少し動くくらいなら平気だろう。

「ね、剣を貸して？」

　そんな風にねだって手を伸ばした。

　嫌がられそうな気もしたが、意外にもアドルフは目を眇すがめたあとで剣を抜く。騎士の証あかしが刻きざまれた柄つかを向けられ、クレアはそれを受け取った。

　次いで、帆ほを下ろしたマストから垂たれているロープを摑む。

　毛け羽ば立だちが殆ほとんどないロープを手首に巻き付け、そのままひょいと船の手摺りに登った。マストに繫つながったロープに少しの体重を掛け、ドレスの裾を風に躍らせながら手摺りの上を歩く。これくらい、足元を見る必要もない。

「上手じようずでしょ。両足の幅はばを少し大きめに取って爪つま先さきを丸めれば簡単なの」

「あーそうかよ」

「ふふん。降こう参さんしなさい、アドルフ・フォード」

　冗談めかして笑い、手摺りの上から借り受けた剣の切っ先を向ける。するとアドルフは不ふ遜そんに鼻を鳴らした。

「誰がするか」

　剣がない代わりに鞘さやを抜き、クレアの突き付けた切っ先を弾く。高い音が響いたと思ったら、今度は向こうから鞘を打ち込んできた。一度二度とお互いに弾き、間合いを計はかる。

　次の瞬間、アドルフは間かん断だんなく足を狙ねらってきた。負けじと命綱代わりのロープを使って身を翻すが、手摺りの上にいる相手に対して少々乱らん暴ぼうではないだろうか。

「容よう赦しやないわね、もう！」

　向けられた鞘に剣先を当て、側そく面めんを滑すべらせるようにして狙いを逸らす。軽い剣けん戟げきは、しばらくのあいだ船上に響くこととなった。

　波の揺れも、利用して味方につければ強力な武器だ。アドルフは両目を眇め、軽々と動き回るクレアを見上げていたが、やがて緩かん慢まんに口を開いた。

「……あー」

　そう言うなり、マストから下がった別のロープを握る。

「大体分かった」

　目をしばたたいてそれを眺めるクレアを後目に、手摺りへ手を掛けて一気に乗り上げた。かと思えばすぐさま立ち上がり、鞘を突き付けてくる。

　慌てて後ろに下がるものの、そのままクレアを追い詰めようと踏み込んだ。大だい胆たんな振る舞いにむっとして彼の喉のど仏ぼとけに刃は先さきを滑らせるが、アドルフは僅わずかに首を逸らしただけでそれを避よける。船が揺らいだ瞬間、重心を崩しもせずにロープを使って体たい勢せいを整えた。

　そのやり方は、クレアがたったいま彼の前で披露してみせたものとおんなじだ。

　アドルフの強さはやはり天性のものなのだろうか。剣だけでなく、身のこなしや体運びの理解がとても早いのだ。彼はクレアを見下ろし、ロープを摑んだままで言う。

「ほらな」

「ほらなって、なによ」

「俺にもこれくらいは出来る」

　告げられた言葉にきょとんとした。

　言い切ったアドルフの整った顔は、普段とそれほど変わらない無表情のままである。けれどもそこへ少しだけ誇らしげな色が滲にじんで見えたのは、気のせいではないだろう。

　気付いた瞬間、なんだかおかしさがこみ上げてくる。

　やはりクレアに対たい抗こう意識があってむきになったのではないか。意外と子供っぽいところがあることに笑いを堪こらえてくちびるを結んでいると、怪け訝げんそうな顔をされた。

「そうね、八十点くらいはあげてもいいわ」

　ロープをぐっと引き、そのまま甲板に飛び降りる。軽い音を立てて着地すると、今度はクレアがアドルフを見上げる番だ。

　欠け始めた月を後ろに背せ負おったアドルフの黒髪が、海風にそよぐ。

「お陰かげでさびしくなっちゃった」

　仲間たちはどうしているだろうか。

　幼いクレアに船上での戦い方を教えてくれたのは父や彼らだ。離れているのはほんの十日ばかりだというのに、随ずい分ぶんと時間が経たったような気がする。

　手摺りから甲板へ降りたアドルフが、正面からこちらを見み据すえた。視線を受け、クレアは意識して笑顔を作る。

「あなたの王女さまがどんな結論を下そうと、私は絶対にみんなを取り戻して自分の船を手に入れるわ。そうして夢を叶かなえるの」

　自由な船を手に入れて、いまよりももっとたくさんの魔物を護まもるのだ。望みを心に誓ちかい直し、アドルフに剣を返した。

　殊こと更さら明るい声音で話していることには気付いているだろうに、彼は何も言わない。クレアから剣を受け取り、ただ黙って鞘に仕し舞まう。その無言が一種の優しさに感じられるのは、遠えん慮りよのない不機嫌さを振りまかれてきたことに対する恐おそろしい耐性だろう。

「……戻るぞ。あまり長く外していても、それはそれで詮せん索さくされて面倒だ」

　クレアは素直に頷いた。

　踵きびすを返したアドルフの背中について、来たときとは反対に急な坂の橋を登る。先ほどの騒ぎがどう影響したかは心配だったが、戻った船の上で貴族たちは再び談笑に花を咲かせていた。クレアが冷やしてしまった場も、いまはきちんと楽しそうだ。

　安堵したところに、目当ての男の声がした。

「おや、ふたりともお揃いだね」

　振り返れば、そこには紺こん色いろの制服を纏った老騎士が部下を数人引き連れて立っていた。

「ウェルズ卿……」

　この老騎士が、ジギゼートの「副船長」に関する情報を握っているかもしれないのだ。無愛想な無言を返すアドルフを横目に、クレアはウェルズに頭を下げた。

「先日はせっかくお誘いをいただいたのに、ご一緒できなくて失礼しました」

「滅めつ相そうもない。それよりも、貴女がこの島で楽しい時間を過ごせるのが一番ですよ」

　そつのない笑みを浮かべるウェルズに対し、一段踏み込んだ問いを掛けてみる。

「景色を見るのも充じゆう実じつした時間でしたけど、今度は是ぜ非ひ海賊狩りの武ぶ勲くんについてもお聞かせいただきたいです。実は私、戦せん記きなどの物語が大好きで」

「はは、若い娘さんに聞かせるには粗そ暴ぼうな話ですが。それでよければいつでもどうぞ」

「本当ですか？　あ、でも、いまはジギゼート海賊団の取り調べでお忙しいですよね？」

　急に話題の矛ほこ先さきを変えてみたが、不自然には受け取られなかったようだ。ウェルズは背はい後ごの騎士たちを見遣り、誇るように笑った。

「なあに心配ない、私の部下は優ゆう秀しゆうでしてね。彼らの補ほ佐さもあって、もうじき王女殿下に誉れあるご報告が出来そうだ」

　表向きは「そうなんですか」と笑顔を崩さないまま、クレアは内心で硬こう直ちよくした。

　ウェルズは堂々と言い切ったが、先に解決されては非常に都合が悪い。どう副船長の存在に探りを入れようか悩んでいると、アドルフがおもむろに口を開く。

「へえ。大たい層そうな規き模ぼの海賊団だってのに、本当に数日で終わらせたのか」

「……何が言いたいんだい、アドルフ君」

「別に。船長だの副船長だの、ひとりも手を抜かず全員に取り調べて吐かせたのなら大したものだと思ってな」

　思わぬ助け舟だった。驚いたものの、アドルフが皮ひ肉にくを言うことが当たり前過ぎるお陰で自然な話の流れになっている。小声で礼を言うと、見えないところで踵かかとを蹴けられた。

「そっか。大きな海賊船なら副船長もいるんですよね。なんだか本当に物語みたい」

　ここぞとばかりに単語を拾い、知らないふりをして尋ねる。だが、期待したクレアの耳に響いたのは実に無む慈じ悲ひな事実だった。

「……副船長は、死んだよ」

「え？」

　息を吞のむ。

（死んだ？）

　動どう揺ようは顔に出なかっただろうか。言葉をなくしたクレアに代わり、アドルフが敢えてどうでもよさそうな声音でウェルズに尋ねる。

「なるほど、殺したのか」

「人聞きの悪い言い方はよしてくれ。捕とり物ものの上では仕方がないこともあるし、命を奪うことは極きよく力りよくしたくないのが本音だよ。ましてやクイン・ローゼ号事件のあとで、失われる命について考えさせられたばかりなのだからね」

　クイン・ローゼという言葉が出た途と端たん、周囲の騎士たちも暗い表情を作る。

「あれは痛いたましい事件だった」

　壮そう年ねんの者だけが持てる掠かすれた声が、クレアの耳にもはっきりと聞こえた。携たずさえた剣の柄を握り締める手が、強い力にぶるぶると震ふるえている。

「あの日、私の乗った船はクイン・ローゼと海上で擦すれ違っていたんだ。甲板で笑う人々が遠目からも窺え、彼らの平和を護ろうと気を引き締めた。その後に起こる悲ひ劇げきも知らず、滑こつ稽けいなことだ」

　老騎士の声が、泣いているのかと不安になるような後こう悔かいの色に揺らぐ。一いつ拍ぱくを置いて落とされたものは、真心からの誠実な言葉だ。

「私は騎士だ。正義のために戦うことで価値を得えられる存在なのに、護れなかった」

　無念の言葉が胸に沁しみてか、周囲の騎士たちもくちびるを結んだ。だが、クレアの脳のう裏りにひとつの疑問符が浮かび上がる。

（あれ？）

　何かがおかしい。

　これまで見聞きしてきたことの中に、矛む盾じゆんする要よう素そがある気がしたのだ。

「……妙みようだわ」

　誤ご魔ま化かしきれない違和感に、クレアは少リ年トとの会話を反はん芻すうする。疑問の声は、隣に立っているアドルフにだけ聞こえたようだ。

「おい、どうした」

　アドルフに問われて顔を上げた。しかし、生まれた考えを形にしようとしたとき。

　船が大きくゆらりと揺れる。

　明らかに波のものとは違う、下から揺すられたような動きだ。それがどうにも気に掛かり、クレアは手摺りの方に歩いていって海を覗のぞき込んだ。

　隣に並んだアドルフと共に、掲げたランプで海面を照らしてみる。

　気付いたのは、クレアたちふたりだけだった。

　船の下を潜くぐったのは、大きな漆しつ黒こくの影だ。下へ手たをすれば小型の船くらいは覆い尽くせそうなそれは、どう考えてもただの魚ではない。目を凝らしてみれば、イカのような輪りん郭かくが垣かい間ま見える。

「……もしかして、クラーケン……？」

　それは巨大な海の魔物だ。

　口にした瞬間、先ほどとは比ひにならないほどの強さで船が揺れた。

　海面が浮き上がったのかと思うような、暴ぼう力りよく的てきな揺れだった。乗客の悲鳴と共にテーブルが薙なぎ倒され、たくさんのランプが落ちる。

　その衝撃で、甲板に油が散らばった。

　いかに火を防ぐ卵殻で覆いをしていようとも、外へ零れた油には意味がない。いけないと叫さけぶ暇いとまもなく、流れ出た油の海へ燃えるランプの芯しんが落ちる。

「……っ！」

　一拍を置き、火が吹いた。

　すべてが一瞬の出来事で、辺りに恐きよう怖ふが満ちるのに刹せつ那なの間さえなかった。人々は一いつ斉せいに踵を返し、たちまち高く燃え上がった炎ほのおに背を向けて叫ぶ。

「きゃああっ、火よ！　火が！」

「海に飛び込め！　このままじゃ全員焼け死ぬぞ！」

「海は駄だ目めだ、到とう底てい泳ぎきれない！　女子供はどうする気だ！」

　そうこうしている間にも、燃える炎は床を這はうようにその範囲を広げていく。クレアはアドルフを探すと同時に辺りの景色を見回し、そうして気が付いた。

（違う……！）

　逃げる場所ならちゃんとある。

　それが浮かぶと同時に、隻せき腕わんでありながらもすぐさま体勢を整えたウェルズが部下に向けて声を張り上げた。

「お前たち、船尾に繫いだ船を確認しろ！　乗客の避難経けい路ろを死し守しゆするんだ！」

　その声は、近くにいた乗客の耳にもしっかりと届いた。

　ウェルズの言う通り、船尾にふたつ繫がれた小さな船はいざというときの避難用に用意されたものだ。

　だが、こんな混乱の中であの船の存在を示されたらどうなるか。

　恐ろしい予測が脳裏を過ぎるが、動くには一足遅い。誰もが弾かれたようにして、ウェルズたちが駆け出した方を見て叫ぶ。

「そうだ、あの船に乗り込め！　みんな急げ、ここから離れるぞ！」

「待って、駄目！」

　想像通り、人々の目の色が急に変わった。

　クレアの叫びなど届きもしない。誰もが一いち様ように向きを変え、船尾に向かって走り始める。

　雪崩なだれのように押し寄せたためにひとりの男が転てん倒とうしたが、それを案じる者はいない。悲鳴を上げる男の腕を踏み付けて、謝るどころか「邪じや魔まだ！」という暴言すら巻き起こる。慌てて助けようと飛び込むも、クレアの華きや奢しやな体では届かない。

「待って！　お願い走らないで！　転んだ人がいるわ、怪け我がをしちゃ……きゃあっ！」

　太い腕に突き飛ばされ、背中を甲板に打ち付けて息を詰めた。

　甲板の炎からは、既にどす黒い煙けむりが立ち上り始めている。木で出来た船は否いや応おうなく燃え広がり、炎の勢いきおいは止まらない。

「お父さま！　お父さま立って下さいませ！　どなたかお父さまを助けて、ねえ！」

　蹲うずくまった男に向けて叫んでいるのは、先ほどクレアの前で葡萄酒を零した少女である。半なかば悲鳴のような声音だが、逃げ惑まどう人々には届かない。なんとかしなくてはと思うのに、打ち付けた体の痛みで乾いた咳が溢れて喉のどを塞ぐ。

　それでも立ち上がろうと床に手をついたそのとき、指先に冷たいものが触れた。

　それは、シェランドの紋もん章しようが彫ほり込まれた美しい銃じゆうだ。

　恐らくは騎士の所持する銃だろう。大きな揺れであらゆるものが床に散さん乱らんしたのだと認にん識しきするより早く、大きな手に手首を摑まれた。

「アド、ルフ……」

「ぐずぐずしてんな、焼け死にてーのか」

　真っ直ぐにクレアを見下ろしたアドルフの、冷たい声が言い捨てる。

「フォード隊長！　指示通り、船内から甲板へ出る通路を確かく保ほしました！」

「報告より先にさっさと動け！　このままじゃ馬鹿どもが圧あつ死しするぞ！」

　火柱の発生からすぐに騎士への指示に動いていたらしいアドルフは、珍しく声を荒あららげつつクレアを引き起こした。その傍らで、逃げ惑う人々の悲鳴が上がる。

「押すな！　押すなと言っているんだ！　娘を海に突き落とす気か！」

「熱い！　このままじゃ死んじゃう、早く通して！　ねえお願い！」

　辺りに喚わめき声が満ちた。

　アドルフがクレアの手を引く力は強く、内心の焦燥が伝わってくる。誰もが焦あせり、最善の策を探していた。この光景は幼いころ、買われた船が魔物に襲われた夜とおんなじだ。

「さっさと行け！　お前ならあの中も潜くぐり抜けられんだろ！」

　アドルフがクレアの背を押して、先に逃がそうとしてくれる。

　そう言う彼自身には、この船から逃げようという素そ振ぶりがない。それどころか留とどまって、騎士らしきほかの青年たちにいくつかの指示を投げている。

　逃げ惑う乗客に向け、「止まって」などと懇こん願がんしている場合ではない。痛つう感かんしたクレアは、アドルフの手をぎゅうっと握り返す。

（……望んでいることの、結論を託たくすな）

　幼いころ、拾われた浜辺で父に言われた。

　相手の選せん択たくを待つな。必要なら奪い取れ、命めいじろ。

　海賊なら、迷わずにそうするべきだ。

　クレアはゆっくりと息を吐き、アドルフに向けて呟つぶやいた。

「……耳を、塞いでいて、アドルフ」

「あ？」

「耳を塞いで」

　はっきりとした言葉で繰くり返す。ねだった直後、クレアは手にした銃じゆう口こうを空へと掲げた。

「おい、まさか」

　右手の指を銃に掛け、左手の指を耳に押し込む。舌打ちをしたアドルフが彼自身の耳を塞いだと同時、クレアはひとつ引き金を引いた。

　爆はぜる音が響く。

　轟とどろいた警けい告こくに恐おそれをいだき、人々が身を竦ませた。

「なにいまの、銃声!?」

「おいまさか海賊か、こんなときに!?　……うわっ！」

　再び鋭するどい銃声が爆ぜ、今度こそ人々が音のした方向であるクレアを見る。クレアは炎を背にしたまま二度三度とたゆまず引き金を絞しぼり、その凄すさまじい音を船上に落とし続けた。

「な、なんだ……!?」

　流石さすがに疑問の声が上がる中、クレアは彼らを睨み付ける。

　後ろでごうごうと炎が燃え、ドレスの裾が翻った。眩まばゆいばかりの火がミルクティー色の髪や翡ひ翠すいの目を星でも点ともしたように輝かせる。熱波を感じるがそんなもの、いまこのときはどうでもいい。

　人々の怯おびえるようなまなざしは、海賊へ向けられるのにふさわしいものだ。

「全員命が惜おしければ、私の命令を聞きなさい！」

　叫んだ声に、アドルフが嘆息したのが分かった。

　誰から何を言われても、クレアにとっての正義は「護りたいものを護ること」である。だからこそ、恐怖に歪ゆがんだ人々の顔を迷わずに睨み付けた。

　どんな手段を使ってでも、護ってみせる。

「勝手は許さないわ、子供と女性を先に船へ下ろして！　男の人たちは上着を脱いで肩から掛けなさい。万が一火の粉が散っても、すぐ下ろして床に叩き付ければいい！」

「ふざけるな！　貴き様さま、船上でこの私に焼け焦げて死ねと言うのか……ひっ！」

　男の悲鳴が上がり、見ていた人々が後ずさる。出来たばかりの銃じゆう痕こんは男の靴先一センチほどの場所に生まれ、ぶすぶすと白い煙が上がっていた。

「私の命令に、背そむいた者から、撃うつわ」

　クレアは努つとめて静かな声で、わざとゆっくり言葉を紡ぐ。

「船が燃え切るまで時間は十分ある、逃げる時間も！　分かったら早く従したがいなさい！」

　かつんと靴音を鳴らして一歩を踏み出すと、辺りはしいんと静まり返った。

　逆らう者はもういない。
















　船はこのとき、美しい少女が持つ迫はく力りよくによってぴたりと制せい圧あつされたのだ。その隣に、黒衣を纏った精せい悍かんな騎士の姿が並んだ。

「あ、アドルフさまだ……！　アドルフさまがいらっしゃるぞ！」

　立ち尽くしていた人々の顔に、クレアに向けられていた感情とは違う質しつの表情が浮かぶ。

「女は右の船に、餓ガ鬼キと男は左の船に乗り込め。男は近くにいる餓鬼を抱かかえて降りろ」

　アドルフは興味がなさそうに言ったあと、硬直する面々に向けて盛せい大だいな舌打ちをした。

「さっさと動きやがれ。じゃねーとこっちが避難させる必要が出んだろ」

「その代わり落ち着いて逃げるのよ。他人を押おし退のけようとしたら撃つわ」

　アドルフとクレアそれぞれの言葉に、人々は辺りを見回す。

「お……おい……」

　誰かがおずおずと声を上げた。

「さっき転んだのは誰だ？　手を貸す、言ってくれ」

　そんな言葉が行いき交かい始め、倒れていた者の方へ手が伸べられる。先ほどまでと違い、みんなが周囲と助け合いながら前に進もうとしていた。

　だが、安心してばかりもいられない。

　火の手は既に広く、船の船首側を丸ごと飲むように猛たけっている。船が揺れた際に乗客が船尾側に転ころがるように落とされたのは幸いだったが、全員逃げられているのだろうか。

　アドルフの指示で確保された階段から、船内にいた料理人や黒服たちが甲板へ転がり出てくる。騎士が彼らを助け起こし、手を引いて逃げる中、クレアはそのうちのひとりに向かって尋ねた。

「船の中に人は!?」

「俺で最後だ！　くそ、あの揺れの所為で折せつ角かくの料理が！」

　料理人の答えに安堵した。クレアは銃を手にしたまま、すぐ傍の騎士を振り返る。

「アドルフ、私たちもそろそろ逃げましょ……って、あれ？」

　そこにあるはずの姿がない。慌てて周囲を見回せば、すぐ傍でマントが翻る。

　飛び込んできた光景に、クレアは絶ぜつ句くした。

　何を思ったかアドルフは、いまになって炎の方へと駆け出していたのだ。

「ちょっとアドルフ！　そっちは危ない！」

「うるせえ、お前はさっさと行け！　邪魔だ！」

　突き放すような言い草だった。何故と問い重ねそうになるが、理由はすぐに分かる。その背が目指す炎の向こう側に、取り残された黒服の少年の姿があったのだ。

　燃え盛さかる熱にぐるりと囲まれた少年は、途と方ほうに暮れたように座り込んでいた。

　こちら側はまだ火の壁が薄いものの、超えられるはずがない。しかしアドルフはその炎に向け走っているのだ。

　飛び込もうとしている。

「……っ！」

　クレアは再び制止の声を上げたくなるのを堪え、すぐさま視線を巡めぐらせた。目に入ったのは、少年を取り囲んだ炎のすぐ傍に転がっている樽だ。それは、黒服たちが側面についた蛇口から水を注いでいたものである。

　蛇口を捻ひねる程度では間に合わないだろうが、クレアはいちかばちかで銃を構えた。一度、二度と銃声が鳴り、驚いた人々の悲鳴が上がる。

　銃じゆう弾だんに弾かれた樽の箍たがが歪み、側面からじわりと水が漏もれた。炎がいっそう吼ほえ猛る。クレアは焦りを抑おさえて狙いを定め、もう一度同じ場所に弾たまを撃ち込んだ。

　やっとのことで樽が爆ぜ、噴き出した水が炎の壁を少しだけ食い潰つぶす。それと同時、アドルフはマントについたフードを被かぶり、炎の中に踏み込んだ。

　思わず目を覆いそうになるが、アドルフはそのまま熱の内側へ飛び込んで少年の首根っこを摑んだ。庇かばうような形で抱き上げると、すぐさま火の壁を潜る。

　見ていられたのはそこまでだ。

　考えるよりも先に銃を捨て、クレアも駆けた。両手を伸ばし、「アドルフ！」と名前を呼んで、水により幾分炎が搔かき消えた境さかい目めから手を伸ばす。アドルフの腕を摑み、熱の中から引きずり出した。

　少しでも炎から遠い場所へ。

　重心が崩れ、ふたりで転ぶ。この場所にも既に頰が焦げるのではないかというほどの熱風が吹いているが、耐たえられないほどではない。

「おい餓鬼、あとはてめーで歩け！」

　言い捨てたアドルフが少年の腕を摑む。クレアも立ち上がり、彼らを手助けした。

　乗客全員が避難船へと乗り込み、帆を張ったのは、それからしばらく経ってからだ。





[image: ]






「──本当に何処にも怪我はない？」

　甲板へ正座をしたクレアは、幾度も向けた質問をもう一度アドルフに重ねた。

　手摺りに背を預けていたアドルフはマントの留とめ具ぐを外し、そのところどころについた焼け跡を確かめていた。だが、繰り返される問いへ面倒臭そうに眉根を寄せる。

「お前な、さっきからしつこいんだよ。こっちは疲れてんだ、大人おとなしくしてろ」

「しつこくてもいいからちゃんと見せてよ」

「うっせー触さわんな」

　クレアが手を伸ばすと剣を半分ほど鞘から抜き、威い嚇かくするように睨んでくる。その様子ときたら手て負おいの魔物にそっくりなので、仕方なく溜め息をついた。不毛なやり取りはとても目立っているのだが、そんなことを気にもしないアドルフはわざとらしく白い目を向けてくる。

「大体お前男だったのか？　なんでこっちの船に乗ってんだ」

「しょうがないでしょ！　向こうの船に逃げる時間がなかったの！」

　叫んだ瞬間視線が刺さり、もごもごと俯うつむいた。クレアは正座の姿勢を崩し、後ろの方を振り返る。

　遠くの紺色の中へ、ぼうっと橙だいだいの光が見えた。船はいまも炎を上げ続けているようで、逃げ遅れた人がいたらと想像するだけで鳥とり肌はだが立つ。

「あの男の子にも、怪我はなかったみたい」

　アドルフのお陰だ。炎の中に飛び込むなど本気で無茶をしたものだが、そうしなければ助けられない命だったかもしれない。

「……もうひとつの船にも、乗客は無事に乗り込んでたか」

　珍しく騎士らしい問いに頷くと、アドルフは静かに目を伏せる。青色の双眸にはなんだか寄よる辺べない感情が宿っているが、流石にくたびれたからだろう。

　クレアも今日は心底疲れた。特に、アドルフが炎に飛び込んだところでどっと消しよう耗もうしたような気がする。

　けれど同時に安堵もしていた。

　アドルフが人を助けたことが、説明のしようもないほどに嬉しかったのだ。

「あの子を助けてくれてありがとう、アドルフ」

　脈絡のない言葉を告げると、案あんの定じよう訝いぶかしそうな顔をされる。

「なんでお前が礼を言うんだ」

「私にも不思議なの。でも、なんだかありがとうって言いたくて」

　ちっとも要よう領りようを得ない説明の所為か、露骨に眉根を寄せられた。クレアはせめてもと誠意を込め、彼の双眸を真摯に見据える。

「だって、人を助けるってとっても怖いことでしょう？」

　そう紡ぐと、アドルフが僅かに目を瞠みはった。

「助けることで自分が危ない目に遭あうかもしれない。死ぬかもしれない。間違えると助けられないどころか、ほかの人を巻き込むことだってある」

　クレアの信じる正義だってそうだ。

　魔物を護り、海賊を護る。そのために人々を盾たてにさえ取る。決意をしたと言ったって、恐れたことがないといえば噓うそになった。

「そんな中、あなたは迷わずに動いてくれた。いつも私にくだらないなんて言うくせに」

　クレアは彼の方へと指を伸ばし、その手に触れる。

　アドルフの形よい手の甲こうに、出来たばかりの火傷やけどが見えた。怪我がないなんて大きな噓で、紛まぎれもない痛みを落としているのだ。

「けれどそれでも、誰かを護ろうとしてくれた」

　それは心底尊とうといことだ。

　信じて祈いのり続けるより、ひたすら口にして敬うやまうよりもずっと、実行してみせることの方が難しい。言葉では否定していても、アドルフは結局人を護った。

　とはいえこんな言葉など、救いや正義を嫌うアドルフにはなんの意味もないのだろう。きっと毒どく舌ぜつを浴あびせられるだろうが、いまはどんな拒絶も罵りも素直に受け止められる。

　そう思っていたはずなのに。

「──……本当に、そう思うか？」

「え？」

　アドルフがぽつりと零した音は、決してそんな形をしたものではなかった。

「たとえ、あんなやり方でも」

　長くて綺麗な指が、クレアの手をきゅうっと握り返す。

　乾いた指同士が緩ゆるやかに絡からまって息を吞んだ。彼の手はこんなにも温かいのに、その触れ方にはさびしさの片へん鱗りんのようなものが見えたからだ。

「誰かを救うということは、価値があることだと、本当に思うか」

　それがあんまり無む防ぼう備びな問いだったので、クレアは瞬きを忘れた。

　向けられた声の弱さも表情も、何処か小さな子供のように寄よる辺べない。クレアが心の底から綺麗な色だと思う海色の瞳に、見たことのないたぐいの感情が宿っている。

　それはまるで、遠くにあってもう二度と戻らないものを見詰めるようなまなざしだった。

　言うなれば、なくした故こ郷きようなどに向けるようなさびしい目だ。そんな連想は思い違いに決まっているのに、胸の奥が締め付けられてやまない。

　クレアは繫いだ手に力を込め、真摯にその目を見返す。

「ええ」

　そうしてアドルフの指に触れたまま、想いの輪郭を口にした。

「そう思うわ」

　真っ直ぐに言う。

　心からクレアはそう信じる。誰かを護るということは、たとえどれほど怖くとも、何かを失うことがあっても選ぶ価値があることなのだと。

「……そうか」

　アドルフは小さく息をつき、手摺りに背中を預けて空を見上げた。長い睫毛に飾られた瞼まぶたが、ひどくゆっくりと閉じられる。

「──そうか──……」

　繰り返す言葉は独どく白はくのようだ。

　彼が口にした「あんなやり方」とは、本当に先ほど起きた船での出来事なのだろうか。気に掛かるが、いまの彼に尋ねる気分にはなれなかった。

　黙って俯き、どうしてか離す気になれないお互いの手を繫いだままでいる。

　次にこちらを見たアドルフの目に、それまでの言い知れない色はない。

「お前、船が揺れる直前に、一体何を『妙』だと言っていた？」

　ぎくりとする。

　考えないようにしていたことを揺り起こされた形だが、それでも話さなければならないだろう。目を逸らしきれない違和感に向き合って、口を開く。

「もしかすると、噓かもしれないの」

　クレアは顔を上げ、眉根を寄せたアドルフの手を再び強く握り締めた。

「……この事件では、ひょっとして、誰かが噓をついているのかもしれない」

　小さな声でそう落とす。

　遠くの海にはいまだ根深い大火が燻くすぶり、嫌な色しき彩さいの煙を生み出し続けていた。
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　魅み惑わく的てきな文字の綴つづられた背表紙が、書しよ架かに並んでいる。

　なだらかな昼下がり、塔とう内ないに据すえられたその図書館の大窓には柔やわらかく陽光が降り注そそいでいた。書架の前に立ったクレアは、国の資料として保管されている過去の新聞を広げている。

「結婚の報告から訃ふ報ほうまで、細かい情報が載っているのね。上う手まく使えば、略しよう奪ばいの参考になりそうだけど」

　言いながら、目的の日付ではないことを確認して元の場所に戻した。棚が充じゆう実じつしているのはいいことだが、利用者が多く手にとる所せ為いかちっとも順番通りに並んでいないのだ。次の新聞に手を伸ばしたところで、隣となりに並んだアドルフがつまらなさそうに言う。

「犯はん罪ざいの目もく論ろ見みなら俺のいねーとこでやれ。知ったら仕事しなきゃなんねーだろうが」

　そんなことをくあっとあくびをしながら言い切るものだから、呆あきれて肩を竦すくめた。

「職務怠たい慢まんね。やれば出来るけどやらないなんて性た質ちが悪いわ」

「うっせーな。騎き士しの前で悪わる巧だくみするお前もどうなんだ」

「そりゃあ常に勉強していないと、立りつ派ぱな海かい賊ぞくになれないもの」

「立派な海賊とやらは、正体を隠かくしたパーティー中に騒さわいだら撃うつなんて脅おどしはかけねー」

　そう言われ、ぐっと言葉に詰まる。

「……その件に関しては反省してるわ……」

　彼の言い分ももっともだ。

　クレアは先日、燃え盛さかる船の上で、逃げ惑まどう人々を止めるために銃じゆうを使った。

　当然有あり得えない振る舞いだ。海賊が貴き族ぞくや騎士のいる前で銃を手にし、従したがわなくては撃つと脅したのだから。こうしてクレアが牢ろう屋やの外にいられるのは、全員が大きな怪け我がもなく避ひ難なん出来たことと、イヴの取とり計はからいのお陰かげである。

『クレアさんは、皆さまのためにそのようなことをされたのですよね。決してご自身の正体が露ろ呈ていする危険を省かえりみない行こう為いではございませんと、わたくし信じておりますわ。箝かん口こう令れいを敷しくのにものすごく労力が必要でしたけど、大丈夫。クレアさんは今後、間違っても私の命令おねがいに背そむくことはないと信じておりますから』

　実ににこやかな表情だが、あれは決して本当の笑顔ではなかった。幼い王女が敢あえて見せた本音と建たて前まえの使い分けに対し、クレアは嫌いやな汗を搔かきながらも罰ばつを受け入れることになったのだ。

　その報むくいは、数日間の謹きん慎しんである。

　借り受けた船に乗ることは禁きんじられ、部屋に閉じこもったまま三日を過すごした。クレアに罰を与えつつ貴族の注目を少しでも逸そらす、効こう果か的てきな代だい償しようといえるだろう。一ヶ月という制せい限げんの中で試験を受けている以上、自由に動ける時間を失うしなうことは大きな痛いた手でだ。

　しかしクレアはいまも、あのとき取った行動が間違いだとは思っていない。

　それと同時に、だからこそ罰を受けて当然だとも考えている。守るべき決まりを破やぶることは、海賊船でさえ最もつとも重い罪つみだ。正しいことをしたと胸を張るからこそ、命令には従うつもりだった。

　そうして謹慎が解とけたいま、ようやく次の一歩を踏ふみ出したところである。

　とはいえ当然ながら、連れてきたアドルフを誤ご魔ま化かせるとも思っていない。なにも説明せず付き合わせるのは限げん界かいかと感じ始めたところで、あちらからも核かく心しんに迫せまる質問が飛んでくる。

「それで？　いい加か減げん、新聞を漁あさって何がしたいのか白はく状じようしろ」

　クレアは僅わずかに俯うつむいた。

　辺りを探り、近くの本棚には誰もいないことを確かめる。それでも慎しん重ちように小さな声で、あの夜に覚えた違い和わ感かんを話した。

「私、リトの証しよう言げんを聞いて、クイン・ローゼ号襲しゆう撃げき事件には『副船長』が反発している黒くろ幕まくがいるんだと思ってた。……だけど、妙みようなの」

　アドルフの視線を受け、クレアは顔を上げる。

「リトはあのとき、クイン・ローゼ号は朝のまだ暗いうちに出掛けたって言ったわ」

　起きるのが早く、眠たくて朝食を摂とれなかった。そのために母親と持ち場を離れ、厨ちゆう房ぼうで偶然鉢はち合あわせた副船長に攫さらわれたと言っていたはずだ。

「けれどウェルズ卿きようは、事件の前にクイン・ローゼ号の甲かん板ぱんにいる人の姿を見ている。もしもリトの言うように出しゆつ航こうが夜明けより前の暗い時間なら、擦すれ違ったウェルズ卿の船から甲板の人が見えるはずはないの」

　こうしていま、翌日の出港時刻が載っている新聞を捲めくっているのはそのためだ。

　つまるところ。

「ふたりのうち、どちらかが、噓うそをついている」

　アドルフは目を細めた。

　できることならば、確信が持てるまではイヴに報告したくない。躊ちゆう躇ちよが伝でん染せんした指で緩かん慢まんに新聞を選んでいたのだが、やがて目的の日付を見付けてしまう。

　クイン・ローゼ号が出航する前日の新聞だ。

　爆はぜる心臓を押さえ、ゆっくりと文字を辿たどる。そこに記しるされていたクイン・ローゼ号の出港時刻は、午前九時。

「とうに日が昇のぼった時間だな」

　手元を覗のぞき込んで来たアドルフが、さしたる興味もなさそうな声音で言った。

「……でも、リトが噓をつく理由はなに？」

　クレアは嫌な寒さむ気けを振り払はらうようにして、自みずからに言い聞かせる。

「あの子は元々クイン・ローゼの使用人だったんだから、素す性じようはそのときに調べて雇やとったはずよ。今回だって、お城の洗せん濯たく係がかりに推すい薦せんしたらすぐに採さい用ようされたんだし」

「逆にそれが怪あやしいんじゃねーのか。考えてみりゃ、身寄りのない餓ガ鬼キがどうして容易たやすく城に迎え入れられるんだ？」

　思わず新聞を握にぎり締しめてしまった。紙面へ僅かに皺しわが寄るが、緊きん張ちようが解とけない。

　あの子供はクレアに向けて、怖かったと泣いていた。何度も繰くり返し紡つむがれた「ありがとうございます」という言葉を疑いたくはない。

「甘あめェんだよ、お前は」

　辟へき易えきした声でアドルフが言う。

「あの餓鬼自身に他意がなかろうと、その裏は分かったもんじゃねえ。犯罪者が餓鬼を利用するのはよくあることだ。海賊おまえが知らないとは言わせねえぞ」

　そんなことは分かっている。アドルフの正しさに反論できないクレアは新聞を閉じ、書架に戻しながら決けつ然ぜんと言った。

「──どうせなら、信じるために動きたいわ」

「なんだって？」

「リトの素性は調べるつもりよ。でもそれは、疑うからじゃなくて信じるためにするの」

「偽ぎ善ぜんだな」

　突き放すような言い方にむっとして、青い瞳ひとみを見上げる。

「どうしてそんなに信じることを否定するのよ！」

　アドルフは何も言わず、代わりに射い抜ぬくような強いまなざしをクレアに注いだ。

　彼はやはり、心の底から信頼や助けることを否定しているのだ。先日のパーティーの夜、炎ほのおの中から少年を救ったときは、少しだけ違う意志が垣かい間ま見えたような気がしたのに。

　沈ちん黙もくが広がる。

　けれどもそこから一いつ拍ぱく置いて、ひそひそと話し声が聞こえてきた。嫌な予感がしてそうっと目を向けると、少女たちが本棚の陰からこちらを見ている。

「きゃああっ、あれがアドルフ様なのね！　私、初めて本物を見たわ！」

「城下じゃ滅めつ多たにお目に掛かれないわよ。あの子、あんなに近くで見詰め合って……！」

　見詰め合っているのではなく絶ぜつ賛さん睨にらみ合っているのだが、彼女たちの目は節ふし穴あななのだろうか。アドルフがじとりとした半目になり、クレアも慌あわてる。

「ちょっと、なによその顔！　こっちだっておんなじ顔したいんだからね！」

　言えばアドルフは気だるそうに手を動かし、野の良ら猫ねこを追い払うような仕草をした。

「もういい。面めん倒どう臭くせェから入り口にあった椅い子すで寝る、好きに調べとけ」

「寝るって見み張はりはどうするのよ」

「知らねー。なにかあったらお前の仲間を処しよ刑けいする、それでいいだろ」

「あなたほんっと職務怠慢よね！」

　しかし、アドルフから向けられた言葉は、考えようによっては大きな変化かもしれない。

　試験が始まった当初は「お前が仲間の命を見捨てて逃げてもおかしくない」などと言われていたのだから、クレアにとって仲間の命が枷かせになることを認めてはくれたのだろう。

　けれど、腹立たしいのに変わりはない。

「分かったわ、さよなら」

　クレアはドレスの裾すそを翻ひるがえし、新聞の保管棚を後にして歩き始めた。

　本当は、アドルフが先日の船上で負おった火傷やけどが痛んだりしていないのか気き掛がかりではある。そんな怪我など日にち常じよう茶さ飯はん事じだろうが、手当てはちゃんとしたのだろうか。少し離れた場所から振り返ると、アドルフもちょうどこちらを顧かえりみたところだった。

　視線が重なってどきりするけれど、明らかに舌した打うちをしたと思われる仕草に心配を悔くいる。クレアはひとつ息をつくと、館内を自由に回ることにした。

　実のところ、図書館に来た理由はもうひとつある。

　それは、このノストリー島とう近辺に魔ま物ものが頻ひん出しゆつしている状況について調べるためだ。

　闇やみ市いちで出たグリフォンや、パーティーの夜に船の下を潜くぐったクラーケン。この島へ最初に来たときに出現した竜りゆうだけは「例外」だが、それを除のぞいても多過ぎる。

　魔物に関する棚に行けば、なにかしらの資料はあるだろうか。

　そう思し案あんしながら辿り着いた本棚の前には、十代前半の少女が立っていた。

　細い手足には、痛いた々いたしい包ほう帯たいが巻かれている。彼女は背伸びをし、片手で本を取ろうとしているのだが、それでもなかなか届かないのは傷きずが痛むからだろう。

　近くには踏み台もなく、難なん儀ぎをしている様子だ。クレアは少女の傍そばに歩いてゆくと、書架から本を抜いて彼女に差し出した。

「はいこれ、どうぞ」

　微笑ほほえむと、少女は慌てて「すみません」と声を上げる。

　どうやら薬草の匂においを気にしているらしく、不自然に遠い位置からおずおずと手を伸ばしてきた。気遣いながら本を渡したとき、少女が選んだ本の題名に初めて気が付く。

「魔物から身を護まもる術……？」

　赤色の文字が、はっきりと表紙に刻きざまれていた。

「……このところ、魔物が出たという噂うわさが、とても多いですから」

　少女は静かに頭を下げると、足を引きずるようにしてクレアに背を向ける。無言の拒きよ絶ぜつを感じて取り残されたクレアは、少女が眺ながめていた魔物関連の本棚を見上げた。

　並んだ題名から予想出来る内容は、クレアが想像した生せい態たいの記き録ろくではない。どれもこれもが魔物の弱点を記すものや、危険な種類に関する警けい告こくのたぐいである。

　魔物は危険な生き物で、あらゆる人間に害がいを及およぼす。子供でも知っていることで、魔物を救いたいクレアが異い常じようなのだと、そんなことは分かっている。

（……けれど、助けてくれた）

　深呼吸をする。

（だから、私は）

　くちびるを結ぶと同時、予よ期きせぬ声が落とされた。




「──魔物ってとっても怖いよねえ」

「きゃあっ！」




　慌てて一歩後ろに退ひき、ドレスの中に隠した舶はく刀とうを確かめる。いつでも抜けるように身み構がまえたのは、声が真上から降ってきたためだ。

　こともあろうに声の主ぬしは、見上げた本棚の上にいた。

　真っ白い髪をふわふわと跳はねさせた青年が、頰ほお杖づえをつく格かつ好こうで寝そべっているのだ。中性的な顔立ちに笑みを浮かべつつも、猫ねこを思わせる伸びやかさで目を細める。彼が遊ぶように脚あしを曲まげると、ゆったりとした白いローブの裾が泳いだ。

「あ、あなた、そんなところで何やってるの？」

「え？　見ての通りお昼寝。図書館って静かで人もいないでしょ？　うってつけなんだ」

「本棚の上にいる人なんて、どんな環境選んでもそうそういないと思うけど！」

　追求するべきところはそこではないと分かっていつつも、思わず言葉を買ってしまった。青年はいっそう笑みを深くして、血を透すかしたような赤色の目を細める。

　纏まとうローブは上等であるし、白い肌からとても労働階級の人間には見えない。しかしこの不ふ遜そんさと眠る場所の選び方は、一言に貴族と言い切るにも難むずかしかった。
















「あなた何？　不ふ審しん過ぎるのだけど」

「えー、そんなに不審かなあ。僕？　僕はね、そうだなー……」

　青年は本棚から少し身を乗り出すと、すうっと宙ちゆうを指でなぞった。ある一点で指先を止めると、もう一度クレアに笑い掛ける。

「──僕はシュガーっていうんだ。よろしく！」

　振り返ってみれば、先ほどこの青年が指で示した本棚には「砂糖シユガーを使った美お味いしいお菓か子し」といった本の背表紙が並んでいる。明らかな偽ぎ名めいの上にそれを隠す気もないようで、平へい然ぜんと人差し指を向けてきた。

「君も魔物が嫌きらいなの？　僕は結けつ構こうあいつらのこと、興味深いって思うんだけど」

　ふわりとした微笑みに、クレアは目を細める。

「変だよねえ。危ないし見た目が気持ち悪いし、どうしてこの世界に存在してるんだろ。みんなに疎うとまれてるのにそれでも生きてるなんて、不思議だなあ」

「『人に疎まれて、存在する理由が分からないから』生きてるのは変なんて、すごく傲ごう慢まんな考えだわ」

　極きよく力りよく淡たん々たんと言葉を返せば「へえ」と興味深そうな微笑みが向けられた。

「一体君はどんな理由があって、そんな目で僕を見るのかな？　魔物のために怒るなんて変だよね。そんな変わり者も気持ち悪いから、とっても嫌けん悪お感かんがあって興味深いよ」

　シュガーは両手で頰杖をつくと、その中性的な顔立ちに少女めいた笑みを浮かべる。

「知りたいな。みんなと違うことをしようって人は、どんなつもりでいるんだろう？」

　シュガーの右手がローブのポケットに伸び、何かを取り出す。

　それは一本の望ぼう遠えん鏡きようだった。彼の髪と同じ白色で、金の装そう飾しよくが施ほどこされている。何な故ぜ室内でそんなものを取り出したのかは分からないが、彼はぱちりと左目を瞑つむって覗き込んだ。そのままレンズをクレアに向けるものだから、見み透すかされそうな気分になって身構える。

「教えてよ。君はどんな『奇き妙みようで奇き怪かいで気持ち悪い』を持っているの？」

　やんわりと笑うシュガーの穏おだやかさは、却かえって得え体たいの知れない違和感を生んでいた。

「奇妙で奇怪はあなたじゃないの？　なんでもない人は普通、本棚の上で寝たりしないわ」

「それじゃあ僕と仲良くしようよ。普通じゃない者同士、楽しくやろう」

　友好的なのに不審な提案を不安に思うと同時、なんだか外が騒さわがしいことに気付く。傍の窓から大きな鳥の羽音がし、暴あばれるような音に向けて幾いく人にんかの怒ど鳴なり声がするのだ。

　外でなにかが起きているらしい。

　しかし、シュガーはまったくその喧けん噪そうを気に掛けてはいなかった。望遠鏡に指を当てて調整するような仕草をしつつ、クレアからレンズを外はずさず言う。

「聞いた話だけど君、船上パーティーで貴族たちに向けて銃を撃ったんだって？」

　くすくすという軽やかな笑い声が上がった。

「知ってる？　あの夜のこと、火事なんかよりも銃声の方がずっと心の傷になっている子供がいるんだよ。その子はいまでも夜になると思い出して泣くんだって、可か哀わい想そうに」

「……っ」

　心底楽しそうな声音を向けられ、クレアはずきりと胸が痛むのを感じる。

「燃える船の上、大人さえ悲鳴を上げていて、逃げたいのに君に脅されて動けなかった。あはっ、銃じゆう口こうまで向けられてさあ！　どうしてこんなことするのって思っただろうね！」

　心臓が早はや鐘がねを打ち始めた。クレアはぎゅっとドレスの裾を握り締め、自分自身に言い聞かせる。

（だって、仕方がなかったんだもの）

　あの場では、ああするほかになかったのだ。

　船上はひどい混乱だった。自分の出来る限りのことをし、その結果救うことが出来た。たとえそれが、どんなに卑ひ劣れつな手しゆ段だんだろうと。

（護りたいものを護ることが、私の正義……）

　ずっと昔に決めたのだ。そう考える頭の隅すみで、まったく別の考えが頭を擡もたげる。

『本当にそうなのだろうか』と。

「護ることが出来るなら、手段はどんなものでもいいの？」

　シュガーが、クレアの思考を読んだような言葉を落とす。

「護れたって結果を免めん罪ざい符ふにして、自分は正義の味方のつもりでいるだろう。君の所為で傷付いて、毎まい晩ばん泣いてる子供がいるのに！　下へ手たくそな護り方は害がい悪あくだよ。二週間前にこの港が海賊に襲おそわれたんだけど、あのときの王女の船キング・リゼルグだってそうだ」

　シュガーは身を起こし、マストの上から海を見張る海賊のような自由さで本棚に腰掛け直すと、両足をゆらゆらと揺らしつつ言った。

「襲ってきた海賊船と竜に対し、キング・リゼルグが大たい砲ほうを撃った。まったく馬ば鹿かな話だよね、民たみを護る国の船が！　その大砲、港の傍にある学校の建物に当たってさあ」

　何も答えられないクレアに、シュガーは続ける。

「子供の怪我人がたくさん出た。さっきここにいた女の子もその被ひ害がい者しやだね」

「！」

　さきほどの、包帯を巻いていた少女のことだ。

　強い薬草の匂いがした。それを恥はじらうようにいなくなった少女の顔が、痛みに歪ゆがんでいたことを思い出す。

　クレアの所為だ。

『護りたいものを護る』というクレアの正義によって、深く傷付いた人がいる。

　それでも貫つらぬくと決めたはずなのに、胸の内側に沸わき上がるこの不安はなんだろう。

　思いの裏側へ燻くすぶりそうになるものの正体を、白色の青年が口にする。

「君はただ、護るための正義って言葉を免罪符にしているだけじゃないの？」

　やめてと声を上げそうになる。

　咄とつ嗟さに耳を塞ふさぎたくなり、くちびるを結ぶことで耐たえた。それなのに、シュガーの声はねじ込まれるようにしてクレアの脳を揺るがす。

「君は救うために行動なんてしてないよ。救ったという事実で正せい当とう化かして、それで心を守っているだけだ。何かを護ることが出来る人間だって、自分に価か値ちを見み出いだしたいだけ」

　目を瞑る。

　指が冷え、背せ筋すじが粟あわ立だつ。クレアのことを知りもしない他人の否定なのに、深く心臓へ突き刺さったような心地ここちがした。さあっと体が冷たくなるのに、嫌な汗が首くび筋すじを伝う。

「醜みにくくて残ざん酷こく、綺き麗れいごとばかりのお姫さまみたいだな。正義なんて聞こえの良い言葉で自分を護って、ふふ」

　幼くも大人おとなびても見える蠱こ惑わく的てきな表情で、シュガーが両手を広げる。

「そうやって、自分が認められるため『だけ』に誰かを護り続ければいい。そうすれば君も僕と同じ、アドルフ・フォードに殺されるべき人間のひとりになる」

　何故そこでアドルフの名前が出るのだろう。

　疑問に思いはしたものの、尋たずねるような余よ裕ゆうはなかった。

　海賊仲間を救いたいのも、魔物を助けたいと願い続けているのも、ほかならぬクレア自身の意志のはずだ。心からの本心だ。

　それなのに、シュガーの言葉がとても怖い。

　震ふるえるほどに怖いのだ。

　彼の言葉を聞きたくなかった。聞きたくないと思うことこそが、指摘を自分で認めるのと同じであるような気がした。

　己おのれの掲かかげた正義が揺らぐ。違う、そうではないと混乱し、思わず絨じゆう毯たんに座り込む。

　そうじゃない。

　クレアが望んでいるものは。

　滲にじむ視界の中で、声が聞こえた。

「──何をしてる」

「！」

　顔を上げる。

　それは掠かすれるほどに低く、不ふ機き嫌げんそうな意味合いを含んでいるものの、実によく通る声だった。赤い絨毯の向こうには、渋じゆう面めんを作ったアドルフがいる。

　その冷たいまなざしを、率そつ直ちよくにクレアへと向けていた。

「や……」

　来ないで。

　そう願う暇いとまもなく、真まっ直すぐに歩み寄ってきたアドルフに手首を摑つかまれる。慌てて豪ごう奢しやな本棚を仰あおぎ見るが、青年シユガーは姿を消していた。

「ぼけっとしてんな、帰るぞ」

　アドルフは少しだけ目を伏ふせて、座り込んだクレアを見み遣やる。

「外に厄やつ介かいなのが出た。怖おじ気け付づいた町民共に担かつぎ上げられるのは面めん倒どうだ、早くしろ」

「厄介……？」

「魔物のお出ましだ。どういうわけか知らねーが、このあいだに続いてグリフォンだと」

　頭の中がずきりと痛んだ。

　先ほど落とされたシュガーの声が、脳の内側でぐらぐらと煮える。免罪符、言い訳と称しようされたものが巡めぐり、みぞおちの奥が燃えるように熱い。

「あの大きさじゃまだ餓鬼だ、ほかの騎士で十分殺せる。さっさと城に戻……」

「……けなきゃ」

「あ？」

　どうすればいいのか分からない。

　何をするのが正しいのか、悪あく事じなのかさえ曖あい昧まいだ。

　けれど。

「助けなきゃ……」

　アドルフに摑まれた腕をほどくようにして、そのままゆっくりと立ち上がった。だが、すぐに再び腕を取られる。

「おい、何やって」

「助けるの。偽善でも言い訳でもなんでもいい、私はみんなを助けなきゃ、じゃなきゃ」

　仲間のことも魔物のことも、見過ごすなんて出来ない。

　彼らは生きる意味をくれた。クレアの信じるものを、過ごす場所をくれたのだ。

「それが出来なきゃ、私が生きている意味なんてない！」

　アドルフの手を退しりぞけ、ドレスを翻して絨毯の上を駆かけた。クレアはそのまま大きく窓を開け、身を乗り出す。

「馬鹿！　飛び降りでもする気か！」

　制せい止しの声など関係ない。

　見下ろした塔の真下には多くの騎士と、中央に囲まれた一匹の魔物がいる。鳥の頭と獅し子しの体を持つ幼いグリフォンは、騎士たちに剣を向けられて塔の壁面へ追い詰められていく。体を縮め怯おびえるさまは、幼い日のクレアとおんなじだ。

「おいで、グリフォン」

　殺させはしない。

　いまだ混乱する思考の中、それだけを思って手を伸べた。

「おいで！」

　グリフォンがぴくりと首を擡げる。震える体で、光の消えそうな双そう眸ぼうでクレアの方を見る。

　もう一度くちびるで「おいで」と唱となえた次の瞬間。

　開け放した窓の全面を、翼つばさの影が覆おおった。

　クレアはぐっと歯を食いしばり、中型犬ほどの大きさをしたグリフォンを受け止める。たちまち竜たつ巻まきのような風が舞い、抜け落ちた羽が渦うずを巻いた。

　自身の声で『呼んだ』魔物の体を、力一杯に抱き締める。

「お前──……」

　瞠どう目もくしたアドルフが、何かを悟さとったように目を細めた。人には懐なつかない、意志の疎そ通つうが出来るはずもない魔物を『呼んだ』クレアに向けて視線を注ぐ。クレアは深く俯き、彼のまなざしから目を逸らした。

　これが、クレアの持つ最大の秘ひ密みつだ。

　その力を前に、アドルフは一体何を思っただろう。

　現れた魔物を敵てき視しするだろうか。それを呼び寄せたクレアを化け物と呼び、嫌悪感をいだくだろうか。

　彼と戦うのは至し難なんの業わざだろうが、戦わなくては逃げられない。クレアは隠していた舶刀の鞘さやを摑み、しゃんと音を立てて引き抜いた。

　その切っ先をアドルフに向け、片手でグリフォンを支える。

　迫せり上がる感情が潤うるみ、どうしてか視界を滲ませた。それでも、真っ直ぐにアドルフを睨み付ける。しかし。

　次の瞬間、彼が取った行動に息を吞むことになった。

　あろうことかアドルフは、そのままクレアの腕を摑んだのだ。軋きしむような痛みに顔をしかめるが、有う無むを言わせない声が飛んでくる。

「来い」

　乱らん暴ぼうに腕を引かれたが、不思議と暴ぼう力りよく的てきな印象は受けない強さだった。

「な、なに？」

「いいから走れ！」

　何故と尋ねる暇もない。クレアはアドルフに手を引かれ、魔物を抱かかえて駆け出した。

　アドルフの綺麗な手が彼自身の首元へ触ふれたと思ったら、留とめ金がねを弾はじいてマントを外す。それを投げ付けるような乱暴さで頭から被かぶせられ、その意図に気付いて驚いた。

　まさか、クレアと魔物を隠してくれるというのだろうか。

「とろとろしてんな馬鹿、俺にこの場で抱え上げられてーのか！」

「そ、それは嫌！」

「じゃあさっさとしろ！」

　クレアはぎゅっとくちびるを結び、手を引かれるままに走る。途中で図書館の利用者や職員たちが驚きよう嘆たんの声を上げたが、マントのお陰で魔物には気付かれていないようだ。

　そのまま図書館を抜け、街がい路ろの路ろ地じ裏うらに飛び込んだ。後ろの方で騎士の怒鳴り声らしき大声が聞こえるも、振り返る勇気はない。恐きよう怖ふがどんどん追い掛けて来て、走っても走っても逃げ切れないでいる。

（どうしよう……）

　怖い。

　さまざまなことが怖いのだ。

　魔物を『呼ぶ』のを見られてしまったことや、恐らくアドルフに気付かれたこと。

　何よりも、そのすべてを怖いと思っている自分自身こそが恐おそろしい。魔物を助けることが出来たのに、保ほ身しんが浮かんでしまう。

　結局のところは、クレアの自己満足だったのだろうか。

　助けられて嬉うれしいとか、安心しただとか、そういう気持ちよりも先に恐怖が滲むことなど初めてだった。冷たくなった足がもつれる所為で、なかなか前に進めない。

　しばらく走って路地裏を抜け、裏通りに積まれた木箱の陰でようやく手を離される。クレアはその瞬間、グリフォンを抱えたまま石いし畳だたみに座り込んだ。

　潮しおの香りがするが、大好きな海の気配もいまは余よ所そ事ごとのように感じられる。腕の力を緩ゆるめると、マントにくるまれて震えていたグリフォンの雛ひなが我に返ったようにもがいた。

　鋭するどい爪つめに引ひっ搔かかれ、手の甲こうに痛みが走る。

　赤い雫しずくの線が一ひと筋すじ生まれたものの、こんなことは慣れっこだ。助けた魔物はいつも、クレアが『呼ぶ』のを止めた途と端たんこうして元の遠い存在に戻る。この雛も例外ではないらしく、じりじりと後ずさって路地の行き止まりに蹲うずくまった。

　獅子の体にも鳥の頭にも、出来たばかりの生なま々なましい傷がある。それでも命だけは救うことが出来たはずなのに、クレアはまだ怖いままだ。

　座り込んで肩で息をするクレアに向け、舌打ちしたアドルフの手が伸ばされる。

　反はん射しや的てきに体が強こわ張ばった。今度こそ捕とらえられるのだと身を竦めたのに、予想していたのとは異なる衝しよう撃げきが訪れる。

　アドルフの腕に、ぎゅうっと強い力で抱き締められたのだ。

「……っ？」

　思わぬ行動に目を丸くした。

　アドルフは何も言わず、覆い被さるようにしてクレアの背中に腕を回す。驚いて見上げるも、騎士の手が抱き寄せてくる力は強引だ。流石さすがにもがこうとしたが、通りから怒ど声せいが聞こえてぎくりと心臓が強張った。

「こっちに逃げたはずだ、見み失うしなうな！」

　息を詰めたクレアの体を、アドルフの腕がいっそう強く抱き締める。

　隠してくれたのだ。その振る舞いが躊躇のないものだったから、クレアも思わず縋すがり付いてしまった。

「魔物を仕し留とめ損そこねたら王女殿でん下かに申し訳が立たんぞ！　探せ、探せ！」

　路地と木箱の陰に身を潜ひそめ、互いに固く抱き合って口をつぐむ。体が震えるのを認めたくなくて、アドルフの肩に額ひたいを押し付けた。

　やがて騎士の足音が遠ざかってからも、腕の力を緩めることが出来ない。

　クレアはアドルフの敵なのに、護られるのは違うと思った。

　いくら自分なりの正義を語っても、シュガーの言う通りクレアは悪あく党とうだ。幼いころから変わらない、なんの価値もない人間だった。

　誰かの温かい腕に護られて安心するなんて、虫が良すぎる話ではないか。

「どうして、隠したの……」

　アドルフの背に腕を回したまま口にする。

「……別に」

　少しだけ掠れたアドルフの声が、耳の傍で淡々と紡がれた。

「ただ、いま優先するべきはお前の話を聞くことだと判はん断だんした。それだけだ」

「話を聞くって、何故」

　クレアがやってみせたことは、言い逃のがれをするまでもなく異常なことだ。

　魔物を呼んでそれを庇かばい、騎士に剣を向けた。とても許されないことだろうに、アドルフは呆れを含んだ溜ため息いきをつく。

「あのな」

　ゆっくりと互いの体が離れた。

　眇すがめられた青の瞳が、クレアを見下ろすようにして覗き込む。次ついで、ミルクティー色の横髪がくしゃりと握り込むようにして搔かき上げられた。

「お前が、泣きそうになってるからに決まってんだろうが……」

　言葉をなくす。

　だってクレアが泣くことは、アドルフに関わりのあることではないはずだ。それなのに何故、あやすような仕草で頭を撫なでてくれるのだろう。

　そんなにやさしい指で、髪を梳すいてくれるというのだろうか。

「理由を話せ」

「！」

　核心に迫る言葉を投げられ、思わずアドルフから目を逸らした。

「お前、その魔物に何をした？」

　先ほどまでの恐怖が蘇よみがえる。色んなことが怖くて、けれど何ど処こか投げやりな気持ちにもなってしまう。

　もう、どうなってもいい。とうとうそんな気になって、本当のことを口にした。

「──呼んだのよ」

　クレアは俯き、グリフォンに傷付けられた自分自身の右手を握り締めた。

「おいでって呼んだの」

　アドルフが押し黙る。

　こんなことを真面目に語ったとして、笑い飛ばされるのが定じよう石せきだろう。魔物は人に懐かないし、人の意思など通じはしない。自然災さい害がいと同じ脅きよう威いのはずだ。

　けれど、それがクレアの力なのだ。

「どうしてかは分からない。だけど私が呼びかけると、魔物は傍に来てくれるの」

　それは小さな子供のころ、餌として船から放り投げられたときに芽生えた力だった。以来、彼らはずっと自分の呼び掛けに応こたえてくれるのだ。

　クレアの声は、魔物を呼ぶ。

「船上パーティーの夜、船の下に出たクラーケンもお前の仕し業わざか？」

　尋ねられ、力なく首を横に振った。

「あの子は、違う。私の力には『そこにいることを知っている魔物しか呼べない』っていう、決まりがあるの」

　その制限も分からないことのひとつだが、アドルフにとっては些さ事じだったらしい。

「闇市に出たグリフォンは？」

「最初に現れたのは偶然よ。でも、囮おとりになった私を迷わず狙ねらったのは、呼んだから」

「なら、お前たちがこの島に来た日、港に現れた竜はどうなんだ」

　くちびるを結んだ。

　それを肯こう定ていと判断してか、アドルフが浅い溜め息をつく。

「どういうつもりで手を出した？　魔物なんてもの、一体何に利用するつもりでいる」

　先ほどのシュガーの言葉が脳のう裏りに巡る。

　醜い、汚きたない、「護る」などと正当化された正義。甘やかな声は、足あ搔がいても逃のがれられない蜘く蛛もの糸のように不安をきりきりと絞しぼり上げた。

　けれど、望んだ事実は変えられない。

「……助けたかったの」

　小さな言葉を落とせば、アドルフの声が一段と低くなる。

「なんだって？」

「前にも言ったでしょう。小さいころ、船から海に投げ捨てられたって」

　そう告つげると、アドルフが少しだけ目を細めた。

「私は魔物の餌えさにされたの。海は底がなくて、とても暗くて怖かった。そんな中、沈んでいく私を魔物が助けてくれた」

　クレアが語って聞かせるのは、夢物語のような話である。人を襲う存在であるはずの魔物が人を救うなんて、御お伽とぎ噺ばなしですら描かれることはない。

「だからお前も魔物を助けると？」

　その声音に不思議と責せめるような響ひびきはなく、却ってクレアの胸を締め付けた。

「分かってるわ」

　石畳に目を落としたまま、クレアは俯く。

「分かってる。それがどんなに馬鹿なことか、助けた結果どんな未来がほかの人に訪れるかなんて分かってるわよ！　魔物は害がい獣じゆうで人を殺すことがある、魔物を護るために私たちの船が、私自身が誰かを傷付けている。それでもって、決めたのに、なのに」

　体が震えそうになり、自分自身をぎゅっと抱き締める。

「どうして怖いの……？」

　指先が冷たくて凍こごえそうだ。

　怖くてたまらない。自分の正義として掲げたものがほかの誰かを傷付けている事実や、その正義さえも自分のためかもしれないという疑念が色いろ濃こい恐怖のあぶくを吹く。

「……何をぐだぐだと、言い出すのかと思えば」

　呆れたような溜め息が漏もれた。

　不意に力の込もった手がクレアのおとがいを摑み、顔を上げさせられる。

「当たり前だろうが」

「！」

　海色の目に見み据すえられ、動けなくなった。

　飾り気のないそれは、紛まぎれもなく彼の本心だったのだろう。その証しよう拠こに、紡がれた言葉はそれだけでは終わらなかった。

「闇市の晩、お前は俺に信じられるのが怖いのかと聞いたな」

　確かに告げたのを思い出し、クレアは彼を見上げたままひとつだけ緩ゆるやかな瞬まばたきをする。

　あのときのアドルフはそれを否定した。けれど、いまはそれとおんなじくちびるで、「思い上がるな」と言い切るのだ。

「確実に護り続けるなんざ、どんな英えい雄ゆうにも出来はしない」

　クレアの輪りん郭かくに触れていたアドルフの指が、ゆっくりと離れていく。

「出来もしないことを望まれて、しくじれば誰かが傷付いて死ぬ。そんなことが怖くない人間が、いるわけねーだろ」

　戦争の英雄は目を細める。

「──俺は、いまでも恐ろしいよ」

　アドルフから落とされたものに、クレアは言葉をなくした。

　吐と露ろされた感情に虚きよ偽ぎはなく、彼の瞳は透すき通ったままだ。クレアを覗き込むように視線を合わせたまま、言葉を続ける。

「戦争が終わる直前、俺は戦場から船で引き揚げてきた。船にはほかの騎士や家族が合わせて八百人は乗っていたが、敵国の生き残った騎士たちにその船を襲われた」

　数日前、パーティーで会った少女たちもそんなことを言っていた。

　五年前の終戦直前、国こつ境きようから撤てつ退たいするシェランド国の船が敵国に襲われたが、当時十六歳だったアドルフの『英えい断だん』によって犠ぎ牲せい者しやは十名にも満たなかったのだと。

「砲ほう火かで燃え上がった船には、年の離れた俺の妹も乗っていた」

　告げられた言葉に、嫌な予感が迫る。

　恐らく予感は間違っておらず、アドルフが自じ嘲ちようを浮かべた理由でもあるのだろう。

「取れた手段は結局のところ、敵国の船に乗り込んで騎士を皆殺しにし、そのまま乗客を避難させるって陳ちん腐ぷなものだ。船をつけて向こうに乗り込み、死しに物もの狂ぐるいで相手を斬きった。終戦間ま際ぎわの連中の戦力なんざたかが知れていたが、それでも、間に合わなかった」

　青い双眸が、遠き日の何者かに対する憎にくしみで細められる。

「乗客を逃した敵国の船に炎ほのおが燃え移る寸前、まだ残されていた妹のドレスに火がついた。妹のもがく姿が見えて、聞いたことのない泣き声が響いた」

　耳を塞ぎたくなるのを必死で堪こらえ、クレアは真っ直ぐにアドルフを見詰め続けた。

「それを目にしておきながら、船同士を固定していたロープを俺自身の剣が斬ったんだ」

　言い切った彼の声音は淡々としていた。

　乾いていて、少し掠れた声だった。犠牲者十名未満という英雄譚たんの裏に紛れもなく失われた命ものがあったことを、クレアは改めて思い知る。

「妹は最後まで俺を信じていたらしい。俺がいればみんな救われる、絶対に助けてくれると繰り返し、騎士の身内として避難が最後に回されても怖いとすら言わなかったんだと。その妹を、俺がこの手で突き放した」

　騎士として多くの人間を救うために。

「俺にとっては、唯一の家族だったんだ」

　過去を想うその声がとてもやさしいものだったので、クレアはくちびるを結んだ。それと同時に数日前、燃え盛る船をあとにしたとき問われたことを思い出す。

　──例えあんな方法でも、誰かを護ることに価値はあったのか、と。

　クレアがそれを肯定したとき、彼は言い知れぬ感情を滲ませて『そうか』と零こぼした。

「国に帰り着けば、どいつもこいつも俺を讃たたえた。ここまで犠牲を抑おさえたのは奇き跡せきだと言って、敵国の人間を殺したことや妹を見殺しにしたことを褒ほめたんだ」

「だからあなたは救うことや、信じることを否定するの？」

「救うために切り捨てる真ま似ねなんざ、自分自身が溺おぼれるだけだ」

　アドルフは静かに目を伏せる。

　殆ほとんど感情を宿さない無表情の中で、双眸だけが言い知れないほどの思いを宿して光をくゆらせた。これまであんなに強く否定し、正義も信頼も綺き麗れい事ごとと言い捨ててきたアドルフは、クレアを見ることもしないで声を落とす。

「誰かを護ろうとして取り零すなら、護ってくれと言われたその手を離すことになるくらいなら、最初から持たないほうがよっぽどいい」

「……噓よ」

　そんな言葉は偽りだ。アドルフが真実望むことは、恐らくもっと違う形をしている。

　本当は望んでいるくせに。

　誰よりも強く願っているのに、どうして否定をするのだ。クレアは泣きたいような気持ちになり、彼の双眸を見上げた。

「あなたが怖いのは護ることじゃない、護りたいものを護れないことでしょう。そうじゃなきゃパーティーの夜、火の中にいる子供を助けに行ったりしない。こんな話をしながらそんな目をしたりするはずがない、あなたは」

　どうしても震えてしまう声で、けれども懸けん命めいに告げる。

「あなたはきっと、とてもやさしい」

　アドルフが僅かに目を瞠みはった。

　知らない言葉を聞いたかのような、小さな子供のような表情だった。クレアはアドルフの袖そでを握り締め、自分の罪を振り返る。

「私は絶対にそうはなれない。たとえどんなに憧あこがれても、やさしいものになんかなれないわ。だって、私が護った魔物の牙きばが、いつか誰かのお腹なかを千ち切ぎるかもしれない。喉のどを裂さくかもしれない」

　クレアが決めたことの所為で、誰かが傷付いてもおかしくはない。それが怖くてかなしくて、どうしようもないほどに心臓を凍えさせる。

「なのに」

　なのに、それでも。

「私には、人に拒こばまれる魔物たちが、小さいころの私とおんなじものにしか見えない……！」

　あのときの自分と同じ、怖い思いをしているようにしか見えないのだ。

　耐え切れなくなって顔を歪める。翡ひ翠すいの瞳に涙が滲にじみ、珠になってぽたりと落ちた。父にさえ一度しか見せたことがない雫がいくつもいくつも溢あふれ、頰ほおを伝う。

　助けたい。護りたい。魔物かれらもみんな恐怖を知り、痛みを感じる生き物だ。

　でも、だからといって。

「ほかの誰かを、傷付けたいわけじゃ、ないの」

　零れる雫を止めたくて、手の甲で拭ぬぐいながらしゃくりあげる。

「ただ、大事なものを助けたかったの」

　覚悟をしてきたはずだったのに。

『そんなつもりじゃなかった』なんて言い訳じみたことを口にしたくないのに、色んな衝しよう動どうが渦を巻いてどうしたらいいか分からなくなる。

　そこに、短い舌打ちの音が聞こえた。

「……冷れい静せいな人間ぶってんじゃねーよ」

　アドルフがクレアの肩を摑む。

「無む駄だだ、そんな偽善は」

　低い声にそう吐はき捨てられ、クレアはぎゅっと両手を握り締めた。

「お前が救いたいものは、誰からも救うことを望まれない。救えば救うほど追い詰められる上、いつか必ず取り零す。救い切るなんて出来るはずがない。けどな」

　アドルフの右手がクレアの手を取る。

　魔物に傷付けられた手の甲からは、血の雫が一筋伝っていた。助けようとして負ったその傷を見下ろして、なおも告げられる。

「お前はどうせ、その信しん念ねんを捨てられない」

「──！」

　落とされた声が耳に響いた。

　心地がよいのに心こころ根ねを揺さぶるアドルフの言葉は、ちかちかと星を散らしてクレアの瞳を瞬またたかせ、体の内側に落ちる。

「無駄なことだって我が慢まんしきれるほど、堪こらえ性のある人間か？」

　皮ひ肉にくと共に向けられたのは、真しん摯しなまなざしだった。

　これまでに見せた否定や嘲あざけりなどではなく、ただただ誠実に問う声だ。アドルフの青い瞳の中に、クレア自身が映り込む。

　アドルフの言う通りだ。

　どんな意図だとか、利用する方法だとか、そんなものの前に当たり前の衝動があったのではないか。

　何をしたかったかなんて、幼いころからなにひとつ変わらない。

「……そう、よ」

　最後の雫が輪郭を伝うのをそのままに、クレアは小さく呟つぶやいた。

　助けたかった。

　幼いころにそう望み、これまで必死に手を伸ばしてきた。それが自分の正義だと、馬鹿な言い訳を胸に翳かざして。

　本当は、そんなもの必要なかったのに。

「私は、大事なものを、助けるの」

　確かめるようにして言葉を紡ぐ。

　アドルフの手を両手でくるみ、ぎゅうっと握り締める。その手を祈いのりの仕草のように口元に触れさせて、クレアは小さく呟いた。

「……それだけだわ」

　ただそれだけ。

　正義なんて大たい層そうな理由はないし、免罪符などありはしない。手段など選ぶつもりもなく、そんな手段を使うことになる言い訳だって必要としない。

　そう決めてきたはずではないか。

　その決意をいだいてからこれまでに、なにが変わったというのだろう。

「それがお前の正義か、海賊」

　射抜くような強さで見据え、美しい騎士に尋ねられた。しかし、クレアは「いいえ」と首を横に振る。

　護ることが正義だと思っていた。

　自分の正義を貫くのだと、そんな聞こえの良い言葉をお守りのようにして進んできた。

　だが、これからは違う。

「正義になんか、なれなくていい」

　目を瞑り、自分自身へ確かめるように口に出して唱えた。

「悪いことだとしても貫いてみせる。心から大事に想う存在を護っていく。それで大たい罪ざい人にんと呼ばれても構わないわ」

　潮風がミルクティー色の髪を撫なぜる。

　アドルフの手を離し、ゆっくりと目を開けた。揺らぎが消えた視界の中、宝石より綺麗な青の双眸に誓ちかう。




「──その悪あく名みようを、私の誉ほまれに」




　言い切ると、アドルフの眉まゆ根ねが僅かに寄った。

　筋すじ張ばった指がクレアの輪郭に触さわる。居直るような割り切りに向けられたのは、意外にも否定の言葉ではない。

「どうせまた、泣くことになる」

　彼はそう言って、親指でクレアの睫まつ毛げを拭ってくれた。まるで小さな子供にするような仕草に、かつて兄だったころのアドルフを思って目を細める。

「それでもいい。どれほど泣きたくても、怖くても、進むしかないんだもの」

「すべてを救えなくともか？」

「ひとつでも救うことが出来るなら」

　立ち止まることなど出来るわけがないと、そう言い捨てたのはアドルフのはずだ。

　やがて嘆たん息そくが落とされる。

　深い溜め息のあと、アドルフは額を押さえて目を伏せた。

「分かってはいたが、案あんの定じよう本物の馬鹿だったんだな」

「優ゆう秀しゆうな海賊っていうのは、頭がいいだけじゃあ務つとまらないの」

「言ってろ」

　アドルフは静かに立ち上がると、石畳に跪ひざまずいていた膝ひざを払う。

　実に無ぶ愛あい想そうな物言いだ。でも、不思議と突き放したような印象はない。そう感じられるのは、彼のお陰で涙が止まったからだろうか。

　クレアは立ち上がり、自身の頰を両手でぱちんと叩たたく。

　迷いも淀よどみもいま、この場ですべてを捨てようと決める。

　捨ててみせる。

　じんとした痺しびれを嚙かみ締めたあと、我ながら晴れ晴れとした声で紡いだ。

「……そうと決まったら、まずはこの子をどうにかしなくちゃ！」

　隅に蹲るグリフォンを見遣り、驚かせないように膝をついた。

　翼はところどころ赤黒く汚よごれ、威い嚇かくするように身を屈かがめた四し肢しは震えている。痛いたましさに息が詰まるが、無理やり微笑んで手を伸ばした。

「おいで？」

　声を掛けると、それまですっかり怯えていたはずのグリフォンはぴくりと顔を上げる。

「おいで。いい子ね」

　グリフォンはよたよたと体を持ち上げ、もう一度クレアを見上げた。本当に呼ぶ声に応える姿にアドルフが驚いたような顔をするが、グリフォンはそんなことには構わずに一歩、二歩と歩んでくる。そうしてクレアの傍に寄り、素直に立ち止まるかに見えた。

　だが、次の瞬間。

　頑かたくななくちばしが怪我をしたクレアの手の甲に擦すり寄よせられる。

　まるで傷口を労いたわるかのように、クレアを傷付けたことを詫わびるかのように触れてきた。

　けれど、そんなはずはない。魔物は確かにクレアの呼ぶ声に応えてくれるが、意思を通じ合わせるなど出来ない存在だ。例えば闇市に現れたグリフォンだって、囮になったクレアを襲わない確かく証しようなどなかった。

　この雛にだって、同じことが言えるはずなのに。

「まさか、心配してくれるの？」

　信じられない気持ちでいっぱいになったクレアに、丸い瞳が向けられる。すると、信じていなかったのは自分の方ではないかという思いがふと過よぎった。

　魔物を助けると言いながらも、これまでずっと何処かに迷いがあった。ところがそれを捨てたいま、グリフォンは変化に応えるようにして親愛の情をくれているではないか。

　こつんとひとつ靴くつ音おとが鳴った。

　アドルフがグリフォンの傍に屈み込むと、鳥の頭に繫つながった獅子の体がびくりと震える。慌てて陰に隠れる魔物を庇い、声を上げた。

「待ってアドルフ！　魔物はもしかしたら本当は、人が信じれば傍にいてくれるのかもしれない。分かり合えるのかもしれない！」

　その腕を摑んで言い募つのると、アドルフはつまらなさそうに渋面を作る。

「うっせーな。そんなこと俺にはどうでもいい」

「アドルフ、聞いて！」

「あのな」

　苦い表情のアドルフは、辟易したような目をクレアに向けて言った。

「魔物を信じるのは俺じゃなく、お前の役目だろ」

　思わぬ言葉に瞬きをする。

「だから全部、お前に任まかせる。お前の好きにすればいい」

　ある種信じるという行為にも似た言葉を向けたアドルフは、その意味合いをさして気に留めてはいないようだった。クレアの驚きにさえ関心のないような顔をして、もう一度グリフォンの子を見遣る。

「そんなことよりそいつの脚を見てみろ。右脚だ」

　促うながされ、言われた通りに脚を注ちゆう視しする。

　グリフォンは鷲わしの頭と獅子の体を持つ魔物であり、獅子の前脚に鱗うろこのような皮ひ膚ふの隆りゆう起きがある。その右脚をよくよく見てみると、鈍にぶい色の銀が光っているではないか。

「これ、足輪？」

「卵を手に入れた何者かが、孵かえったばかりの魔物そいつに嵌はめたのかもしれねえな」

　アドルフの推すい測そくはそれほど違っていないだろう。銀色の足輪はグリフォンの脚に食い込んでおり、拘こう束そく具ぐがいまよりも幼いころにつけられたことが窺うかがえる。

「おいで、見せてごらん」

　真心からあやしてみれば、魔物は黙って傷だらけの脚をクレアに触れさせた。やはり通じるものがあることを実感すると同時、枷に刻まれたものに気付いてぎくりとする。

　足輪には、海賊が使う文もん様ようが刻まれていたのだ。

「何処かの奴隷市で見た文様だな」

　アドルフの言う通り、文字の「Ｃ」を象かたどった焼き付けは、奴隷だったリトと同じものだ。

「親子揃そろいの奴隷のうち、餓鬼の方を意味する印だったか？」

「……そんな……」

　つまるところ、このグリフォンは何者かの手によって「奴隷」として入にゆう手しゆされた。挙あげ句くに「子供」の印が付いている以上、グリフォンの「親鳥」が人間の手中にあるのだ。

「誰かが魔物の成せい体たいを捕つかまえてるっていうの？　どんな頑がん丈じような檻おりを使って、どれほどの手間を掛けるっていうのよ。卵を産ませるにしても危険過ぎるわ。毎日餌を与えて、食事のときも卵を回収するときも命いのち懸がけになるのに。卵らん殻かくの価値を考えても代償が大き過ぎる」

　有り得ないという否定をいだくと同時に、このところ島の周辺には魔物が増えている事実が脳裏を過ぎる。

　第一に、闇市で見掛けたグリフォンのくちばしには強きよう固こな縄が絡からんでいた。鉤かぎ爪つめに足輪などは嵌まっていなかったため、このグリフォンの親鳥が別にいるはずなのだ。

「グリフォンは黄おう金ごんに寄っていく習性もあるそうだけど、金の採さい掘くつに利用するのも……」

「お前、海賊のくせにやっぱり甘いんだな」

　アドルフが呆れたような声で言った。

「魔物の使い道なんざ、卵殻以外にもあるだろうが。この国でも他国でも、魔物を手て懐なずけるための研究は昔からされている」

　そういった研究があることくらい、クレアも多少は知っている。

　この島を治めるイヴの兄王子だって、魔物を研究する学院の視し察さつで留る守すにしているのだという。けれど、この存在が卵以外の何に利用されるというのか、想像はまるで及ばない。

「クイン・ローゼ号が襲撃され、魔物の卵が七つ行方ゆくえ不ふ明めいになっている」

　剣の柄つかに手を置いて、アドルフが言う。

「時間が経たって卵が孵れば危険なことは餓鬼でも分かるだろうに、流通の痕こん跡せきがない。それに加えてこのグリフォンの足輪だ。なら、孵った魔物を収集しているとしか思えない」

「この子を捕らえた人と襲撃事件の黒幕は、同じかもしれないということ？」

　だとしたら、乗員全員を殺してまで集めた魔物を何に使うというのだ。

　分からない。いいや、分かりたくない。

　けれどもアドルフははっきりと口にする。




「魔物が一匹いるだけで、騎士や傭よう兵へいをどれくらい殺せると思ってる」




　心臓がどくりと嫌な音を立てた。

「俺もこいつらも変わらねえ。英雄だの化け物だのの前に、もっと単純な存在だろ」

　アドルフの声が低くなる。

　過去の自分を蔑さげすむように、暗い瞳で言葉を落とす。アドルフも魔物たちも、そんなまなざしを向けられるべき存在ではないのに。

「便利に使える、人殺しの道具だ」

「……っ」

　グリフォンの雛が甘く鳴く。

　小鳥となんら変わらない仕草で、クレアの手へと頰を寄せる。人を慈いつくしむ方法をきちんと知っている生き物なのだと、言葉が交かわせずともよく分かった。
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　海かい賊ぞくたちの酒しゆ宴えんほどではないにしろ、このノストリー島とうだって酒場の夜は猥わい雑ざつな喧けん噪そうに満ちている。昼間は白く輝いていた街も、日が落ちた今ではすっかり夜の顔だ。

　酒しゆ精せいの匂においが漂ただよう店内で、クレアと向かい合って座る情報屋ギルは、麦ばく酒しゆの器うつわを顔の高さに掲かかげて口の端はしを上げた。

「まったくー。いきなりのご同席なんて参っちゃうッスよクレア嬢」

　鼻の頭に泡をつけて機き嫌げんが良さそうな彼に対し、クレアの隣となりに腰を下ろしたアドルフは不ふ機き嫌げんそうだ。酒場に入った瞬間にまみえたギルから「なになに、ふたりはやっぱりいい仲なの？」と揶や揄ゆされたのが気に障さわったらしく、絶対零れい度どの空気を纏まとっている。

　店員から麦酒の入った樽たるを受け取りながら、クレアは眉まゆ根ねを寄せた。

「本当にお酒の傍そばに行けば会えるのね、依い頼らい人にんの心でも読めるの？」

「きな臭くさそうな場所を気の向くままー。集めた情報を辿たどっていけば、次に俺の情報が欲しいやつが何ど処こにいそうかは大だい体たい分かるってわけ」

　にやにやと頰ほお杖づえをついたギルに「なるほど」と嘆たん息そくしつつ、気を取り直す。

「本題に入らせてもらうわ。今回は、ある子供について調べてほしいの」

　クレアはイヴに頼んで手に入れた乗員名めい簿ぼを取り出し、所ところ狭せましと皿の並んだテーブル越しにギルに渡した。

「一ヶ月前、クイン・ローゼ号の乗員を確認した役人がいるはずよ。その役人に『当時クイン・ローゼ号に乗ったリト』がどんな子供だったのか聞きたいわ」

「なーるほど。あの奴ど隷れい少年が本物のリトって子かどうか、疑ってるってことッスか」

　肯こう定ていはわざわざ口に出さなかった。

　リトの家族はもういない。襲しゆう撃げき事件前の彼を知るのはいまや、当時の役人くらいだ。

「でもねークレア嬢。役人絡がらみの情報なんて、こっちもけっこー危ない橋渡るんスよ」

　羊よう皮ひ紙しを眺ながめたギルは、椅い子すの背せ凭もたれへだらしなく体を預けて肩を竦すくめる。

「その上クイン・ローゼ号絡みで？　売るやつ選べば大金に化けそうな極ごくレア級の情報、クレア嬢とそのい、い、ヒ、ト！　といえども簡単には教えられないッスねー」

「よし分かった。お前を殺す」

「アドルフ！　いいから黙っておすわり、ステイ！」

　立ち上がろうとしたアドルフのマントを引っ張りつつ、クレアは情報屋に向き合う。

「簡単には無理なら、どんな条件を吞のめばいいの？」

「おっ、そんなに食いついていいんスかあ？　じゃあじゃあちゃんと調べたら、俺と一日いちゃいちゃするとかー」

「ギル」

　溜ため息いきの代わりに名前を呼ぶことで窘たしなめた。すると、ギルの目の色が少しだけ変わる。

「……俺ね。クレア嬢のことは、あくまでカーヴェルせんちょの配はい下かであって、正式な自分の客だとは思ってないッスよ」

　挑いどむような微笑ほほえみと共に紡つむがれたのは、珍しく真しん摯しな声だった。

　恐らくは牽けん制せいだ。情報をやり取りするには信頼関係が必要であり、クレアとの間にそこまでのものがないと言いたいのだろう。

「知ってるわ」

「じゃーやめときなって。流石さすがに俺も厄やつ介かいごとは御ご免めんだし、適当にゆるふわ情報提てい供きようしちゃうかもしんねーッスよ」

「大丈夫。あなたは絶対にそんなことしないって分かってるから」

　言い切った瞬間、ギルがぴくりと顔を上げた。クレアは麦酒を呷あおって器をテーブルの上に置くと、食えない男を真まっ直すぐに見み据すえる。

「あなたは詐さ欺ぎ師しじゃなく商人でしょう。一流の商売人で、仕事に誇ほこりを持っている」

　ギルは父が使っている情報屋で、もう数年来の付き合いになる。あくまで仕事上の付き合いだけの数年だが、それこそが彼を信頼している最大の理由だ。

　何な故ぜなら、海賊は裏切りを許さない。

「あなたがこれまでに一度も偽にせの情報を売ったことがないという証明は、あなたがいま生きている事実だけで十分よ」

　だからクレアはギルを信じる。

　偽の情報を摑つかまされる可能性など考えはしない。問題は、クレアが彼の信頼に足たる顧こ客きやくであるかどうかの一点のみだ。

　言い切れば、ギルはひとつ瞬まばたきをした。

「俺が、商売人ッスか？」

　声音には何処か呆ぼう然ぜんとした色が含まれていたが、やがて彼は口元に笑みを灯ともらせる。

「ははっ！　…………すっごい評価…………」

　クレアは身を乗り出し、正面からギルの顔を覗のぞき込んだ。

「その評価の上でもう一度聞くわ。情報を売ってくれるの、くれないの？」

「俺のことナメてんスか、クレア嬢」

　拗すねたような口振りで拒きよ絶ぜつの言葉を紡がれ、落らく胆たんした。

　やはりクレアはギルにとって、信頼するに値あたいしない相手なのだ。あくまでカーヴェル海賊団船長の娘であり、リスクの大きな情報を取引する相手ではないのだろう。ギルは追い討ちをかけるように憮ぶ然ぜんとした言い方で、ポケットから羊皮紙の束たばを取り出した。

「軽く見ないで欲しいッスね。情報ってのは完成した言葉で流れてくるものじゃないんスよ。色んな情報を集めて重ねて、ようやく正しいって判はん断だん出来る」

　人ひと懐なつっこい目がこちらを見る。古びた木き軸じくのペンが、指の上でくるんと回された。

「生なま半はん可かな情報を売る気はない。だからすぐに渡すことは出来ない、それでいいなら」

　目を丸くしたクレアに向け、ギルはにかっと悪戯いたずらっぽく笑う。

「俺と商しよう談だんしましょーよ、クレア嬢」

「……っ、望むところよ！」

　思わず立ち上がった自分の頰ほおが、高こう揚ように染まっているのがよく分かった。

　道が開けたことはもちろんだが、誰かに信じられればやはり嬉うれしい。喜びを訴うつたえたくてきらきらとした気持ちでアドルフを見たが、返されたのは呆あきれたようなまなざしだった。

「まーとりあえず、座って座ってー。まずは事件が起きた日、クイン・ローゼ号の出しゆつ港こう前に立ち会った役人を絞しぼるところからッスけど」

「それについては出港時間のリストがあるわ」

　椅子に掛け直しつつ、クレアはもう一枚の紙を差し出す。丁てい寧ねいにまとめた一いち覧らんは、図書館で見た新聞の記事を写したものだ。だが、ギルは笑った。

「違うッスよ」

　思わぬ言葉をひとつ落とし、クレアが渡したリストをぞんざいな仕草で眺める。「やっぱりね」と意味深に呟つぶやいたあとで、彼は驚くべきことを口にした。

「クイン・ローゼの出港は、国が公開しているこの時間じゃない」

　絶ぜつ句くしたクレアに代わり、渋じゆう面めんを作ったアドルフが尋たずねてくれた。

「どういうことだ」

「俺、役人が受じゆ理りした届けを元に作った書類は信じない主しゆ義ぎッスから。情報は『この時間に船が出たのを見た』という事実を知る人から手に入れるのが一番っしょ？」

　ギルは言い、クレア同様に懐ふところから紙を取り出す。くしゃくしゃに皺しわが寄っており、雑ざつな保管だったことが明白な書類だ。

「じゃーん。実は別筋の依頼で、その時間の出航について港で聞き込みしたんスよー」

　恐らくは父の依頼だろう。イヴから試験の命を受けたとき、父も別の方向から事件について調査をすると言っていた。敢あえて確かめることはせず、本題のみを尋ねる。

「クイン・ローゼ号は、本当はいつ出港したの？」

　テーブルに頰杖をついたギルは、ゆっくりと刻きざむように口にした。

「……時間を問わず、誰ひとり」

　無む邪じや気きなふりをした高めの声が、一段低くなる。

「見た人間が、いない」

　ギルの言葉に息を吞んだ。

「俺が調べた限り、その日港に浮かぶクイン・ローゼの姿を見たと証しよう言げんした人間はいないッス。もっともこれは、市場の始まる朝五時から酒場の閉まる真夜中までの話ッスけど」

「出港記き録ろくをつける役人どころか、港の漁りよう師しや酔よった客ひとりまでもお前に情報を売ってねーってことか？」

「目もく撃げき者しや全員、役人から一般人までよっぽどお口が堅かたかったんスかねー。──そもそも、もうその人たちが言葉を話せないってこともあるかも」

　極きよく力りよく避さけたい想像だ。しかし、船の出港時刻を証言できるクイン・ローゼの乗組員が「全員話せなく」なっていることを考えると、可か能のう性せいを捨てきれない部分でもある。

「……口くち封ふうじ……」

　クレアが呟くと、ギルがちょんと軽やかに肩を竦めた。

「その可能性が高いっしょ。残念ながら船を改めた役人はもう」

「そうじゃなくて」

　考えてみれば、もっと最初に思い至いたるべき疑問だったのかもしれない。

「ジギゼート海賊団の裏には、クイン・ローゼ号の乗員を皆殺しにするよう命めいじた存在がいる。でも、黒くろ幕まくはどうしてわざわざそんなことを強しいる必要があったの？」

　海賊が人を殺すのは、多くが略りやく奪だつの邪じや魔まになるからだ。

　邪魔なものを排はい除じよするために殺すことはあっても、労力を掛けてわざわざ皆殺しにしたりはしない。だとすれば、殺したことに意い義ぎがある。

「その理由が口封じだとしたらどうかしら。黒幕は例えば、クイン・ローゼ号の乗員全員が知ってしまうようなことを隠かくしたかったのかも。だからこそ、全員殺すという選せん択たくに至ったのかもしれない」

「それが、船の出港時間かもしれねえってことか」

　そうであれば、本当の出港時間に手掛かりが隠されている。

「その時間はきっと、ギルが情報を集めていない真夜中から早朝までのあいだだわ」

　椅子に凭もたれたアドルフが舌した打うちをした。

「あの餓ガ鬼キの言うことの方が、信しん憑ぴよう性せいが出てきたってことだ」

　アドルフの言わんとしていることを悟さとり、クレアは目を細める。

　リトに疑念をいだいたのは、ほかの人間と矛む盾じゆんする話をしたからだ。朝早く、真っ暗な時間に船が出て、とても眠かった。

　そのリトとは違うことを言った人間の方が、疑わしいとなれば。

　視線を重ねたアドルフは何も言わないが、お互いに同じ人物を思い浮かべただろう。口にはせず、クレアはギルを見み遣やる。

「……ギル、依頼の内容を変えるわ。襲撃事件があった日、この島を行き来した船の出港時間をすべて調べて。代金が増えてもいいから」

　懇こん願がんすると、ギルはひょいと軽い調子で右手を差し出した。

「じゃー明日の朝までに。お代はカーヴェルせんちょと同じ、前払いの三で」

「ありがとう！」

「クレア嬢のお泊まり先に、朝一で運び込まれる荷物があるはずッス。そこに積まれた果実酒の樽底に納のう品ひんしとくんで、確認よろしくってことで」

　当然のように言われて感心した。どうやらギルはクレアが話してもいない『泊まり先』を把は握あくしているどころか、そこに情報を流す道まで手にしているらしい。頷うなずいて、先に席を立ったアドルフの傍に駆かけていき酒場の扉を潜くぐる。

　外に出ると、夜の港町には穏おだやかな波の音が満ちていた。

　酒気や喧騒でいっぱいの酒場から出たものだから、海風がいっそう心地ここちよい。とはいえいまは、夜の散歩を満まん喫きつする気分でもなかった。

　クレアはアドルフの隣に並び、そよぐ髪を手で押さえながら口にする。

「黒幕は、本当に魔ま物ものを集めて利用するつもりなのかしら」

「さーな。興味がねえ」

　毒どく舌ぜつというよりも、生返事に近い声音だ。流石に思うところがあるらしいアドルフは、目線だけでクレアを見遣る。

「というかお前、魔物を呼べるんならそっちから探してみたらどうだ。方々歩き回ってみりゃ、詰め込まれてる檻おりから返事くらいはあるんじゃねーか」

「冗じよう談だんやめてよ、助け出せたとして人ひと目めについてしょうがないわ。それに前にも言ったけど、私はそこにいるって認にん識しきしている魔物じゃないと呼べないのよ」

　その制せい約やくは前々から不思議に思っているところではあった。だが、いまならその理由も分かる気がする。

　魔物はクレアの心に呼こ応おうし、クレアの感情に応こたえ、クレアが彼らを恐おそれないために呼ぶことが出来る。その仮定が正しいとすれば、そこに存在していると分からない者に信頼を注そそげるはずがないのだ。存在を認めなければ、通じ合うことなど出来ないのだから。

「ならさっさと戻ってやり方を練るぞ。このままじゃ、イヴに言っておいた外出時間を過ぎそうだ」

　アドルフはクレアよりも歩調が速い。ともすればすぐに置いていかれそうになるのだが、ドレスの裾すそを摘つまんで再び傍に駆け寄った。

　彼がこうして門限を忠ちゆう実じつに守ろうとするのは、意外なところでもある。

「そういえばあなたって、イヴ王女にはそれなりにちゃんと従したがうのよね」

　船上パーティーに出ていたのもイヴの命令だ。そもそもクレアの見み張はりを引き受けていること自体、ほかの勤務態度からしてみれば特とく異いなことである。

「別に、望んでそうしているわけじゃない。エルヴィスの馬ば鹿かがうるせーからな」

「あなたに似てるっていう、イヴ王女のお兄さん？」

「だからまったく似てねーよ」

　アドルフは盛せい大だいに眉根を寄せる。しかし深刻な険けんはなく、仕草には何処か子供っぽさすら見受けられた。

「……五年前、妹を殺して英えい雄ゆう呼ばわりされたとき、『英雄』に付ふ随ずいする面めん倒どうごとが起きた」

「！」

　低い声音で紡がれたのは、喪そう失しつの後の記き憶おくだ。

「その面倒ごとを潰つぶすのに、どうしてもあの馬鹿が必要だった。それと引ひき換かえの契約で、留る守すの多いあいつの代わりに妹のイヴを見る羽は目めになってんだよ」

「契約……？」

「俺に向けて『妹』なんて存在を出してくる辺り忌いま々いましいが、あいつの性格の悪さは餓鬼のころからだからな」

　白と青の家々で出来た街に、涼すずやかな夜風が吹き渡る。

　その風はクレアの髪やアドルフのマントを撫なで、港の方へと抜けていった。アドルフの歩幅が狭せまくなり、クレアの隣に初めて並ぶ。

「仕方がねーから当面は、あの性しよう悪わる兄妹きようだいに従ってやってる」

　ある種しゆ懐なつかしそうな響ひびきが声音に混じるのを聞き、クレアはふたつ瞬きをした。

　アドルフがこんな風に過去を話してくれることが、なんだか予想外だったからだ。彼が持つ「妹」への自じ責せきを知ったあとならば、尚なお更さら思うところがあった。

「だから、イヴ王女に敬けい語ごを使わないのね」

「あ？」

「王女としてじゃなくて、妹みたいに思っているから護まもるし、我わが儘ままも聞いてあげる。そういうことなんでしょう？」

「…………」

「ふふ」

　反論されないことにおかしくなって少し笑うと、アドルフはクレアを見下ろした。その表情に不思議そうな色合いが見えたので、首をかしげる。

「お前、俺が相手でもちゃんと笑うんだな」

　思わぬ言葉にきょとんとした。

「なにそれ。そりゃあ笑うわよ、普通に」

「噓うそつけ。いまのいままで笑ったことねーだろ」

　そうだっただろうか。この二十日間あまりを振り返ってみるが、確かに言い争あらそいの記憶しか思い出せない。とはいえまさか、クレアが笑わないことを意識していたというのか。考えているうち無ぶ遠えん慮りよに頰を摘まれ、横に引っ張られた。

「いつも大体こうやって、可か愛わいくないくらい口曲まげてんじゃねーか」

「ひゃ」
















　影が落ちるほどの間近からクレアの顔を覗き込み、アドルフは目を細める。

「な？」

　改めて見上げると、本当に整った顔立ちだ。

　通った鼻はな筋すじも薄いくちびるも、みんな一級品の造りをしている。とりわけ真っ直ぐクレアを見る青い目は、卑ひ怯きようなまでの美しさだ。

　クレアが笑ったのは初めてだと言うが、アドルフだっていままでこんな柔やわらかさでクレアを見詰めることはなかったではないか。意識すると、何故かかんばせが熱くなった。

「──は」

「は？」

「……離してクダサイ……」

「ああ？　おいこら、なんで敬語なんだよ」

「いいから！」

　懇願したところでようやく離される。訝いぶかりつつも再び歩き始めたアドルフの背中を見遣り、何度も深呼吸を繰くり返した。

（だって）

　昔のことを話してくれた。

　大事なものに対する想いを語り、クレアの表情を気にしてくれていた。それが無む性しように嬉しくて、生まれて初めての気持ちに困こん惑わくする。

　この幸福は一体なんだろう。

（もしかして、と、と）

　胸を押さえ、とうとうと早はや鐘がねを刻む心臓の鼓こ動どうを押さえ込む。

（友達が出来るのかもしれない……！）

　そうすれば、兄貴分ばかりで同年代の仲間がいなかったクレアにとって初めての友人だ。

　胸が高鳴るのはその所せ為いだろう。いまは殆ほとんど意見の相そう違いで言い争いになることばかりだが、想像にはどうしてもわくわくしてしまう。

「行くぞ」

「あ！　待ってアドルフ……」

　急いで顔を上げ、先に歩き始めた背中に声を投げる。慌あわてて駆け出し、アドルフの傍に並んだその瞬間。

　背後から、短い殺さつ気きを感じた。

　それと同時、アドルフがいきなりクレアの手を摑んでくる。指同士を繫つながれたのに驚いたあと、自分が無意識にドレス内の舶はく刀とうを抜こうとしていたことに気が付いた。

「バーカ」

　アドルフは小さな声で言い、なんでもない様子でクレアの手を引く。クレアはその手を握にぎり返し、返す言葉もなく俯うつむいた。

　実に危ないところである。

　いくら殺気を浴あびたとはいえ、ここで武器を構えれば男だん爵しやくや商人の娘では通らない。頭では十分承しよう知ちしているのに、条件反はん射しやというのは怖いものだ。

　夜道にはまばらに人通りもあり、出来ることなら目立つべきではないだろう。戦ってはいけない場所で殺気を向けられるのは初めてのことで、どうにも勝手が分からなかった。

　アドルフの言うことを聞くのが一番だと判断し、上うわ目め遣づかいに見上げる。隣を歩くアドルフはこちらを見もしないが、代わりにその指でクレアの手の甲こうを軽く三回叩たたいた。

　三人という合図である。

　分かっているという意味を込め、アドルフの指にきゅうっと自分の指を絡める。殺気の主ぬしが動くとすれば、この大通りから逸それたときだ。

「ねえ、海が見える道を通って帰りましょうよ」

　クレアは殊こと更さら明るい声で言い、アドルフと繫いでいない方の手で右の路ろ地じを示した。

　路地は見るからに闇やみが濃こく、人通りの様子もない。同時に気配が距きよ離りを縮めてくるが、闇が好こう都つ合ごうなのはこちらの方だ。

　真っ暗な道へとふたりで踏ふみ込む。殺気が背後に迫せまった瞬間、クレアとアドルフは同時に互いの手を離した。

　ドレスの裾を翻ひるがえし、石いし畳だたみに手をついて影の足を払はらう。完全に油ゆ断だんしていたのだろう、相手は見事に躓つまずいて前にのめった。その腕を摑んで引きずり込むと、すかさずみぞおちに膝ひざを入れる。

「ぐあ……っ!?」

　声にならない声がして、影はずるりと地面に膝を折った。クレアがその背を蹴けり飛ばし、意識がないのを確かめる傍かたわらで、アドルフが残りのふたりを転ころがす。

　並べられた三人の男は、いずれも見覚えのない人物だった。しっかりとした大おお柄がらな体付きで、日常的に体を鍛きたえていることが窺うかがえる。

「さてと。アドルフ、縄は持ってる？」

「持ってるわけねーだろ」

「どうして騎士なのに捕ほ縛ばく道具を持ち歩いていないのよ。私のを貸してあげるわ」

「なんで騎士でもねーのにそんなものを持ち歩いてんだよ」

　呆れた声を受けながらも、ドレスに隠していた細身の縄を取り出して縛しばり上げる。

「この人たち、傭よう兵へいかしら？」

　だとしても、一体何の目的で我々を襲おそいに来たのだろう。アドルフはすぐに返事をせず、黙ってひとりの傍に膝をついた。男の手を見るや否いなや、苦にが々にがしく目を細める。

「騎士だろうな」

「まさか、顔見知りなの!?」

「知らねーよこんな連中。だが、全員そういう痕あとがある」

　首をかしげたクレアに向け、アドルフは彼自身の右手をクレアに差し出した。

　改めて眺めれば、やはり嫌いや味みなほどに美しい形の手だ。すっとした形の爪つめや長い指はもちろんのこと、引っくり返せば手の甲に浮かぶ筋の形も彫ちよう刻こくのようである。

　だが、よくよく見ると手のひらにはまめのようなものが出来ており、とりわけ小指と薬指の付け根が随ずい分ぶんと硬かたい。

「これ、剣だこ？」

　肯定を意味してか、アドルフはそこで手を引いた。

「騎士の剣術には、国ごとに決まった型がある。振り方、握り方からすべて徹てつ底てい的てきに教育される所為で、全員同じ場所にこれが出来んだよ」

　そう言われ、クレアはなんとなく自分の手を見る。

　舶刀やロープを使うためやはり多少の傷きずやまめは出来ていたが、どれもがアドルフと違う場所だ。それに比べて襲ってきた男たちは、全員同じ位置に痕を作っている。

　アドルフと同じ場所。

　つまるところ、シェランドの騎士に出来るものなのだ。

「私が海賊だって気付かれたのかしら。それともグリフォンを追っていた騎士？」

　だとすれば妙みようだ。だって、一緒に歩くアドルフの顔を騎士が知らないはずがない。

「そんなぬるい理由なわけねーだろ」

　アドルフはどうでもよさそうに、驚くほど平へい然ぜんとした声で言った。

「俺とお前、両方を消しに来たに決まってる」

「……」

　クレアはすぐに言葉を返さず、その意味を嚙かみ締しめて押し黙った。

　クレアは海賊でアドルフは騎士だ。いまこの時じ機きに、自分たちふたりを邪魔に思う存在がいたとしたら。

「クイン・ローゼ号襲撃事件の黒幕は、やっぱり」

　騎士を動かせる人間なのだ。

　先ほどアドルフが言った通りである。リトの証言の信憑性が高くなったいま、矛盾しているのは別の人物が漏もらした言葉だ。

『あの男とリト、ふたりのうちどちらかが、噓をついている』

　図書館でクレアとアドルフが掲げたのは、そんな議論だった。落ち着かない気持ちになり、無意識にドレスの下の舶刀に触ふれる。

　ジギゼート海賊団の船が王国の船クイン・ローゼを襲う際、その襲撃を手助けした者がもしも内部に初めからいたとしたら。

　騎士を動かすことの出来る誰かが国を裏切っているのだとしたら、──それは。

「……お前、しばらくここでこいつらを見張ってろ」

　アドルフは大きな溜め息のあとで言った。

「俺は一度城に戻って、部下に護ご送そう用ようの馬車を用意させる」

　合理的なやり方に対し、クレアは素直に頷いた。巡じゆん回かいの騎士は近くにいるかもしれないが、いまや迂う闊かつには頼れない。

「大人おとなしく待てるな」

「そっちこそ、ちゃんといい子にお城に帰るのよ」

　皮ひ肉にくに冗談で応じると、アドルフは「言ってろ」と渋面を作る。そのあと、真っ直ぐ見下ろされた。

「すぐに戻る」

　向けられたのは些さ細さいな言葉だ。

　深い意味合いはないのだろうが、彼に約束のような言い方をされたのはこれが初めてだった。クレアは思わず目を丸くしたが、やがて小さく頷いたあとに、「待ってる」と零こぼす。
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　闇に浸ひたされた城内を、少年リトは駆けていた。

　辺りはしいんと静かだが、なにしろ小さな子供の足だ。絨じゆう毯たんが敷しかれた廊下には、足音もさほど響かない。

　リトは周囲に誰もいないことを確かめると、扉のひとつをそうっと開いた。

　音を立てないよう動くのは、目立つのを避けてきた昔からの癖くせだ。注意深く後ろ手に扉を閉ざすと、いつもと同じ寝しん台だいで本を読んでいる人影が顔を上げる。

「や、少年」

　そう言ってにこりと笑ったのは、白い髪を持つ青年だった。

　リトが傍まで歩いてゆくと、青年は「誰にも見付からなかったようだね、賢かしこい賢い」と冗談めかして笑う。その髪に月光が反射し、幽ゆう霊れいのように色しき素その薄い彼の姿をいっそう浮うき世よ離ばなれさせていた。

「さあて今夜もお話をしよう。君は今日この城で、一体どんなものを見て来たかな？」

　リトはいい子に頷くと、彼の望むであろう情報を口にした。

「さっき、裏口からこっそり馬車が出て行きました。真っ黒な、アドルフさまとおんなじ色のお洋服の人が乗った馬車です」

「アドルフ・フォードと同じ？」

　少女のようなくちびるから落とされた声は、大たい抵ていこんな風に柔らかい。

「裏口から馬車ね。ふうん、なるほど」

　白の青年は首をかしげると、口元に指を当てて楽しむように笑った。

「──もしかしてあいつら、僕の邪魔をするつもりかな？」

　彼の表情に変化を見付け、リトはその傍にぺたんと座った。お利り口こうに真っ直ぐ背せ筋すじを伸ばし、雇やとい主の瞳ひとみを見上げる。

「僕、もっとお仕事がんばったほうがいいですか？」

「んー、そうだね。どうやら手を打つ頃合いみたいだ」

　遊ぶような声はこのあとに、ひとつの言葉を紡ぎ出す。

「あはっ、決めた。そろそろ動いてやろうじゃないか！」
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　騎士たちに襲われた翌日の朝、クレアは侍じ女じよたちが来る前に起き出すと、すぐさま身み支じ度たくを整えて部屋を出た。

　気配を殺して食しよく糧りよう庫こに忍しのび込めばギルの言った通り、手前の方に積まれた樽の留とめ金がねに、一枚の羊皮紙が挟はさみ込まれている。そこに書かれていた情報を吞み込んだ瞬間、クレアはドレスを翻してアドルフの部屋に駆け出した。

　昨夜のアドルフは捕とらえた暴ぼう漢かんたちの尋じん問もんに忙しく、部屋に戻れたのは遅い時間のはずだ。辿り着いた部屋の扉をノックしてみるが、中から返事はない。

「つまりは入っていいってことね！」

　合図はきちんとしたのだから、アドルフの入室マナーよりは真まっ当とうだろう。クレアはドレスに忍ばせていた職人仕込みの針金を用もちいて扉を開けて中に入ると、誰かに見付かる前に鍵かぎを掛ける。室内に目を遣やれば、黒髪の騎士はいまだ寝台で寝息を立てていた。

「アドルフ、起きて、ねえ！」

　寝台に乗って声を掛けると、白いシーツの中に身を埋うずめたアドルフが気だるそうに目を開ける。

「んだよ、うっせーな……」

　クレアは遠えん慮りよなくその寝台に正座をすると、彼の前に羊皮紙を突き付けた。

「ほら見てこれ！　分かったの！」

　きらきらと瞳を輝かせ、頭の中で渦うずを巻く思考を端から口にする。

「まず、こっちが正式な届け出の一覧。朝九時とされるクイン・ローゼ号の出港時、護ご衛えいの船は一いつ隻せきもないわ。魔物の卵を七つも積んでいるのに随分杜ず撰さんだと思わない？」

「……クイン・ローゼには、騎士が、同乗した……」

　アドルフは眠そうに紡ぎ、くあっとあくびをひとつ漏らした。

　寝起きの声は掠かすれているが、眠たいなりに真しん剣けんではあるのだろう。普段より凶きよう悪あくさが増した目付きのまま、寝ね惚ぼけた様子で話し始める。

「その船は騎士が大おお勢ぜい、乗っていたことを理由に……ほかの船に、護衛船を譲ゆずっている……」

「そう、それが建たて前まえ上じようの理由ね。今度はこっち！　ギルの作った一覧よ」

　市場の人間や漁師、酒場の人間など、実際に船の出入りを見ていた面々の証言で作られたものだ。

「クイン・ローゼ号が出航する瞬間を目撃した人は存在しない。けれど出航前日の夜八時ごろには、港に停泊するクイン・ローゼ号らしき姿を目撃した人がいるの。つまり真夜中に姿を消しているんだわ。……さらに気になるのはこれよ」

　クレアは言い、丸で囲んだ船名を指差す。

「クイン・ローゼが港に残っていた時間、同じ港に王女の船キング・リゼルグがいるの。キング・リゼルグ号はこの後、届け出上は王おう都とまで行く商船の護衛に出ていたようね。けれどギルのリストを見ると、その時間に商船なんて出ていない」

　つまりはクイン・ローゼ号だけでなく、キング・リゼルグ号も、なんらかの理由で出航の記録が偽ぎ造ぞうされた。

「その日、キング・リゼルグ号に乗ったのは」

　クレアは小さく深呼吸をしたあと、核かく心しんに迫る名前を紡ぐ。




「──ウェルズ卿きようだわ」




　挙あげ句くに老騎士は噓をついている。

　出港時間の記録を改ざんすることが出来る海軍騎士の立場にあり、実際には航こう海かいしていない時間に「クイン・ローゼ号を見た」と言う。クレアたちを襲った騎士を動かせる地位の人間で、クイン・ローゼ号が本来出航していた時間に空あいた船に乗っていた。

「……あのクソジジイめ」

　アドルフはようやく身を起こすと、心底忌々しげに溜め息をつく。

「もうひとつ、本当はずっと気になってたことがあるの。私が初めてこのノストリー島に来て王女の船キング・リゼルグを襲ったとき、キング・リゼルグは後ろに港があるにも関わらず私たちの海賊船を撃うったわ」

　クレアは俯き、記憶の隅すみに残っていた景色を振り返る。

「あれは、多少の犠ぎ牲せいを払ってでも海賊を捕らえたい正義感からだと思っていたけど、違うのかもしれない」

　図書館で出会った少女の痛いたましい姿を思い出しながら、眉根を寄せた。

「あの船には、どうしても海賊に襲われるわけにはいかない理由があったんじゃないかしら。例えば、どうしても知られてはいけない荷物を載せていた、とか」

「虐ぎやく殺さつ現場から奪うばわれた魔物の卵じゃ、表おもて沙ざ汰たには出来ないだろうからな」

　アドルフの声が、クレアが浮かべた推すい測そくとおんなじ輪りん郭かくをなぞる。

　ノストリー島で王国の船を繰あやつるのは、海軍騎士であるウェルズの部下だ。恐らくはあの日キング・リゼルグに乗っていたのも、ウェルズに命令を受けた騎士たちだろう。

「すぐに港に行きたいわ。停泊しているキング・リゼルグ号の中を調査出来れば、なにか証しよう拠こが見付かるかも」

　あの船は、クレアが試験の一いつ環かんとして襲った日以来ずっと港に留とどまっている。エルヴィス王子の騎士が見張りについており、ウェルズといえども容易には近付けなかったはずだ。

　事実、ウェルズに初めて会ったとき、彼はクレアにキング・リゼルグが襲われたときの状況を尋ねてきた。

　アドルフは辟へき易えきしたような嘆息のあと、着替えるらしく自みずからの服のボタンに手を掛ける。そのまま右手だけでボタンを外はずし始めるので、美しい形の鎖さ骨こつが露あらわになった。

「これをイヴ王女に報告したいんだけど、アドルフは騎士の尋問で忙しい？」

「尋問は部下に交代した。それより、…………」

　ことんと首をかしげると、頭からシーツを被かぶせられる。

「きゃ、なに！」

「俺もイヴのところに行く。お前ひとりじゃ医者に追い出されるだろうからな」

「お医者さんってイヴ王女の？　具合が悪いの？」

　言いながらシーツを潜もぐるうち、アドルフが寝台から降りたのが分かった。本来なら貴だん族しやくの娘が男の着替えに同席するなど言ごん語ご道どう断だんなのだが、船で仲間の姿を見慣れているクレアはちっとも気付かない。

「急に熱を出して寝込んでるらしい。あいつにはよくあることだ」

「よくあるって」

「肺が弱い。あまり咳せきをし過ぎると潰つぶれる可能性があるんだとよ」

　そう言われ、船上パーティーの前に少しだけ咳せき込んでいたイヴの姿を思い出す。

　思い返せばアドルフは、彼女の咳を聞いて代わりにパーティーに出ると言ったのだ。

　いまの口振りも淡たん白ぱくだが、本当は心配なのだろう。そんなことを思いながらシーツから抜けると同時、どうしてかクレアの頭にぽん、と手が置かれた。

　驚いて振り返ると、いつもの制服を身に纏ったアドルフがクレアを見下ろしている。

「寝ね癖ぐせ」

「……ありがと」

　見下ろされ、撫でられたところを自分の手で押さえて直した。普段の振る舞いからは到とう底てい考えにくいのだが、彼は案外世話焼きなのだろうか。

「行くぞ。俺たちに騎士をけしかけてきた以上、向こうも遅からず次の動きを取るはずだ」

　促うながされ、クレアは慌てて寝台から降りる。

「私たちが城内にいる限り、賊ぞくのふりをして襲う手しゆ段だんは取れないはずよ。でも、そんな手より厄介なのは……」

　最悪の想定を口にしようとした、そのときだ。




　扉からノックの音がした。




　たっぷりと時間を掛け、重たい合図が二度響く。アドルフが怪け訝げんそうに目を細めた。

「誰だ？」

　問い掛けの直後、部屋には奇き妙みような沈ちん黙もくが満ちる。

　扉を叩いておきながら黙り込むという行動に、言い知れないざわめきが生まれた。緊きん張ちよう感かんに耐たえ切れなくなり、こくりと息を吞んだそのとき。

「朝早くに、すまないね」

「……っ！」

　鳥とり肌はだが立った。

「少し、話が、したくてね。申し訳ないが、ここを開けてくれないだろうか？」

　扉の向こうから囁ささやかれたのは、低くてやさしい声だ。その必要以上な穏やかさが、却かえって不ふ快かい感かんを呼び起こす。

　何処か身み構がまえたアドルフが、ゆっくりと口を開いた。

「何の用だ。──……ウェルズ」

　クレアは一歩後ろに下がった。

「なあに。クレアというお嬢さんの話を聞きたくて、仲ちゆう介かいを頼みにね。世界の海を回っているカーター男爵の船ならば、さまざまな海賊の噂うわさ話ばなしを、知っているだろう」

「正気かよ。朝食の前にわざわざ訪ねてくるほどの話とは思えねーな」

「君は普段からあまり朝食を摂とりたがらないと、侍女たちが案じていたはずだがね」

　クレアが舶刀を抜く傍かたわら、アドルフも腰に下げた剣へと手を掛ける。

「悪いが身支度がまだだ。話なら簡かん潔けつにそこで頼む」

　扉の向こうにある気配はひとり分ではない。息いき遣づかいを探りつつ、もう一歩扉から離れた。

「はは、そうだな。実は、私の騎士が三名ほど行方ゆくえ不ふ明めいなんだ」

「三人どころか船上で山ほど死んだんじゃなかったか？　隊たい葬そうに参列した記憶があるが」

「君の喪も服ふくによる正せい装そうは、道行く女性たちの注目を浴びていたな。もっとも君はカーター男爵令れい嬢じよう一ひと筋すじのようだが……昨日、深夜に不届き者を捕らえて秘ひ密みつ裏りに収容したというのも、彼女にいいところを見せたいからかな」

　落ち着いているはずのウェルズの声は、クレアの背筋に妙な寒さむ気けを生む。紳しん士し的てきな話し方に込められた不自然さが、言いようのない違い和わ感かんとなって肌を這はうのだ。

「あの娘は、男爵や商人の令嬢などではないね？」

　ぎくりとしたが、アドルフが「落ち着け」と目線で促してくる。クレアは頷いて、呼吸を整えた。

「私にはどうにも彼女が身分を騙かたり、この城に近付いた賊に思えてならないんだ」

　危き惧ぐしていた状況にくちびるを結ぶ。

　昨夜のように襲われるよりも厄介な方法。それはクレアの正体が暴あばかれ、海賊の名の下もとに捕らわれることだ。イヴが病やまいに臥ふしているいま、頼るべき王族はいない。

「話がまだるっこしいんだよ。簡潔にまとめろって言ってんだろ」

「おやそうかい。ではいよいよ本題だがね、あの娘」

　静かに低い声が落ちる。




「──ここにいるんだろう？」




　直後、扉がまるで爆はぜるような乱らん雑ざつさで開け放たれた。

　しゃんと涼やかな音を立て、アドルフが剣を抜いたのが分かる。クレアも舶刀を構えると、真っ直ぐに敵を睨にらみ付けた。押し寄せてきた大勢の騎士はみな、アドルフの黒い制服とは違う紺こん色いろのものを身に纏っている。

「いたぞ！　あの娘を捕らえ……うわ！」

　叫さけんだ騎士の剣を、すぐさまアドルフの剣が弾はじいた。

「人の部屋でぎゃあぎゃあうるせーんだよ。殺すぞ」

　呆れるほどの手の早さだが、のんびりしている暇いとまもない。伸ばされた敵の手を払い、クレアも切っ先を突き付ける。騎士の剣を叩き落としてドレスの裾を翻し、間合いを計はかった。

　ウェルズの部下は次々と部屋へと雪崩なだれ込み、ふたりを囲む。アドルフの背に自らの背を合わせ、クレアは周囲に視線を配った。

　騎士の数は十五から二十人ほどだ。その中央に隻せき腕わんの騎士隊たい長ちようウェルズが立ちはだかり、正面のアドルフを見据えて大おお袈げ裟さに嘆なげいてみせる。

「やはり君も彼女の仲間だったのかい、アドルフ君。英雄騎士が嘆かわしいことだ」

　アドルフ自身が最もつとも疎うとむ呼び名を使った男は、こつこつと鞘の先で床を叩いた。

「うっせーよ。隊長同士で意見が違たがった場合、王を通せって決まりがなかったか？」

「陛へい下かから遠く離れたこの島にいる以上、ある程度は現場の判断で物事をこなさねば」

「それには概おおむね同意だな」

　クレアは騎士の動きに気を配りながら、念のため声色を作って悲ひ痛つうに訴えてみる。

「ウェルズ卿、私はやましいことなどしていません。これは何かの誤ご解かいです！」

「すまないね。お嬢さんの無実を証明するためにも大人しく捕つかまってくれるかい？」

　やはり通用しないらしく、交こう戦せんは免まぬかれないようだ。アドルフがクレアから背を離すと同時、クレアも諦あきらめて重心を落とした。

　床に手をついて白はく刃じんをかわす。

　剣を弾かれそうになってぐらつく騎士の足元目め掛がけ、大きく脚あし払ばらいを掛けた。短い悲鳴を上げた騎士のみぞおちに剣の柄つかをめり込ませ、右手から摑み掛かってきた大柄な男の腹にも渾こん身しんの力を込めて踵かかとを叩き付ける。

　濁にごった悲鳴が漏もれ、ふたりの騎士が沈む。けれども短く息を吐はいた途と端たん、アドルフに後ろから強く背を押されバランスを崩した。

　何事かと思ったが、床に伏ふせた上を敵の刃やいばが滑すべる。アドルフに突き飛ばされていなければいまごろ惨さん事じになっていただろう。とはいえ慌てて身を起こし、抗こう議ぎの言葉を向ける。

「ちょっと、乙女おとめに対して本気で突き飛ばすことないんじゃないの！」

「適てき切せつな判断だろ。なにが乙女だ」

　淡泊に言い放ったアドルフは両手で剣を構え直すと、つまらなさそうな様子で相手の間合いに踏み込んだ。クレアも正面に向き直り、敵に振り下ろされた剣を受け止める。

　このままでは女のクレアがいずれ押し負けるだろうが、騎士と違って流りゆう儀ぎにこだわることはしない。片手をドレスに滑らせると、忍ばせていた愛用の銃じゆうを引きずり出した。組み合わさった剣の下から突とつ如じよ銃じゆう口こうを向けられた騎士は、驚いて体を後ろに退しりぞける。

「残念ね」

　引き金を引いた。

　肩を竦ませた騎士から悲鳴が漏もれる。その弾丸は彼の剣を弾き、クレアから十分に距離を開かせた。跳ちよう弾だんの可能性がある銃は室内で扱あつかいにくい武器だが、牽制にはなるのだ。右の敵に剣の切っ先を突き付け、左の敵に銃口を向ける。

　一方、アドルフは大したものだった。

　彼の手によって既すでに十人以上の騎士が床に伏し、声にならない声を漏らしている。殺しはせず致ち命めい傷しようも負おわせず、あくまで彼らを同どう胞ほうとして保たもったままの見事な戦いぶりだ。

　その殺せつ那な、彼の死し角かくとなる位置に銀色の煌きらめきを見付けて、クレアは思わず叫ぶ。

「アドルフ、右！」

　告つげるなりその光に向かって銃を撃つと、アドルフを貫つらぬこうとしていた剣の主が悲鳴を上げた。振り返ったアドルフはそれに動じることもなく、強い力でクレアを引き寄せるようにしたあとで剣を薙なぐ。直後に背後からクレアを狙ねらっていた騎士がくずおれ、二人は互いに武器を持ち直した。

　庇かばわれたことに対して、どちらも礼などひとつも言わない。

　けれども不思議な感覚だった。欲しいと思った場所に助けが来るし、アドルフがいま何を邪魔にしているかが分かる。すぐ背後で剣を振るわれて恐おそろしいとも思わないし、彼が取り零した騎士が自分を貫くとも思えない。戦いやすい上に、この安心感はなんだろう。

　だが、安あん堵どしている時間はなかった。

　ウェルズがいないのだ。

「おい、行くぞ！」

　短い言葉を投げられるなり、ふたりで身を翻して扉を抜けた。戦いによる奇妙な高揚とは別に、嫌いやな予感がじわじわと胸きよう中ちゆうから這い上がってくる。

　このままではイヴが危ない。

　いまの彼女はただでさえ、病床に臥している身なのだ。息を切らし、迫り来る騎士に追い付かれないよう螺ら旋せん階段を駆け上がる。最上階に着いたとき、アドルフの手が破やぶるような勢いきおいで扉を押し開いた。

　肩で息をするふたりの目に飛び込んできたのは、美しき寝台に横たわる主あるじの姿だ。

　寝室には浅あさ瀬せの海のような色合いの絨毯が敷かれている。天てん井じようと壁は白く、鎮ちん座ざする寝台は床と同じ鮮あざやかな青を基き調ちようとしたものだ。天てん蓋がいは薄い珊さん瑚ご色いろをしており、幾いく重えにも布地の重なったところは鮮やかな緋ひに輝く。

　その寝台に眠る幼い王女は、苦しそうな呼吸を継いでいた。

　聡そう明めいそうな眉根はきつく寄り、頰は不自然なほど赤く火ほ照てっている。浅く胸が上下する呼吸の仕方は見るからに痛ましく、寝台の前に立ち塞ふさがる男への反感を殊更に煽あおる。

「ウェルズ！」

「おや、もう突とつ破ぱしたのかい。さすがは英雄騎士殿どのだ」

「……イヴから離れろ」

　地を這うような低さで言うアドルフに反し、ウェルズはそつのない笑みを浮かべた。

「離れろとは失礼な。殿でん下かが夕べから熱に苦しんでおられると聞いてね、僭せん越えつながら王都にお連れして、名だたる医者に診みていただこうかと話していたところなのだよ」

「見下げ果はてた馬鹿だな」

　アドルフの目に、強い憤いきどおりが宿る。

「王女に危き害がいを加えたらどうなるか、考えが及およばねーわけもねえだろ」

「勘かん違ちがいしないでくれアドルフ君。私は医者にお連れすると言っただけだろう？」

「あら、眠った女の子の部屋に入っておいて？　無ぶ粋すいなのね」

　クレアも心からの軽けい蔑べつを向けると、ウェルズは肩を竦めた。

「怖いなあ。もしかすると、君たちは何か誤解をしているのではないかい？　ひょっとして、私があのクイン・ローゼ号の痛ましい事件に関わっていると……」

『そう疑っているのだろう？』そんな言葉を予想して、クレアは身構える。

　しかしウェルズが紡いだのは、想定通りの台詞せりふではなかった。

「その目的が、汚きたない私し利り私し欲よくのためだと」

（え？）

「魔物の卵という財産を狙ってのことだと。そう疑っているのだろう？」

「……っ！」

　遠回しにクイン・ローゼ号襲撃事件への関かん与よをほのめかした彼は、そんなことを気にも止めずに手のひらを上げた。

「しかしそれは誤解だよ。これは私自身のためではない、この国のためなのだ。君たちもきっと賛同してくれるはずだ」

　警けい戒かい心しんを露にしたアドルフが、彼を睨み付けたまま吐き捨てた。

「魔物の卵を手に入れて、孵かえした魔物を戦争に使う試みがか？　くだらねーな」

　ウェルズは笑みの形を作り、整えられた髭ひげを指で撫でる。

「さすがだねえ、アドルフ君は。エルヴィス殿下にも再さい三さんお話をしているのだが、なかなかお許しが出ずに困っているんだよ。君も説得の手伝いをしてくれないかい？」

「ふざけんな。そんな試みで下へ手たを打ってみろ、何人の人間が死ぬと思ってる」

「なんびとたりとも死なないさ。──我が国の騎士はね」

　ウェルズはそこで、まるで舞台上の役者のように大きく片腕を広げた。

「考えてもみたまえ。これは新しい戦争のやり方なのだよ！」

　奇妙な言葉を振りかざし、それが希望だとでも言わんばかりに騎士が吼ほえる。

「我わが試みが成功すれば、船や魔物といった『道具』のみで戦うことが出来るのだ。素晴らしいとは思わないか？　この方法を用いて戦場に出れば、私は新しい功こう績せき者しやとして認められる……」

　ウェルズは双そう眸ぼうを色濃い恍こう惚こつに染め、くつくつと喉のどを鳴らした。何処か狂きよう気きを滲にじませた瞳が、ぎろりとアドルフを睨み付ける。

「貴き様さまのような若わか造ぞうに、いつまでも英雄を名乗らせてたまるものか……！」

　ウェルズはぎりぎりと強い力で己おのれの襟えり元もとを握り込んだ。そこに飾られた栄えい誉よを示す徽き章しようは、アドルフが着けている証あかしより小さなものだ。

「やりようだ。戦い方だ！　隻腕になった私でも、方法によってはまた戦場にいる価か値ちを取り戻すことが出来るのだ！　なあ、そうだろう……!?」

「くれてやるよ、英雄の名なんてつまんねーものは」

「黙れ！」

　鋭するどい声が落ち、ウェルズの傍に控ひかえている騎士たちが気き迫はくにたじろぐ。老騎士は目を細めると、空気に不ふ釣つり合あいなほどの柔にゆう和わな笑みを浮かべた。

「この試みは、アドルフ君のような騎士を二度と出さないことも目的としているのだよ」

　思わぬ差し向けに、アドルフが怪訝そうに右目を眇すがめる。

「君も想像したことがあるんじゃないかい？　あのとき戦場に立っていなければ、失うしなわずに済んだものがあったのではないかと」

　言葉を聞き、クレアの方がぎくりとした。

「君が戦地に出た際、妹君は傍で君を支えるため共に国こつ境きようへ向かったそうだね。敵国と戦うのが君でなければ、安全な場所にいたはずの妹君を亡くすことはなかったはずだ」

　寝台から苦しげなイヴの咳が聞こえ、アドルフの肩がぴくりと動く。

「君が英雄を務つとめているあいだ、君自身の大切なものが失われた。魔物を使った戦争を実現出来れば、そんな悲ひ劇げきもなくなるんだよ」

　ウェルズは一歩前に進み出て、堂どう々どうとした演説を披ひ露ろうする。

「正義と、何より未来の騎士のためさ。魔物を集めることは投とう資しなんだ」

「そんなのおかしいわ！」

　クレアは咄とつ嗟さに反論した。

「人を殺すのが嫌なのは、人間も魔物も同じなの。あの子たちは私を助けてくれて、怪け我がをしたら傷を舐なめてくれる。ちゃんと愛情を持ってるわ！　人を大事な生き物だって扱ってくれる魔物たちに、無理やり人殺しをさせようっていうの？」

　ウェルズは嫌そうに眉根を寄せ、虫けらでも見るような表情で口にした。

「アドルフ君。この娘は何を言っているんだ？　魔物が人を助けるだと？」

「それだけじゃない。ひとつの国が魔物で戦争する方法を手にしたら、みんながきっと真ま似ねをする。そうしたらどう？　どの国もお行ぎよう儀ぎよく魔物同士が争うの？　そんなわけない。戦争に魔物が使えるなら、誰も敵国の魔物を殺すことには使わないわ」

　自や棄けのような気持ちになって嘲ちよう笑しようを浮かべた。だって、あんまりではないか。

「そんなことよりも、敵国の人間を皆殺しにするために使うはずでしょう？」

　一体どの国が馬鹿正直に、魔物だけで戦争をするというのだろう。

「そこには騎士も平民もない。武器を持っていてもいなくても変わらない。蹂じゆう躙りんされる人間も命じられる魔物も悲鳴を上げて、苦しんで、そんな光景が正義だと言うのなら」

　敵の騎士たちが剣を構えたが、怯ひるむつもりは毛もう頭とうない。

「──私は、あなたの正義を踏ふみ躙にじる」

　クレアはアドルフを見上げると、俯いたままの彼に訴えた。

「アドルフ、あんな下ゲ種スからイヴ王女を離しましょう。早く！」

　呼応するようにして、ウェルズの配下である騎士たちが剣を掲げる。それと同時、扉から室内に雪崩込んできた騎士たちが銃口を向けた。イヴの苦しそうな咳が聞こえ、アドルフが震ふるえるほど強く拳こぶしを握り込んだのが分かる。

　クレアも改めて構えを作ろうとした、そのとき。

「……どうでもいい……」

　低い声音がそう紡いだ。

　思わず耳を疑った。だが、言葉は間違いなくアドルフが紡いだものだ。

「なんですって？」

「どうでもいいって言ってんだ」

　アドルフは再び重ねると、ウェルズに向けていた剣先を下げた。

「いい加か減げんにしろ。どいつもこいつもうんざりだ。一方的に正義を説といて、他人に押し付けようとする。魔物やほかの騎士がどうなろうと、俺にとっては知ったことじゃねえ」

　アドルフの青い双眸が、初めて会ったときのような冷たさでクレアを見据えた。

　そのまなざしは、目が合っただけでずきりと胸が痛むような、冷たい温度に戻っている。




　そうしてアドルフが手にした剣の切っ先は、真っ直ぐクレアに向けられていた。



















　静かな靴くつ音おとが響き、彼が歩いてくる。表情には少しの感情も灯っておらず、考えていることがまるで読めない。先ほどの共きよう闘とうでは、あんなに手に取るように分かったのに。

「嬉しいな。分かってくれたんだね、アドルフ君」

　ウェルズが喜色を浮かべると同時、アドルフは自じ嘲ちようめいた笑みを口元に宿らせる。

　クレアはこれまでに、たとえどんな形であれ彼の笑みを見たことはなかった。それに目を奪われた直後、美しいくちびるが紡ぐ。




「──クレア」

「……っ？」




　初めてその声で名前を呼ばれ、何も言えなくなった。

　これまで何度も「呼ぶ価値がない」と言われ続けてきた名前だ。それを口にしたアドルフが、綺き麗れいな手を伸ばしてくる。温かな指が頰に触れ、クレアの顔に掛かった髪を梳すくようにした。

「グリフォンを救ったあとに、正義にはなれないとお前は言ったな」

　やさしい声が落とされる。

「俺も同じだ」

「……アドルフ？」

　心地よいほどの低音は、込められた感情を殺すような柔らかさで言葉を紡いだ。

「正義になんざ、なるつもりもない」

　その直後。

　クレアの体は突き飛ばされ、壁に背中を打ち付けた。衝しよう撃げきに思わず息を詰めるが、体たい勢せいを立て直す暇もない。次の瞬間、首くび筋すじのすぐ傍にアドルフの剣が突き立てられる。

　火花が爆ぜたかと感じるほどの強さに目を瞑つむり、言葉を失った。

「お前ら、この女を捕らえろ」

　アドルフの声がウェルズの騎士たちに向けられた。直後、無数の手が方々から伸びてくる。

　クレアは何も出来なかった。

　騎士たちに腕を引かれ、手首に痛いほど縄が食い込むが、抗あらがうことが出来なかったのだ。それほどまでに、先ほどアドルフが見せたまなざしが胸に刺さっていた。

（だって）

　あそこには、言い知れない色の感情が宿っていたではないか。

「理解が早くて助かるよ、アドルフ君。これからは共に頑がん張ばろうではないか」

「馴なれ合あうつもりはねーよ。……だが、ひとつだけ手て土産みやげをくれてやってもいい」

　押さえ付けられたクレアに背を向けると、アドルフは淡たん々たんと告げる。

「この女は、クイン・ローゼ号の生き残りがいる場所を知っている」

「……何？」

　老騎士の顔色が、その一言で僅わずかに動いた。

「お前にとって『それ』は不ふ都つ合ごうな存在だろ。この女を拷ごう問もんにでも掛けて、白はく状じようさせてみたらどうだ？」

　アドルフの言葉に、ウェルズのぎらついた目がこちらを向く。老騎士はそのまま何か言い掛ける素振りを見せたが、すぐに口を閉ざした。

「連れて行け」

　アドルフの一言により騎士たちに強く体を引かれ、関かん節せつが軋きしむ。それでも言葉が見付からず、クレアはくちびるを結んだ。

　手首に食い込んだ痛みより、先ほど頰に触れてきたアドルフの指の温かさが忘れられない。
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　最初に自覚したのは、「冷たい」という単純な感覚だった。

　次に湧わいたのは体の痛みだ。ゆっくりと目を開けたクレアは、自分が牢ろう獄ごくに横たわっているのに気が付いて身を起こす。

　灰色に染まる石いし壁かべは静かに沈ちん黙もくし、時折鼠ねずみの走る音がした。壁に掛けられた燭しよく台だいの火が揺れるのは、何ど処こからか隙すき間ま風かぜが吹き込むからだろう。

　どうやらここは、初めてこの島に来た日に連れて来られた地ち下か牢ろうのようだ。騎き士しの気配はないことを悟さとったクレアが立ち上がろうとすると、思わぬ声に呼ばれる。

「お嬢！」

「みんな!?」

　格こう子しの向こうには同じく牢獄があり、その先に並ぶのは仲間たちの顔だった。鉄格子を摑つかんで応こたえると、無ぶ精しよう髭ひげを生やした面々はみんな瞳ひとみを潤うるませて頷うなずいてくれる。

「うおおん！　良かったようお嬢、怪け我がなくてよう。殆ほとんど丸一日寝込んでたんだぜ！」

「投とう獄ごくを経験したとあっちゃあ、お嬢も立りつ派ぱな一人前だなあ……っ」

「泣かないでみんな、それより寒くなかった!?　具合の悪い人はいない？」

「大丈夫だ。今日はやたら騒さわがしいからよ、お嬢の身になにかあったんじゃねえかと……まさか試験に失敗しちまったのか？」

「畜ちく生しよう！　お嬢が挑戦した試験ならどんな結果であれ合格にしろってんだ！」

「お、落ち着いて落ち着いて」

　宥なだめつつ、クレアは自分こそ深呼吸をしていまの状況を確かめる。纏まとっているのは鮮あざやかな藍あい色いろをした自前のドレスだが、そこに隠かくしてあるはずの武器は消えていた。

　だが、体の何処にも怪我はない。

　剣を間近に突き立てられた首にも、傷きずひとつ付いていなかった。あのときは散った火花が皮ひ膚ふに触ふれたのではないかと思ったが、アドルフの腕前であれば怪我を負おっていなくとも不思議ではない。

　十分に動ける。それが分かり、迷わず立ち上がった。

「お嬢？」

　試験はまだ終わってない。

「止まってなんかいられないわ。私はクイン・ローゼ号襲しゆう撃げきの『犯はん人にん』をイヴ王女に伝えて、この試験の合格を果はたすの」

　まだ出来ることはある。自分に言い聞かせ、目前の鉄格子をぐっと摑んだ。

「魔ま物ものたちを助けて、あの馬ば鹿かげた戦争実験の計画を止めるわ」

「はあ？　おい待てお嬢、一体何に首突っ込もうとしてんだ！」

　年長者である仲間たちの慌あわてた声がする。

「下へ手た打ったんだろ？　安心しろ、お頭かしらはお嬢を殺させやしねェさ。待ってりゃあ迎えが来る。船長にはなれなくてもみんなで楽しくやればいい。な？　大人おとなしくしてろ？」

　窘たしなめられるがそうは思えない。最後に目にしたあの様子では、現在の城内はウェルズが主しゆ導どう権けんを握にぎっているだろう。自分たちがまだ生かされているのが不思議なくらいだ。

「私は海かい賊ぞくよ」

　クレアは目を細め、はっきりと言った。

「与えられるのを待ちはしない。手にするべきものがあるなら自分で奪うばい取るわ」

　どうしても望んでいるものがある。

　あの計画を止めたい。それによって救えるはずの多くの魔物の命が惜おしいし、捕とらわれているであろうグリフォンの親鳥を見付けて放してやりたい。

　それに、苦しげに呼吸をしていた王女と、クレアに剣を向けた騎士のことも。

「だからってどうすんだ？　ここは牢獄だぞお嬢、牢を壊こわそうにも銃じゆうさえない！」

「とりあえず、出来ることからしようと思うの」

　クレアが牢ろう屋やの隅すみに落ちていたスプーンを拾い上げると、その錆さびに指が赤く染まった。

「これで穴を掘ほるのと鍵かぎ穴あなに挿さし込むの、どっちが早いかしら？」

「んな無茶な！」

「そうだな。やめておけ」

　聞こえた声にどきりとした。

　仲間たちからざわめきが生まれ、視線が奥の扉へと向かう。その扉がぎいっと軋きしむ音を立てた後、現れたのはランプを片手に提さげた黒服の騎士だった。

「……アドルフ……」

　青の双そう眸ぼうがクレアに向けられる。アドルフの姿を見付けた途と端たん、仲間たちが殴なぐり付けるような勢いきおいで格子に摑み掛かった。

「てめえ、何しに来やがった！　お嬢をぶち込んだのはお前らしいな！」

「若わか造ぞうが、これまで散さん々ざんうちが手を貸してやったのを忘れたのか!?」

「うるさい、吼ほえるな、黙ってろ」

　アドルフは淡たん々たんと言い捨てると、真まっ直すぐにクレアの牢の前に歩いてくる。

　ランプの灯あかりに照らされた美しい顔立ちには疲ひ労ろうが滲にじみ、少しだけ表情に影を作っていた。それが却かえって妙みような色香を匂におい立たせているところが、まったくもって憎にくたらしい。

「獄ごく中ちゆう泊はくの割に、案外元気そうだな」

「お陰かげ様さまで。丁てい重ちように放り込んでくれたみたいだから」

　仲間たちの怒ど気きとはうらはらに、クレア自身にはアドルフに向ける怒いかりの気持ちはない。そのためか、不思議と普段通り言葉が出てくる。

「ウェルズがよくあなたを自由にしたわね」

「やつはこれから王おう都とに船を出す。港での出港準備に忙しくて、見み張はりに付けた騎士が全員縛しばり上げられたことにも気付いてないだろうよ」

「なるほど。お留る守す番ばん役がこんなところに来るなんて、一体何のご用なの？」

　アドルフは疲ひ弊へいした表情をしているが、ランプに照らされた碧へき眼がんの中にはいまだ強い光が宿っている。

「──俺と手を組め、海賊共」

「なんだって!?」

　低くともよく通るその声は、牢獄の中へ波音のように響ひびき渡った。仲間たちの大声にも、アドルフは平へい然ぜんと言葉を続ける。

「生あい憎にく部下を全員遠えん征せいに出され、俺には使える人手がない。やつを追うにも船が出せない」

「勝手なことを！　てめえ、カーヴェルをお前らの便利屋だと思ってねえだろうな！」

　殆ど咆ほう哮こうを上げるような勢いで猛たける仲間の前で、クレアも真っ直ぐ彼を見上げた。

「もしかして、高価なものを載せた船が出るのかしら」

「一国の王女と魔物の成せい体たいだ。海賊には垂すい涎ぜんものの価か値ちかもな」

　やはり、ウェルズはあくまでイヴを人ひと質じちにするつもりなのだ。

　彼女を使い、アドルフの行動を制せい限げんする気でいる。アドルフとクレアを殺さない理由としては、ウェルズにとっての「懸けん案あん事項」が残っているためだろう。

「……あの耄もう碌ろくジジイ、エルヴィスが戻る前に魔物を王都へ運ぼうと焦ってやがる。このままじゃ、イヴに何をするか分かったもんじゃねえ」

　アドルフは指先に引っ掛けた鍵かぎ束たばをじゃらりと鳴らす。

「乗るだろう、お前も」

　挑いどむように言われ、仲間たちからは当然反はん感かんの声が上がった。

「ふざけんな!!　お嬢を裏切ったお前になんで俺たちが手を貸すって……」

「同どう盟めいを組むわ」

「お嬢!?」

　鉄格子ががちゃんと鳴る。自分から持ち掛けて来たくせに、アドルフは僅わずかに驚いたような顔をした。

「……お前」

「分かったの。あのとき言った、あなたの言葉」

　正義にはなれない。

　なるつもりもないと、アドルフは確かにそう言った。

　切っ先を突き付けられたとき、クレアは途と方ほうもなくかなしくなった。そのときは理由も分からずに胸を痛めたばかりだが、いまならよく分かる。

　ほかでもない、あのときのアドルフ自身がかなしそうだったからだ。

　彼の決めたことが、彼自身にとって本当に痛いたましいことだったのだ。戦争の終わり、大おお勢ぜいの他人のために妹を見捨てた選せん択たくがいまだに彼を苦しめているのと同じように。

「あのときのあなたが、私を護まもろうとしてくれたんだってことが、分かったから」

「随ずい分ぶんと虫のいい勘かん違ちがいだな」

　自じ嘲ちようめいた笑みが、形のよいくちびるに滲む。

「俺はイヴに危き害がいが及およばなければそれでいい。ほかのやり方なんて選びはしない」

「だからこそよ」

　ほかに方法がなかったのだ。

　あのときイヴは寝しん台だいにいて、ウェルズの騎士に囲まれていた。クレアたちにも銃が向き、少しの油ゆ断だんも出来ない状況だった。イヴだけを護ろうとすればクレアが、クレアを庇かばおうとすればイヴが危険に晒さらされただろう。クレア自身が十分に戦えるといえど、あの狭せまい室内で戦い続けるには限げん界かいがある。

「あの場でイヴ王女だけでなく、私のことさえも護る手しゆ段だんはあれしかなかった。私を捕らえさえすれば、ひとまずそれ以上ウェルズたちに傷付けられることはないものね」

「違う」

「『私だけ』がクイン・ローゼの生き残りを知っているという噓うそだってそうよ。ウェルズは襲撃事件の証人を探すため、拷ごう問もんしてでも情報を出させたがるでしょう。そうすれば、私が殺されることはなくなるわ」

「違うって言ってんだろ」

「救いってきっと、そういうことよ」

　アドルフの否定にクレアは笑う。

「たとえどんなやり方でも、選んだ人が後こう悔かいしていても、救われた人間がそう感じたなら救いになるの。私はなんと言われようと、あなたが救おうとしてくれたって信じる」

　そんな言葉を、ここにはいない誰かの分も彼へと告つげる。捕らわれたイヴや、炎ほのおの中で最さい期ごまで彼を信じた少女の代わりに。

　それが、どれほどの偽ぎ善ぜんであろうとも。

「だから、その借かりを返すために手を貸すわ」

　眉まゆ根ねを寄せたアドルフの瞳が、僅かに揺らいだ。

「お嬢、待てよ。この青あお二に才さいがまた裏切らねえとも限らんぞ」

「大丈夫よ。そもそも裏切られてなんかいないし、彼は絶対にそんなことしない」

　言い切ったクレアに誰もが怪け訝げんそうな顔をする。だが、根こん拠きよはこちらにもあるのだ。

「だって、妹のような存在のためだもの」

　クレアは彼に笑い掛け、仲間たちに言い聞かせるように口にする。

「イヴ王女を護るためなら、必要なことはなんでもする。そうでしょう？」

　挑むように見み据すえれば、アドルフは眉根を寄せた。

「……魔物と仲間を護るためならなんでもするお前にだけは、言われたくない」

「ふふっ、そうね」

　お互いに、それだけは信じている。

　敵同士から始まり剣を交まじえ、心底厄やつ介かいに思ったからこそ信じられる。いいや、疑っていると言ってもいいかもしれない。

　──『そのためになら、何をしでかすか分からない』と。

「だがお嬢。カーヴェルの利り点てんは何処にある？　たとえ王女がどうなったって」

「四しの五ごのうっせーな、海賊共」

　なおも言い淀よどむ年長の仲間に、アドルフが舌した打うちをした。

「放っておけばウェルズに処しよ刑けいされるだけのお前らに、逃がしてやるという利点は出した。それ以上に欲しいものがあるなら、この女の言うように海賊らしくすればどうだ」

　アドルフが振り返り、牢獄の中のぎらつく目をした面々を見渡した。

「奪ってみればいい」

「……っ」

　瞬間、仲間たちは黙り込んだ。

　アドルフに言われた言葉を反はん芻すうし、互いに目を見合わせる。戸と惑まどいを浮かべる者や悔くやしそうな者もいて、その反応はさまざまだ。

　だが、彼らはやがて頷き合った。

「──ったく、言ってくれるぜ青二才が！」

「騎士に煽あおられて動かねえようじゃ、海賊の名が廃すたるじゃねえかよ」

　船の上と変わらない、活いき活いきとした表情が仲間たちに浮かぶ。クレアは笑い、アドルフを力強く見上げた。

「決まったわ！」

「当たり前だ」

　アドルフは金色の鍵束のひとつを取り、クレアへと放り投げた。受け取って、握り込む。

　これは正義のためではなく、報ほう復ふくのための戦いだ。

　正義になれないクレアたちは、自分のためだけに前に進む。
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　王都に向けて帆ほを張った船は、太陽の昇のぼる方角を目指して出しゆつ航こうする形となった。

　港にウェルズの見張りとおぼしき姿はいくつかあったが、昏こん倒とうさせて倉庫に放り込んでおく。そこからナイト・グラン号という名の船に乗り込んで港を後にしたクレアたちは、甲かん板ぱんの上で忙しく動き回って戦いの準備を始めた。

　ナイト・グラン号は小型の船で、耐たい久きゆう性せいはない代わりに速いのが強みだそうだ。帆に受ける風だけで海面を駆かる船は、空に暁あかつきの緋ひ色いろが滲むころには大型船の影を捉とらえていた。

　それを受け、船の見張り台に立つ仲間が声を上げる。

「見えたぞ！　シェランド国こつ旗きを掲かかげた黒い船だ！」

　クレアは急いでマストへ登った。双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込み、夜明け前の薄うす闇やみにぼかされた海上の黒点を見付ける。

「追い風よ、近付けるところまで近付いて！」

　どれほど性せい能のうのいい双眼鏡を使っても、この時間帯の明るさで遠くの人間の顔までは見えない。ウェルズたちがこちらの船に気付いても、敵と判はん断だんして撃うってくるまでにはしばらくの猶ゆう予よがあるだろう。海賊クレアたちが得意とする、闇やみに紛まぎれた戦せん術じゆつだ。

「……イヴが生かされているのは、あくまで保険だ」

　甲板の手て摺すりに手を掛け、アドルフが零こぼした。

「俺が追ってきた場合の切り札にでもするつもりなんだろうが、それも王都に着くまでだ。見事に抑よく止しがきいて無事に王都へ辿たどり着いたら、俺たちを処しよ分ぶんする理由付けのためにイヴを殺すつもりだろう」

「その場合、私とあなたのどっちが主しゆ犯はん役やくになるかは興味深いわね」

　そういう意味で船上は最適だ。何に襲おそわれるかも分からない海では、誰でも反はん逆ぎやくの首しゆ謀ぼう者しやに出来る。

　一いつ刻こくも早くイヴを救い出さなくてはならないし、彼女の病びよう状じようも気き掛がかりだった。逸はやる気持ちに急せかされながらもじりじりと距きよ離りを縮め、帆のひとつひとつが見えるほどに近付いたころ。

　どんっと爆はぜる音がした。

　五秒ほどの間があって、数十メートル前方の海面が飛沫しぶきを上げる。船が大きく揺らぎ、クレアたちは甲板の手摺りに摑まった。

「お嬢どうする、気付かれた！　砲ほう戦せんなら勝ち目はねえぞ！」

　仲間のひとりが声を上げるが、ここまで近付けば十分だろう。クレアとアドルフはお互いに視線を合わせたあと、それぞれに口を開いた。

「もちろん、突っ込むわ！」

「乗り込んで連中の首を落とす」

　当然のように意見を一いつ致ちさせたふたりの声に、船員たちがロープを摑む。本来ならばマストへ帆を張るために下がっているそれをクレアも拾い上げ、一本をアドルフの方へと投げた。

「ナイト・グランです！　ナイト・グラン号が海賊に乗っ取られています！」

　敵船から声が上がったのが聞こえる。船はいまや、それほどまでに近付いていたのだ。

「海賊たち、それに、フォード第七近この衛え隊たい長ちようも乗船……うわっ！」

　直後、ナイト・グラン号は敵船へと突っ込んだ。

　船体が揺れて傾く。その勢いを利用して、クレアはロープを摑んだまま甲板を駆かけた。

　手摺りを飛び越えると、ロープを中心にした振ふり子この原理でキング・リゼルグ号の甲板へ降り立つ。アドルフを案じて振り返ろうとしたら、後ろ頭を軽く叩たたかれた。

「ぼさっとしてんな、行くぞ」

　アドルフがマントを翻ひるがえし、剣を引き抜く。甲板にいる紺こん色いろの騎士たちはあからさまにうろたえ、互いに怒ど号ごうを投げ付け合った。

「海賊だ！　何をしている、早くウェルズ隊長にお伝えしろ！」

「行かせるかよ」

　アドルフが踏ふみ込み、ひとりの騎士を斬きり伏ふせる。海賊たちが猛る声を上げ、それを皮切りに交こう戦せんが始まった。

　剣けん戟げきの音があちこちに散って火花を生む。騎士たちは流石さすがに戦い慣れをしていて、陸おかで戦えば危なかっただろう。けれども海の真まっ直ただ中なか、とりわけ船上ともなればクレアたち海賊の方が地の利は上だ。

　波の揺れを利用し、飛沫が上がるのを味方に付け、船上での戦いを有ゆう利りに動かす。海賊が騎士のような長ちよう剣けんではなく極きよく端たんに先の曲まがった舶刀を用もちいるのだって、狭い船の上で戦うにはこちらの方が適てきしているからだった。

　それに加え、やはりアドルフの存在が大きい。

　彼は船上での不ふ利りをものともせず、宣せん言げんした通りに大半の騎士を斬ってゆく。騎士の剣を弾はじき飛ばしたクレアが振り返ったとき、不意にアドルフの手がぴたりと止まった。立ち止まったアドルフが睨にらみ付けている先を、クレアも見み遣やる。

　甲板の先に立っていたのは、隻せき腕わんの騎士ウェルズだった。

「騒がしいと思ったらお客さんか。わざわざご苦労なことだね、君たちも」

　初めて見る彼の義ぎ手しゆには、鉄の覆おおいの先に鎌かまのような形の刃物が備わっている。その鎌に睨まれるようにして片腕へいだかれているのは、依い然ぜん苦しそうに呼吸を重ねているイヴだ。

「アドルフ君も同行してくれるのかい？　助かるよ、護ご衛えいの大半が海賊にやられてしまったようだからね」

　アドルフの眉根がおぞましそうに寄る。

　ウェルズはぐったりとしたままのイヴを抱かかえ直し、やれやれと溜ため息いきをついた。クレアがアドルフに目配せをすると、彼はそれを受けウェルズを再び見据える。

「てめーがそいつに害がいを成なした以上、反逆罪は免まぬかれねーぞ」

「ご心配痛み入るな。大丈夫さ、それを陛へい下かに証しよう言げんする者がいなくなるからね」

「証人は必要ねーだろ。この場で処刑される運命だ、ほかの罪ざい状じようはまけといてやるよ」

　海賊たちの幾いく人にんかが銃を構える。老騎士は目を細め、イヴの喉のど元もとに義手の刃やいばを押し当てた。その注意が完全にアドルフや仲間へ向いたことを悟り、クレアは物もの陰かげに身を隠す。

　甲板に立つとき、何処にいれば死し角かくになるのかはよく分かっていた。ここからならば、ウェルズに気付かれず回り込むことが出来るはずだ。

「イヴを離せ」

「命令できる立場かい？　君の方からその剣を下ろしてもらわねば」

　だが、クレアがドレスを翻したのもそれと同時だった。

「剣を下ろすのはそっちよ！」

　イヴを抱える生身の腕を狙ねらい、その肩口に舶刀を振り下ろす。ウェルズもすぐさま振り返り、義手で剣戟を弾いた。鎌のような刃先に舶刀が絡からめ取られそうになるも、舶刀の刃を返して義手から逃のがれる。

　しかしウェルズはあろうことか、生身の腕で羽は交がい絞じめにしていたイヴをクレアに向けて突き飛ばしてきた。クレアは息を吞のみ、瞬時に剣を引いて手を伸ばす。

　くずおれるイヴを支えようとするが間に合わない。そう思った瞬間、アドルフの腕がイヴの体を受け止めた。

「イヴ！　しっかりしろ！」

　妹を案じる兄そのものの表情でアドルフが彼女の名を呼ぶ。騎士に抱き上げられた王女はきつく目を瞑つむっているものの、突き飛ばされたことによる大きな怪我はないらしい。安あん堵どしかけたのも束つかの間ま、クレアは衝しよう撃げきを感じて息を詰める。

　ウェルズに後ろから髪を摑まれ、引き上げられたのだ。痛みに悲鳴を上げる間もなく、腰を抱かれて背せ筋すじを粟あわ立だてる羽は目めになった。

「……っ！」

「お嬢！」

　騎士と対たい峙じする海賊なかまが叫さけぶ。首くび筋すじに義手が当てられ、呼吸がしにくいほどに喉を反そらされた。ウェルズは忌いま々いましげな様子を隠しもせずにクレアを睨み付ける。

「よくもやってくれたね、お嬢さん」

　まずい。

　クレアの体を押さえつける力は強く、隻腕のみで拘こう束そくされているとは思えないほどだ。もがこうにも、鎌のような形の刃がクレアの首へ巻き付くようにして義手から伸びている。

「てめえ、お嬢を離しやがれ！　傷付けたらどうなるか分かってんだろうな！」

　仲間たちの怒りをも嘲あざ笑わらい、ウェルズはいっそうクレアの体を強く締しめ上げる。息が苦しくなり、頭の奥がくわんと眩くらんだ。

　強くウェルズを睨み付けたアドルフが、イヴを片手で抱いたまま剣を構える。しかしアドルフの周囲を取り囲んだ騎士の剣は、彼ではなくイヴに狙いを定めていた。

「人質を取らなければ俺と戦えねーのか、ウェルズ」

　アドルフが挑ちよう発はつすると、ウェルズの嘆たん息そくが聞こえる。

「君たちは実に目め障ざわりだな。生憎だが、この件はエルヴィス殿でん下かがお戻りになる前に進めておきたいんだ。本来なら君たちと遊んでいる暇ひまはないんだよ」

　クレアは逃げるべくもがいてみるが、喉へ食い込んだ刃先がうっとうしい。ウェルズの殺さつ気きはぎらついており、いまにも爆ぜかねない危あやうさを感じた。

　せめて一瞬でも隙が出来れば。

　そんなクレアの思考を読んだかのように、ウェルズを睨み付けたアドルフが言い放った。

「……グリフォンを呼べ、クレア」

　思わぬ言葉に息を吞む。

　先日のグリフォン、あの親鳥がこの船にいるかもしれないとはクレアも想像していた。しかしあくまで推すい測そくであり、確かく証しようはないものだ。なのに、アドルフは続ける。

「何に繫つながれてるか知らねえが、魔物の力だ。それに懸かけろ」

　確かに魔物の力は底が知れず、人間が用意した檻おりや鎖くさりなど壊せる可か能のう性せいもある。とはいえ、その事実は却って危険を増すだけだ。

「駄だ目め。ここで魔物を呼んでもみんなが怖がるわ、そうしたら人を襲うかもしれない！」

「馬鹿か。方法ならある」

　簡単だと言わんばかりの声で、アドルフは続ける。




「魔物を信じろ」

「！」




　クレアは驚き、目を丸くした。

「お前が言ったんだろう？　魔物がお前の感情に呼こ応おうするなら、お前が信じてやればいい。魔物に信じさせるんじゃない、お前が信じるんだ。出来るだろ！」

　くちびるを結ぶ。

　そう言い切るアドルフの言葉こそ、信頼の形をしていた。信じることを否定し、誰かを救うことを嫌きらったアドルフのくれたものに、声が震ふるえそうになる。

　けれど。

「魔物を信じるだって？　君たちは気でも違っているのかな」

　ウェルズが笑い、クレアの腰に回した腕の力を強くする。

「英えい雄ゆうごっこはお終しまいにしようじゃないか、アドルフ君。君はすべてを救えない。出来もしないことを口にして、この娘を見殺しにする理由を探しているだけだ」

　違う。

　アドルフは間違いなく、クレアを護る手段を探してくれている。それなのに、クレアが恐おそれているだけなのだ。

「……無理よ……」

　ウェルズの腕に爪つめを立てながら否定する。

「そこにいるのがどんな魔物か知っていなくちゃ、呼ぶことは出来ないのよ。いくらグリフォンの親鳥だってことが頭で分かっていても、それでも」

「四の五のうるせえな。なにも、そいつを呼べとは言ってねーだろ……！」

　アドルフの声に僅かな焦しよう燥そうが混じり、彼自身ももどかしいのが分かる。それでもと躊ちゆう躇ちよするクレアに向け、真っ直ぐな言葉が向けられた。

「出来る出来ないの話より、お前自身がやってきたことを信じてみせろ！」

「！」

　唐とう突とつに理解した。

　自分が何をするべきか。

　何が出来るのか。

　信じているものはなんなのか、クレア自身が分かっていたはずではないか。

　アドルフの言う通りだ。

（……信じたい）

　アドルフの言葉を。

　これまで救ってきたものと、「アドルフが信じてくれた」という事実を信じたい。

（いいえ）

　クレアはゆっくりと目を閉じた。

（信じてみせる……！）

　ウェルズの腕が食い込み、呼吸が浅くなる。それでもと、ここにはいないはずの存在に向かって呼び掛けた。

　利用してごめんね。

　必ず護ってあげるから。

　……どうか、力を貸して。

「諦あきらめたかな？　ようやく君も分かってくれたかい、お嬢さん」

　大人しくなった様子のクレアに、ウェルズの声が告げた。

「この男は君を護ってはくれない。そんな男が、私より優すぐれた騎士であるはずもない」

　まるでアドルフに見せ付けるようにゆっくりと義手の刃が動き、クレアの首筋に熱が走る。雫しずくが肌の表面を伝い、アドルフの殺気がいっそう色いろ濃こいものになるのが分かった。

「最期に思い知ってくれたようで嬉うれしいよ。さて」

　クレアは深く瞑めい目もくしたまま、喉に突き付けられる刃の冷たさに身を晒して呼び続けた。

　波の音がやけに鼓こ膜まくへ響くが、魔物の声はまだ聞こえない。焦燥を誤ご魔ま化かしてきつく目を瞑ると、押し付けられた刃の熱さが痺しびれるような痛みに変わった。

「さよならだ」

　頭上で気配がする。義手の刃が振り上げられたのだと悟り、空くうを切る音に息を詰めたそのとき。

　聞こえたのは、鉄の弾かれる音だった。

　鈍にぶい悲鳴も感じて顔を上げる。昇り始めた日の下で空を見上げれば、抱き抱かかえたクレアごとよろめいたウェルズの顔が苦く歪ゆがんだ。そうして、自みずからに襲い掛かった魔物の影を見み留とめる。

「グリフォン、の………………幼鳥だと……？」

　そこにいたのは、数日前にアドルフと助けて海に放したグリフォンの雛ひなだった。

　クレアが呼ぶ声に応え、幼くも鋭するどい鉤かぎ爪つめで、ウェルズの義手からクレアを護ってくれたのだ。

「なんだこいつは、逃げ出した例の雛か？　どうしてここに」

　羽ばたく幼鳥はなおもウェルズを見下ろし、高く細い鳴き声を上げた。

「ありがとう。……ごめんね、こんなところに呼んでしまって」

　クレアは言い、最後の仕上げにと再び心で祈いのる。

　おいで。

　あなたの可か愛わいい子供はここ。

（会ったことのない私の声は届かなくとも、この子の声なら届くでしょう？）

　必ず護ってみせるから。

「迎えに来てあげて」

　そう呟つぶやいて、再び大きく声を上げる。




「おいで、グリフォン！」




「貴き様さま、なにを……」

　大きな呼び声が響いたのは、その直後だ。

　けたたましい声が船底から響き、甲板の床が盛り上がった。次の瞬間、海そのものを持ち上げたような凄すさまじさで船が揺れる。次ついで、咆哮が響き渡った。

「化け物の檻が破やぶられたぞ！」

「うろたえるな！　心配せずとも、化け物の首はフォアマストに鎖で繫いで……」

　そこまで言い掛けたところで、ウェルズがはっとする。

「鎖を外はずせ！　すぐにだ！」

　しかし間に合うはずもない。

　フォアマストは船の重心にあり、それが揺らげば船ごと傾く。一いつ拍ぱく置いて世界が歪み、飛沫が上がって揺れる甲板でクレアはウェルズを突き飛ばした。

　すぐに体たい勢せいを立て直したクレアの元に、親鳥であるグリフォンが割れんばかりの鳴き声を上げて降りてくる。衝撃にまた船が揺れるが、無ぶ様ざまに転んだりはしない。

　着地したグリフォンは幼鳥を己おのれのくちばしへ攫さらうと、マストの上へと羽ばたいた。銜くわえられた幼鳥はぴいぴいと鳴き声を上げて親鳥に擦すり寄よる。

「待っていてね。切れた鎖は、後できちんと外してあげる」

　呼び掛けると、親鳥が一ひと際きわ高く鳴く。その声に騎士や仲間たちが怯ひるむものの、グリフォンはそこから動こうとはしない。

　クレアを信じてくれているのだ。

　確信を元に、顔を上げる。

「あなたたちのひとりでも、魔物に危害を加えてご覧なさい。ただじゃおかないから！」

　ドレスから銃を取り出して翳かざす。牽けん制せいする背中へ、とんっと誰かの背が合わせられる。そのぬくもりは、振り返らなくともアドルフのものだと分かった。

「よく働いたじゃねーか。ご苦労」

「お褒ほめに預かり光栄ね。それより次はあなたの番じゃないの？」

「分かってるよ」

　舌打ちのあと、アドルフが静かな声で言う。

「……イヴを頼めるか」

　思わぬ言葉に驚いたが、クレアはすぐに頷いた。

　小さく息をついたアドルフから、イヴの体を抱き留める。アドルフの命よりも大事な少女はいまだ浅い呼吸を繰くり返し、見るからに痛ましい有あり様さまだ。

　護らなくてはと強く思った。

　その意思を込め、アドルフを見上げる。

「任まかせたから」

「そっちこそ、死んだら殺す」

　主しゆ君くんを手放したアドルフはそう言うと、剣を手にして前に進んだ。

　海風にマントが翻り、朝焼けの光の中へと広がる。

　真っ直ぐ伸びた背筋の美しさと、敵に向けて踏み出す迷いのない軍ぐん靴かの音。こうしてアドルフの後ろ姿を目にすると、戦場で彼を英雄と呼びたくなった人々の気持ちも分かる気がした。ウェルズは残った片腕に剣を握ると、心底からの嫌けん悪おを露あらわにしてアドルフに向き直る。

　双そう方ほうが剣を翻したのは、一拍置いた後だった。

　鉄同士がぶつかる音と共に、雷らい鳴めいのような火花が散る。剣戟が爆ぜるさまは、海賊も騎士もみんな思わず手を止めてそちらに目を向けてしまうほどだった。クレアだって、イヴを大事に抱き締めたままおのずと見入ってしまう。

　英雄と呼ばれるアドルフはもとより、隻腕のウェルズが繰り広げる剣術も引けを取らずに優れたものだった。鮮やかかつ大だい胆たんという表現がふさわしいのがアドルフの剣ならば、ウェルズのそれは技ぎ巧こうの細かな手しゆ腕わんと一いち撃げきごとの重さに秀ひいでている。

　だが、息をつく暇いとまもないほどの猛もう烈れつな牽制の中、ウェルズの表情に少しずつ苦いものが混じり始めた。どちらが優ゆう勢せいを取ったのか、殊こと更さら考えるまでもない。

「何な故ぜだ？　アドルフ・フォード」

　アドルフの剣を受けたウェルズが、歯は軋ぎしりするような低い声で呟く。

「騎士の誇ほこりも持ち合わせていない男が、なんのために騎士でいる？　お前のような男が、どうして国に貢こう献けんしようともがく私の邪じや魔まをするのだ」

　アドルフは一度身を引くと、すぐさまウェルズの間合いへ踏み込んだ。老騎士はもはやそれを受ける一方となり、切り返すことが出来ずにいるのが周囲にも分かる。

「国を護れ。正義のために生きろ。誇りのために死ね、それが騎士だろう！」

「ふざけるな」

　アドルフの刃が、ウェルズの剣を弾き飛ばした。

　隻腕のウェルズが倒れ込み、後ろ手をつく。アドルフはその前に立ちはだかると、男の眼がん前ぜんへ剣先を突き付けた。

「決め付けられてたまるか。俺はなにも、正義や誇りのために騎士でいるんじゃない」

　それは、クレアが出会って最初に聞いた言葉と同じものである。

　行動を共にするあいだ、アドルフはずっとその言葉を覆くつがえさなかった。正義を信じようとするクレアを頑かたくななまでに否定してみせた。

　だが、いまこの瞬間に紡つむがれるものは、これまでのどの否定とも違う響きを持っている。

「お前が待ち望んでいる戦争も、功こう績せきも俺には関係ない。この国に英雄なんざ不要だ」

　紡がれたそれは、彼自身が持つ『英雄』という誉ほまれを葬ほうむる言葉だ。

　海のように深く透すき通った彼の目が細められ、その中に明けゆく朝の光が揺らぐ。アドルフは、自分に言い聞かせるようにゆっくりと口を開いた。

「俺は、人が人を護る必要のない国にするために、騎士であり続けることを選んだ」

　思わぬ望みにクレアは息を吞む。

「そのためにお前は邪魔だ。少なくともお前の所せ為いで、俺自身がイヴを護る羽目になった」

　淡たん白ぱくな物の言いように、ウェルズの声が震えた。声ではなく彼の腕も体も、みな小こ刻きざみに戦慄わなないている。

「……そんな国が、実現するはず、ないだろう？」

　彼が浮かべているものは、アドルフに対する明めい確かくな怒りだ。ウェルズは憤いきどおりを隠しもしないまま、半はん狂きよう乱らんで声を荒あららげる。

「綺き麗れいごとはいい加か減げんにしたまえ！　海賊に傾いた裏切り者が、戦争がなければ騎士という存在が不要だということも分からないのか！　貴様のやっていることは反逆だ、騎士への裏切りだ！　裏切り者は殺されるべき大たい罪ざい人にん──」

　早口でまくしたてるウェルズに向け、アドルフが黙って剣を翳した。ウェルズがなおも言い募つのろうとした、直後。




「────あははっ、裏切り者だって！」




　張り詰めた空気を裂さくようにして、明るい声が甲板にもたらされる。

「面おも白しろいことを言うねえ、可愛いウェルズ！　ここでお前が裏切りを糾きゆう弾だんするなんて！」

　場違いなまでの軽やかさに、誰もが一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られる。海賊も傷付いた騎士も総そうじて辺りを見回し、やがてまなざしがひとりの青年に向けられた。

「まさか、シュガー……？」

　朝焼けの甲板に佇たたずんでいたのは、白いローブに身を包つつんだ白はく髪はつの青年だった。

　どうして彼がここにいるのだろう。疑問を口にしようとした瞬間、アドルフ以外全員の騎士がざっと音を立てて甲板に跪ひざまずく。怪我をしている者も交戦中の者も例外なく、彼の本当の名を口にして頭を下げた。

「エルヴィス第四王子殿下！」

　騎士たちの敬けい礼れいにぎょっとする。

　シェランド王国第四王位継けい承しよう者しや、エルヴィス・シェランド王子とは、ノストリー島とうを治める若き統とう治ち者しやだ。いまは魔物を研究する学院の視し察さつで留守にしているはずで、イヴが「アドルフに似ている」と称しようした兄である。

　その彼が、ここに立つシュガーだというのか。

　信じられない思いがしたが、騎士たちの表情は見るからに畏い怖ふをいだいている。そんな中、剣を下げもせず彼を睨み付けるアドルフだけが浮いていた。

「王子殿下、何故！　あなたは王都にいらっしゃるはず！」

　ウェルズが叫ぶと、シュガーもといエルヴィスは「船倉で寝てたら寝ね癖ぐせがついちゃったよ」と言いながら、どれが寝癖で癖くせ毛げなのか分からない髪を摘つまんだ。

「何故ってまあ、色々探ってたんだよね。ここ一年、『たまたま』僕がいなくなる機会に妙な事件が起きる上、しばらくすると魔物研究学院でこそこそ実験を始めるだろ？」

　図書館で会ったときと同じ笑みを浮かべ、エルヴィスはローブから望ぼう遠えん鏡きようを取り出した。その豪ごう奢しやなレンズでウェルズを覗き込み、肩を竦すくめる。

「留守のあいだの動どう向こうについて、十分に研究させてもらったよ。楽しかったなあ、使用人たちに情報を集めさせつつ自分は気ままな世捨て人生活……ってねえアディ、顔怖いよ」

「うっせーな。お前のそういうところが面めん倒どう臭くせェんだ、探ってたなら一言言え」

　愛あい称しようで呼ばれたアドルフは、盛せい大だいなしかめっ面つらで王子を睨み付けている。エルヴィスは「ごめんごめん」と意にも介かいさない口調で望遠鏡から目を離すと、硬こう直ちよくしているウェルズを見下ろした。

「さてウェルズ。お前がこうしてボロを出し、犯はん罪ざい者しやに成なり下さがるのを待っていた。王女に刃を向けて反逆とは、証しよう拠こ集めの必要がないお手軽な罪つみに走ってくれたね」

　中性的な顔に美しい少女のような笑みが浮かび、その反面で冷たい声音が紡ぐ。

「……お前はもう、この国にいらないな」

　エルヴィスの背後から数名の騎士が現れる。その制服はアドルフの黒ともウェルズの紺とも異なる白であり、アドルフに一礼すると黙ってウェルズに縄を掛けた。

「ど、どうかお考え直しを、殿下！　私の考こう案あんした方法ならば、きっと殿下や陛下もお気に召めされるはずです！」

「言ったろ？　いらないってさ」

「殿下！」

　エルヴィスはにこにことした笑みを崩さないまま、喚わめくウェルズに背を向けた。それから軽い足取りで歩いてくると、イヴを抱いたクレアを見下ろす。

「やあ、カーヴェルのお姫さま。うちの不ふ肖しようの騎士たちが迷めい惑わくを掛けたね」

「あなた、私の正体も最初から全部知ってたのね！」

　図書館で彼と会ったとき、怪我をした少女を例に随分意地の悪い話し方をされたものだが、あれはクレアが港を襲った海賊であることも分かった上だったのだ。

　エルヴィスはちっとも悪びれず、クレアが抱いた少女の顔を覗き込む。

「ところでイヴは健すこやかかな？　うん、いつも通りの発はつ熱ねつだね」

　そう言ってクレアの腕から彼女を抱き上げ、大事そうに抱き締めた。言いようは一見軽けい薄はくだが、妹を見下ろすそのまなざしには労いたわりの色が見える。

　何処かで見た表情だと思った。

　ややあって、アドルフがイヴへ向ける目と同じなのだと気付く。きっとこの表情が、イヴがふたりを「似ている」と言った所以ゆえんなのだろう。

　アドルフはひとつ舌打ちをすると、剣を収めた。

「あの餓ガ鬼キを城に紹介したとき、妙に容易たやすく雇やとわれたのもお前が目を付けたからか」

「リト少年のこと？　都合が良かったから傍そばに置いてみたけど、なかなか便利だったなあ。小さい子は諜ちよう報ほうに最適、あはっ、良いこと知った」

　やり取りの傍かたわらでウェルズの部下も剣を手放し、白騎士たちに向けて全面的に降こう伏ふくの意を示している。それを見届けた王子エルヴィスは、次いでクレアを見下ろした。

「ひとまずは感謝するよ、姫。姫とアディが目立ってくれたお陰でウェルズがこんなにあっさり尻尾しつぽを出すなんて、素晴らしい餌えさになってくれた！　魔物の成体を学院に持ち込まれるなんて事じ態たい、僕らとしても絶対に防ふせぎたかったからね」

　王子はイヴを抱え直しながら肩を竦め、「失敗して王都壊かい滅めつってことにもなりかねないし」と笑う。そのあとで、すぐに声音を暗くした。

「……とはいえ、ここまでやられたのは流石さすがにちょっと邪魔だったかなあ」

「う……」

　ぎくりとしたクレアをよそに、エルヴィスは淡々と言う。

「騎士団の隊長ウエルズが裏切り行こう為い、それに気付いた別隊の隊長アドルフが全力で始し末まつに掛かって海戦沙ざ汰たなんて、国民に知られたら大おお騒さわぎだ。もっと秘ひ密みつ裏りにサクッと処分したかったんだけど、キング・リゼルグ号とナイト・グラン号まで出されちゃ内ない緒しよにするのは難むずかしい」

　確かに言い逃れの出来ない事態だ。クレアが慌てふためく頭上で、グリフォンが大きく鳴き声を上げた。これもなんとかする必要があるのだったと思い出し、頭を抱えたくなる。

　そこで、アドルフがクレアの前に立った。

「この件は俺の独どく断だんだ。とっとと処分でもなんでも下せ」

「アドルフ!?」

　慌てて名前を呼ぶが、彼は振り返らないどころかマントを引っ張るクレアを払はらい除のけようとさえする。面白がるように目を細めたエルヴィスが、「ふうん」と煽るような口調で尋たずねた。

「いいのかなアディ？　無様にも王女を誘ゆう拐かいされ、その失敗を隠いん蔽ぺいするべく無断で船を使って隊長同士で争あらそったなんてさ。表おもて沙ざ汰たになれば今後の立場にも響くし、下手をしたら騎士だってクビになるかもよ」

「興味ねーよ。どうにでも、お前らの好きにしろ」

「何言ってるの！」

　大きな声で叫ぶと、ようやく青い目がクレアを見てくれる。クレアは子供のようにふるふるとかぶりを振った。

　イヴの部屋にウェルズが踏み込んだとき、アドルフはクレアを見捨てたりしなかった。本当なら、こんな事態に発展する前に処しよ理りが出来たはずなのだ。第一にクレアはもう、アドルフが騎士であり続けている理由を知ってしまった。

「……成したいことがあるんでしょう？」

　ぎゅっと彼の袖そでを握り締め、睫まつ毛げを朝日に潤ませて言い募る。

「たとえどんなに辛つらくても、騎士でいることを選んだ理由がちゃんとあったくせに。それを手放すなんて、絶対に駄目！」

　アドルフは小さく息をつく。

　仕方のないものに向けるような、とても静かな嘆息だ。そのあとでエルヴィスの方を見遣り、淡々とした口調で言った。

「俺の当面の目的は、イヴに及ぶ危害を潰つぶすことだ」

　次いで、なぜかクレアの目を真っ直ぐに見詰める。

「今度こそ護れた。だから、それでいい」

　すべてを受け入れるかのような言いように、この頑がん固こ者ものと怒ど鳴なってやりたいのを堪こらえる。彼が選ぶべき方法の正解は、もっとほかにあるはずなのだ。

「どうする？　姫。君はやっぱり口だけで、綺麗ごとまみれの偽善者なのかな？」

　くすくすと蠱こ惑わく的てきな笑みを向けられ、クレアは小さく俯うつむいた。

　どうにか術すべはないだろうか。

　いまこの場において、クレア自身に出来ることや示せる道はないのだろうか。それが、クレアを庇おうとしているアドルフの『正義』を踏ふみ躙にじることになろうとも。

「──アドルフ」

　顔を伏せたまま口にして、クレアは握り締めたアドルフの袖をゆっくりと離した。

「私、あなたに約束した。護りたいものを護るために、どんな手段も使うって」

　一歩だけ後ろに下がり、深呼吸をして顔を上げる。

　そうして、自分自身にも言い聞かせる意味を込めて口にした。

「大罪人にでもなるんだって、そう誓ちかった」

　愛いとしい海から風が吹き、クレアの髪を撫なぜる。眉根を寄せたアドルフは、クレアの瞳を見据えて低い声を落とした。

「……お前、何をする気だ？」

　クレアはアドルフからふいと視線を外し、代わりに王子の前に歩み出る。

　自分が成すべきことのため、人から奪うのがクレアの信しん条じようだ。たとえその選択の行く果はてに、どんな結果が待ち受けていようとも。

「提案します、エルヴィス殿下」

　迷いを捨てたくちびるで、心に決めたことをそのまま紡いだ。

　海賊にも出来ること。いいや、海賊である己にしか出来ないこと。

　それが、この選択のはずだ。




「──その誉れを、私に下さい」




　アドルフの美しい青の目に、僅かな動どう揺ようが走ったのが分かる。

「一ヶ月前にクイン・ローゼ号を襲い、今日この日にウェルズ隊長と戦って打ち勝ったという海賊の栄えい誉よを、どうか私に」

「おい！」

「それがあなたたち王家と騎士にとって、同盟を組んだ海賊の正しい使い方でしょう？」

　海賊にしか得えられない情報を、海賊にしか使えない手段を用もちいて国を護る。シェランド王家がカーヴェル海賊団を従したがえているのは、ひとえにそんな理由からだったはずだ。

「私は卑ひ劣れつな海賊よ。クイン・ローゼ号だけでなく王女を乗せた船まで襲い、彼女を護るウェルズを殺した。アドルフたちはそこに駆け付け、命を賭として海賊から王女を護ったということにするの」

　風にドレスを翻し、煽られた髪を耳に掛けてクレアは笑う。

「これでウェルズは裏切り者じゃない。王女を護って命を落とした『英雄』だわ」

　そうすれば国民の誰もが混乱せず、王家と騎士の名を汚けがさずに一件を収めることが出来る。結果としてウェルズが英雄になるのは少し忌々しいけれど、それも仕方ない。

　だが、アドルフは強くクレアを睨み付ける。

「ふざけんな。お前に庇われる謂いわれはない」

「あなたこそふざけないで。この同盟において、悪あく名みようはすべて海賊わたしのものよ」

　クレアは強い意志を込め、アドルフの否定を振り払はらう。

「あなたやウェルズから奪った以上、ほかの誰にも渡さない」

　大切な誉れだ。

　アドルフは眉み間けんに皺しわを寄せたが、やがてクレアが一切改めるつもりのないことを理解してか、溜め息をついて額ひたいを押さえた。

「……開き直ったな、お前」

「ええ。そしてこの栄誉をもって、私は試験に合格とさせてもらうわ」

　探して差し出せと命めいじられたものは、確かに呈ていしたはずだ。エルヴィスを見遣ると、彼は妹そっくりな笑顔を浮かべて頷く。

「そういうことなら、アドルフ・フォード。見張り役として、受験者に合否のご連絡を」

　エルヴィスに視線を向けられたアドルフは、そこで再び嘆息した。それでも一歩踏み出すと、その青く透き通った双眸をクレアに向ける。

「……クイン・ローゼ号の虐ぎやく殺さつ、並びにキング・リゼルグ号の襲撃について、確かに、報告を聞き届けた」

　柄がらにもなく正式な言葉遣いが、真しん摯しな顔付きで紡がれた。

　気が付けば、船上の誰もが手を止めてこちらを見詰めている。昇り切った朝日の中、クレアはきらきらと瞳を輝かせながらその声に耳を傾けた。

　そして淀よどみなく告げられる。







「主犯は海賊、クレア・カーヴェル」

「──……」







　アドルフの呼んでくれた名が、実に心地ここちよく耳へと落ちた。

　頑なに呼ばれなかった名前を紡がれたことを、心の底から誇らしく思う。だからこそ彼を見詰め返して、すべてを受け入れると頷いた。

　それに応えるアドルフはもう、辟へき易えきの色を滲ませてはいない。

「我が主君、イヴァンジェリカ・ジル・シェランドに代わって、この報告が我々の提てい示じした試験の条件に適てき合ごうしたことを認める。……まあ、精せい々ぜい働けよ」

　皮ひ肉にくを漏もらしたそのくちびるが、小さな笑みの形を作る。

「お前は今日からこの国の海賊だ」

「……っ」

　その瞬間、甲板に太い歓かん声せいが響いた。

「うおおおお、お嬢！　お嬢が見事試験をこなしたぞお！」

「よかった！　よかったよおお、一生ついていくかんなあ！」

　泣き始めた男たちの声に驚いたのか、マストに止まったグリフォンが大きく翼つばさを広げる。その白い翼が朝日に煌めき、まぶしい世界の景色を彩いろどった。

　──この国に、朝が訪れたのだ。

　荒波の中に高く帆が掲げられ、城に戻るべく舵かじを切る。クレアはそうっとアドルフを見上げ、彼の袖を引いた。

「ねえ、アドルフ」

　信じてくれて嬉しかったと告げたら、彼はどんな表情をするだろうか。怒るのか呆あきれるのか是ぜ非ひとも確かめてみたくなり、背伸びをしつつ「耳を貸して」とねだった。

　眉根を寄せられたって構うことはない。くちびるを開くまでは、あともう少しのことだ。
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　ドレスを纏まとって剣や銃じゆうを隠かくし込めば、それが荷物のすべてだった。

　開け放した窓から吹き込んだ風が、伸びやかにカーテンを膨ふくらませる。午後の光が差し込む中、クレアはぐるりと室内を見回した。一ヶ月という期間を過すごした部屋ではあるものの、忘れ物など確かめるまでもなく室内はがらんとしている。

　名残なごり惜おしく思う所以ゆえんはないのだが、こうして眺ながめれば随ずい分ぶんと広い部屋だ。何ど処ことなくさびしい気持ちになり、窓の向こうに広がる白と青の街並みを見下ろした。

　この城からひとりで出てゆくのは初めてだ。

　何となく感かん傷しようじみた気持ちになったところで、硬かたい靴くつ音おとが聞こえてくる。ノックもしないその主ぬしが誰かなど確かめるまでもないことだが、意外な気持ちで振り返った。

「アドルフ」

　そこに立っていたのは、不ふ機き嫌げんそうな表情が妙みようにさまになる美しい騎き士しだ。

「……見送りなんて、絶対に来ないと思ってた」

「イヴの命令だから仕方がねーだろ」

　相変わらずなアドルフの答えに、クレアはくすりと口元を綻ほころばせる。ここしばらくは互いに慌あわただしく、こうして話をするのも久々のことだ。

　ウェルズと船上で戦った日から、瞬またたく間に日々は過ぎ去った。世間はいま、「幼い王女を護まもって死んだウェルズ騎士隊たい長ちよう」という偽いつわりの英えい雄ゆう譚たんでもちきりだ。

　実際のところウェルズは地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされ、城に残っていた彼の部下もエルヴィスの近この衛え隊たいによって一いつ掃そうされている。彼らの身み柄がらが何処へ消えたのかは知らないが、エルヴィス曰いわくクレアの父が嚙かんでいるらしい。

　要するに、クレアもアドルフも騙だまされていたということだ。この試験の目的はクイン・ローゼ号の調査ではなく、ウェルズの目を引き付けるための囮おとりだったのだから。

　考えてみれば、最初に課せられたのは「王女の船キング・リゼルグを襲おそえ」という内容だった。父に詰め寄ってみれば、あれはやはりウェルズが船内に卵を隠していると見込んだエルヴィスの命令だったらしい。海賊に襲われたという名目がつけば、ウェルズに妙な勘かん繰ぐりをさせることなく港に留とどめ、王おう都とへの出しゆつ立たつを遅らせることが出来るという目もく論ろ見みがあったようだ。

　事実、イヴが病やまいで動けなくなった瞬間に動き始めたことから、ウェルズの焦あせりは相当なものだったのだろう。

　これからのシェランド王家は、ウェルズと手を組んで戦争で私し腹ふくを肥こやそうとしていた人間がほかにもいなかったかどうかを調査するそうだ。

　イヴを人ひと質じちに取るよう唆そそのかし、ウェルズが確かく保ほした魔ま物ものの成せい体たいを利用したがった人間が何処かにいる。騎士であるアドルフも、それを探るため動くことになるだろう。

　国の事情とは一線を画するが、クレアの方だって忙しい。

　クイン・ローゼ号に積まれていた七つの卵は、中の魔物を殺して卵らん殻かくを国の資産にする予定だったものである。

　クレアはエルヴィスやイヴを説得し、やっとの思いで殺さないという約束を取り付けた。その条件が、「孵かえった魔物を人が住まわない海に逃がし、卵殻を持ち帰る」ことだ。

　彼らにはクレアの力について話していないのだから、兄妹きようだいの寛かん大だいには感謝しなければならない。とにもかくにもクレアは卵たちが孵ってしまう前に、急ぎ船を出すこととなったのだ。

「カーヴェルの船が迎えに来てる。さっさと出港でもなんでもしろ、海かい賊ぞくがぞろぞろと暑苦しいんだよ」

「イヴ王女のお話だと、みんな商人みたいな一いつ張ちよう羅らを着てるのよね。楽しみだわ」

　毒どく舌ぜつを物ともせずに受け流すと、アドルフが無言で何かを差し出した。

　首をかしげて受け取れば、手渡されたのは細い鎖くさりが付いた銀色の銀貨だ。

「これ……」

　竜りゆうと髑どく髏ろが彫ほり込まれた、カーヴェル海賊団の銀貨である。

　この島に来た最初の日、アドルフによって奪うばわれたものだ。目にした瞬間、あの日がなんだかずっと昔のことのような、たまらなく懐なつかしい出来事であるような感覚が生まれてぎゅっと握にぎり締しめる。

「精せい々ぜいこの先も気を付けろよ」

　素そっ気けない声が、こんな風に言った。

「お前の魔物を呼ぶ力はどの国も欲しがる代しろ物ものだ。図書館のときみてーな醜しゆう態たい、ほかでは見せんな」

「心配してくれるの？」

「馬ば鹿かか。誰が同そ盟の相グ手ズを助けに行かされると思ってんだよ」

　辟へき易えきしきった言い方だ。出会ったばかりのころならば、クレアもむっとしていただろう。

　アドルフのことは、心底相あい容いれない相手なのだと思っていた。

　意見が合わない上に口が悪く、そのくせべらぼうに強くて厄やつ介かいだ。なのに、なんだかいまはとてもさびしい。

　それを振り払はらうようにして目を伏ふせ、銀貨の首飾りを後ろ手に着ける。

　銀貨の重みはしっくりと馴な染じんだが、久々に着けたためか髪を少しだけ鎖に絡からめてしまった。すぐに自分で外はずそうとしたところへ、アドルフの手が触ふれる。

　器用な指は絡まりを解とき、梳すくようにしてクレアの髪を撫なでた。こう見えてやはり面めん倒どう見みがいいことを実感しながら、アドルフの目を見て微笑ほほえむ。

「ありがとう」

　だが、アドルフはそれだけで手を引かなかった。「ひゃ」

　形のよい指が、クレアの白い首くび筋すじに柔やわらかく触れる。

　するりとなぞられて肩が跳はねたのに、アドルフはちっとも気にしていない。それどころかくすぐったがるクレアの手首を摑つかみ、何処か不機嫌そうな顔をする。

「ちょっと、アドルフ？」

「大人おとなしくしてろ」

　理り不ふ尽じんだと思いつつ、その真しん摯しな様子にどうしてか抵てい抗こう出来なくなった。

　アドルフは何かを労いたわるように、普段なら誰にも触さわらせないような首のラインを辿たどる。長い睫まつ毛げの影が頰ほおに落ち、意味の分からない行動でもその所しよ作さが綺き麗れいなのが憎にくたらしい。

　けれど、クレアはやがて理解する。

　乾いた指がなぞる左の首筋には、ごく最近まで一本の傷きずがあった。

　ウェルズの手からイヴを護り、アドルフの目の前で刻きざまれた傷だ。

　もう消えているであろうその傷をなぞり、アドルフはこんな目をしているのだ。

「……忘れても、いいのに」

　だってもうそこに傷はない。第一に、少しもアドルフが気に病やむことではないはずだ。

「あのとき何をどうするか、すべて私が選んだのよ」

「知ったことか、そんなものは」

　アドルフの低い声が、すぐ傍そばに心地ここち良く落ちる。

「……他人が何を選ぼうと、俺の知ったことじゃないはずだった」

　アドルフはクレアの輪りん郭かくに触れる。

「死ぬなら勝手に死ねばいい。もう二度と、イヴ以外を護る気はないと決めていた。だが」

　こつんと額ひたい同士が重なって、クレアはふたつ瞬まばたきをする。睫毛の触れ合うような近さで瞑めい目もくしたアドルフが、殊こと更さら静かにこんな言葉を紡つむいだからだ。



















「──結局俺は、お前に傷が入ったことが気に入らないらしい」




　それは、率そつ直ちよくには感情の窺うかがえないたぐいの声音だった。

「だから今後はもう少し、手しゆ段だんを考える」

　そんなことを言われて息を吞のむ。どうしてクレアの傷がお気に召めさないのか、疑問の前に決意への反論が浮かぶ。アドルフが身を離したので、クレアは慌あわてて口を開いた。

「か、考えてもらわなくても大丈夫。私は海賊よ、どんな手段を使ってでも身を護るわ」

「噓うそつけ。しょっちゅう自分の身を投げ出すくせに」

　呆あきれに対して返す言葉もないが、護られるつもりがないことは本当だ。だってクレアはもう、アドルフが怖いものを知っている。

「ねえ、アドルフ」

　名前を呼ぶと、存外素直にまなざしが向けられた。

「あなたはあのとき、誰かを護る必要のない、英雄のいらない国が見たいって言った」

　ウェルズに向け、剣を翳かざして。

　その言葉を思い、クレアは目を細める。

「けれどこれから先もきっと、あなたを英雄として讃たたえる人はたくさんいる。護ってって手を伸ばす人がいる。あなたがどれだけ辛つらくても、苦しくても」

　アドルフが望んだ未来は、実現するのがとても難むずかしいものだ。彼が英雄と呼ばれなくなるまでには、きっと途と方ほうもないほどの時間や苦く悩のうが必要になるのだろう。

「たとえそれでも、あなたも私とおんなじで、望んだのなら進むしかない。だけど」

　胸元の銀貨を握り締める。

「もしもいつか、あなたが進めなくなる日が来ても、怖がらないで」

　誓ちかいであることを示すため、海よりも綺麗なアドルフの目を逸そらさずに見上げる。クレアはゆっくりと、心底からの誠実を込めて口にした。




「──そのときは、悪わたしが英雄の名あなたを殺してあげる」




　整った眉まゆがひそめられた。

　静せい寂じやくが部屋に満ちたあと、アドルフはやがて小さく息をつく。

「弱いくせに、よく言う」

　心地よい低音に言われるが、そんなもの知ったことではない。

「強くはないのは、あなたも一緒でしょう？」

　決して英雄などではない目の前のアドルフは、少しだけ驚いたような顔をした。

　誰に讃えられたとしても、クレアはきちんと知っている。アドルフはゆっくりと目を細め、やがて大きな手でクレアの頭を俯うつむかせてくしゃりと髪を撫でた。

「……そうだな」

　肯こう定ていの声は、微笑みのように柔らかい。

　急いで見上げてみるも、その表情はいつもの無ぶ愛あい想そうなものだ。クレアはくちびるを結び、髪に触れたアドルフの手に自身の手を重ねた。

（いつか、ちゃんと笑った顔が見てみたいな……）

　心からそう思う。

　そんな風に考えたあとで、どうしてか胸が詰まってしまう。訝いぶかるようなまなざしを向けられたので、泣きそうになってしまったのを隠すようにくちびるを綻ばせた。

　それから揃そろって歩き始める。

　この先に出掛ける海でもきっと、色んな感情が待っている。そこにあるものは想像がつかないし、失うしなうものだって多いかもしれない。

　それでも生きている限り、求めるもののため進む。どんな荒波の中だろうと、時には陽気に歌いながら、失った夜の果はてに誰かと酒など酌くみ交かわして。




　その生き方を、誉ほまれにしながら。











終
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　はじめまして、こんにちは。夏なつ野のちよりと申します。この度たびは、拙せつ作さく『悪あく誉ほまれの乙女おとめと英えい雄ゆう葬そうの騎き士し』をお手に取っていただきありがとうございました。

　このお話は、「悪あく党とうだけれど義ぎを愛する海かい賊ぞく少女」と「正義の象しよう徴ちようなのにそれを否定する英えい雄ゆう騎士」というふたりが無理矢理ペアを組まされ、喧けん嘩かしたり共きよう闘とうしたりしながら事件解決のための冒険をするお話となります！




　今回の刊行にあたっては、たくさんの方にご尽じん力りよくいただきました。

　イラストを描いて下さった涼すず河かわ先生。アドルフとクレアのラフを初めて拝見したとき、あまりの美しさに感動しました。カラーもモノクロも鮮あざやかで凜りんとしていて、デビュー作のキャラクターをこんなに素敵に描いていただいたことが本当に幸せです。




　担当のＩさま。お電話の度にうれしくてはしゃいでしまいごめんなさい。明るく丁てい寧ねいで的確なアドバイスに対し、毎回目から鱗うろこが落ちる思いです！　根気強いご指導といい、Ｉさまにご担当いただけたことが私の大きな幸運のひとつです。




　受賞の報告時、自分のことのように喜んでくれた友人たち。みんなと過ごした時間がここまでお話を書いて来られた大きな原動力でした。ありがとうありがとう愛してる！

　併あわせて、信頼し、自由にさせてくれた家族。Ｔｗｉｔｔｅｒやチャット等で励はげまし合った投とう稿こう仲間のみなさん。選考に関わって下さった方々や校正さん、デザイナーさん、すべての方々に心からお礼申し上げます。




　そうして、お話を読んで下さった読者の方へ。

　こうやって皆さまにご挨あい拶さつできることが、なんだかいまだに夢のようです。海賊姫と邪じや道どう騎士、下へ手たにくっついている同士よりも距離感の近い男女バディふたりの冒険ですが、少しでもお楽しみいただければこんなに嬉しいことはありません。




　願わくはどうか、皆さまのお心に触ふれるものがひとつでもありますように。

　またお目に掛かれることを願って！


夏野ちより










著者

夏野ちより

Chiyori Natsuno




獅子座のＡ型。趣味はレトロな文房具蒐集。「かわいい」の天才である猫のロッタが相棒です。名前を呼ぶと駆け寄ってくるので、中身は本当に猫なのか疑っています。本作はそんな猫とキーボード争いをしながら書き上げました。好きなものを好きなだけ詰め込んでしまいましたが、こうしてお目に掛かれたことが本当に夢のようです。どうかどうか、少しでもお楽しみいただけますように！










イラスト

涼河マコト

Makoto Suzukawa




お味噌とういろうの国で絵をかいております。おススメはごぼうの赤味噌漬けです。

この度海賊ときいてテンションがＭＡＸです。今後のシリーズも一読者として楽しみです。

どうぞよろしくお願い致します!!
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